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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ







　聖書の一節、知恵の樹きの話は理不尽だ。

　神様が世界に産み落とした、最初の人間であるアダムとイブ。二人が産み落とされたエデンの園には、美お味いしそうな果実をならす、知恵の樹と呼ばれる樹が生えていた。

　だが、この知恵の樹の果実は、神様によって、食べることを禁じられていた。

　しかし、美味しそうな物があれば、食べたくなるのが人間の性だ。

　ある日、悪い蛇に唆そそのかされたアダムとイブは、知恵の樹の果実に手を出してしまう。そして、それを知った神様は怒り、二人は罰を受けてしまう──という話である。

　でも、隼はや人とは思っていた。

　そんなに魅力のあるものを近くに置いて、手を出すななんて苦行だし、破ったからと言って罰を与えるのは理不尽だろう。なにせ神様なんだから、二人に見えないように知恵の樹を隠すなり、もっとやりようはあったのではないだろうか。

「すぅ～……んっ……」

　隼人は左を向き、すぐ隣から聞こえる声の主を確認した。

　なびくように伸びたさらさらのツインテールの下には、フランス人形みたいに整った寝顔。寝間着として着用しているチェックのワンピースからは、透き通った白い肌も覗のぞいている。

「もう……読めない……すぅ……」

　佐さ藤とうあかり。隼はや人との一つ下の後輩だ。

　小柄な体たい躯くを丸め、甘い寝息を立てる彼女は、まるで現実世界に飛び出た妖精のようでもあった。

「ごくり」と、隼人は思わず生唾を飲んでしまう。それはそうだ。隼人はまだ十六歳。思春期真まっ只ただ中なかの男子高校生である。このような状況で落ち着いていられるわけがない。

　心臓がバクバクと高鳴り、脳内がピンク色に染まっていく。

　しかも、隼人の理性を攻撃しているのは、彼女一人ではなかった。

「……んっ、や、ダメですよ隼人君。いきなりそんなこと……にゅうぅ……」

　今度の寝言は、あかりを挟んだ先から聞こえてきた。

　隼人が通う結むすびヶが原はら高校の生徒会長、柏かしわ木ぎ琴こと美みである。

　長く腰下まで伸びたウェーブのかかった髪と、穏やかで美麗な顔立ち。肩かた紐ひもタイプのネグリジェからは、滑なめらかな肩と豊満な胸の谷間が露出していた。

　捲めくれ上がったドレスからは、健康的な太ふと股ももも覗のぞいている。

「だから隼人君、まだ早すぎですから……んぅ……男の人って……」

（ど、どんな夢見てるんだよ！）

　琴美の蠱こ惑わく的てきな肌と言葉に、隼人は思わず目を瞑つぶり、何度も首を左右に振るった。邪念を振り払うためにである。すると──












「くぅぅ～……またこいつが私の上……なんなのよ、も～……す～……」

　今度は、反対側から声が聞こえてくる。隼はや人とが声のした方を見ると、クラスメイトの風かざ見み玲れい奈なが寝息を立てていた。

　肩にかかるくらいの艶つややかな髪に、子犬のような童顔。幼さを感じさせる美少女は、フリル付きのパジャマを着用している。

　学業優秀、所属する剣道部でも好成績。学年を越え、生徒達たちの羨せん望ぼうを集める彼女は、『無欠の優ゆう等とう生せい』という呼び名で噂うわさされる、校内の有名人であった。

（……はぁ）

　隼人は、知恵の樹きを前に欲望と闘うアダムのような心持ちになり、大きな溜ため息いきを吐いた。隼人にとってみれば、自分が仰あお向むけに横たわっているベッドはエデンの園、傍らで眠る三人の美少女達は、禁断の果実だ。

『ちょっとくらいなら、しでかしちゃってもいいんだぜ？』

　隼人の脳内に生まれた悪魔が囁ささやく。

（良くねぇよ！）

　もし隼人がそんなことをすれば、三人の少女たちに嫌われるのは勿もち論ろん、吹ふい聴ちようされる噂によって、人間関係を始めとした大切なものをたくさん失ってしまうことだろう。

　もっとも、なにかすると言っても、今、隼人の手足は縄で縛られていて滅めつ多たなことは出来ない。手錠をかけられたように両手首を、バンジージャンプのロープのように両足首を拘束されている。玲奈に、『なにかしたら殺すから』と言われて縛られたものだ。

　隼人は、視線を玲奈から天井へと逃がした。

　格こう子し状じように仕切られた格ごう天てん井じようからはアンティークなシャンデリアが下がっていて、この部屋が普通の高校生が住むような部屋ではないことがわかる。

　結むすびヶが原はら高校の敷地の外れに建っている、理事長の認めた特殊な生徒のみが入寮することが出来る女子寮、メゾン・ヴァルハラ。そしてその一室である王の間。

　それが今隼人のいる部屋であり、昨晩彼に与えられた部屋だった。

　隼人は、ついに一睡も出来なかった目をしばしばとさせた。窓からは、穏やかな朝の光が差し込んでいる。

（別に一緒に寝なくたっていいだろ……）

　隼人が、昨晩理事長に命じられたこの状況を、理不尽に思っていると、

（──うおっ！）

　寝ね惚ぼけた玲奈が隼人の肩に手を回し、自分の方へと抱き寄せる。

　二人の顔が近付き、互いの息が届くまでに近くなった。

　隼人の鼻をつつくように、玲奈の髪が触れてくる。甘い柑かん橘きつ類るいの、シャンプーの匂いも鼻を擦こすった。玲奈のパジャマは半袖で、もちっとした腕の肌触りが背中から伝わってくる。

（こ、こいつ、なにを……）

「す～……やっぱ、これがないと、寝付きが悪いわね……す～……んっ」

　さらに玲れい奈なは、自分の両足で隼はや人とを挟み込んできた。どうやら、隼人のことを抱き枕か何かと勘違いしているらしい。

（や、柔らかい……）

　隼人の鼓動が速くなる。このままでは理性が飛んでしまうかもしれない。

　隼人は身体を揺らし、なんとか玲奈の腕を払おうとする。

「んっ……ううん……」

　だが、玲奈は離れない。むしろ、逃がさないとばかりに、隼人に強く抱きついてきた。

　玲奈のささやかだが、きちんと主張した胸が隼人の胸に押しつけられる。

　隼人は焦った。このままでは本当にいけない気持ちになってしまう。せめて、胸が当たることだけでも避けようと、今度は腕を使って玲奈の身体を押しどけることにする。

　そうして玲奈と距離を取ろうと、隼人が腕を引き上げた──その時。

「ん……もう……」

　突然玲奈の抱きつく力が強くなり、隼人を引き寄せた。その拍子で、丁度胸の部分まで上がっていた隼人の腕は、手前の玲奈の胸へと押し当てられ、

　──むにゅっ。

（なっ!?）

「ふぁっ……!?」

　隼人の手に、柔らかい弾力。

　紛まぎれもない玲奈の胸の感触に、隼人は焦った。同時に、玲奈の目が開かれる。

「え……え……な……？」

　キョトンとした表情で、自分の胸に触れる隼人の手を見て言葉に詰まる。

　そして玲奈は、隼人の顔と自分の胸に視線を往復させると、無言で立ち上がり──

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

　そう呟つぶやいて、なにも存在しないはずの場所から、玲奈の身の丈以上もある巨大な剣を出現させた。

　理パーマネント。彼女達たち、悠久騎士フレースヴエルグと呼ばれる戦士が扱う武器である。

「なっ……!?　ちょ、ちょっと待て！　なんでいきなり物騒なもん取りだしてるんだよ！」

「……こ、これで……い、今アンタが触ったものの感触を忘れさせてあげるわ！」

　玲奈は顔を真っ赤にして、半泣きになりながら、ぶるぶると震える手で剣を振り上げる。

　隼人は、玲奈の様子を見て焦った。

「ちょ、ちょっと落ち着け！　忘れる、忘れるから！」

　隼人は玲奈を落ち着かせようと、必死に謝る。

「ほ、ほら、後ろには柏かし木わぎ先輩とあかりちゃんもいて危ないし──」

　と、隼人はちらりと後ろを見たが──

「って、いない!?」

　二人はいつの間にかベッドを下りていて、隼はや人と達たちの方を見ていた。

　どうやら揉もめ事ごとに気付いて目を覚まし、避難していたようだ。

「ちょっと二人とも、気付いているなら止めてくれても──」

「だ、だって、玲れい奈なちゃんの胸を触っちゃったんですよね？　だ、だったら、それは隼人君が悪いと思います」

「……（こくり）」

　琴こと美みが隼人に向かって手を振り、あかりは頷うなずいた。

「えええ、ちょっと!?　見捨てないでくださいよ！　か、風かざ見みも、もうちょっと落ち着いて！」

「こっ……こんなんじゃ、お嫁にいけないじゃない！」

「いけます！　いけますから！　胸触られたくらいならまだ──」

「女の子の胸は大事なのよおおお！」

　無む慈じ悲ひに、玲奈の構えた剣が振り下ろされる。

　──こうして、夕ゆう霧ぎり隼人の新生活はスタートした。

　美少女三人と、一つ屋根の下で暮らすという寮生活。昨日までは普通の男子高校生だったはずの隼人が、どうして急にこんな生活をすることになってしまったのか。

　その顛てん末まつは、昨晩にまで遡る。





■第一章　王の指輪







　雲一つない初夏の夜空。もう日が変わった夜更け。

　皓こう々こうと輝く月が、アスファルトの舗ほ装そう路ろを美しく照らしている。

　隼人はそんな月明かりの下で、夜道を彷徨さまよっていた野良猫に餌を与えていた。

「ほら。他の奴やつに取られないようにな」

「にゃ～！」

　どうやらお腹なかが空いて困っていたらしく、近くを通りかかった隼人に付いてきたので、餌をあげることにしたのだ。

　さっきまで食べていた『からチキ』（コンビニで売っている唐揚げ）の残りを、すべて道端に置く。

　猫はよほど腹が減っていたのか、ガツガツと餌に食いつき始めた。

「よしよし。明日は他の奴にまた恵んでもらえよ？」

　隼人は、夢中で唐揚げに食いつく猫の様子を確認すると、足早気味にその場を後にした。これ以上あげられる餌もない。家で猫を飼うことも出来ないので、付いてこられても困る。

　河川沿いにある小さな舗装路を、コンビニの袋を提げて隼人は歩いた。「スイーツが食べたい」と妹が言ったので、夜中にも拘わらずお使いに出ることにした、その帰り道だ。

「深夜の散歩も、たまにはいいもんだよな」

　今日は外も涼しく、気温も快適だった。深夜ということもあるが、近年は気候が不安定で、夏場だというのに急に涼しくなったりする。

　ニュースでも、北極の氷が溶けているだとか、野菜の品質が上下したり収穫量が増減したりしているといった話を良く聞いた。ヨーロッパでは、地理的にほとんど来るはずのない大型のハリケーンが襲来し、大きな被害をもたらしたらしい。

「月も綺き麗れいだし」

　隼はや人とは立ち止まると、空に浮かぶ月を見上げた。

　隼人は月が好きだ。綺麗だからだ。何か嫌なことがあって、後ろ向きになってしまいそうになった時、空で優しく光る月を見ると、心が洗われるような気がした。

　と、そうして隼人が、ぼうっと頭上の月に見み惚とれていた時のことだった。

『我が主あるじよ』

（……ん？）

　隼人の頭の中に、突然不思議な声が響いた。辺りを見回すが、暗闇に沈んだ景色があるだけで、誰も見つからない。

「気のせい……か？」

　幻聴かと思い、隼人が再び歩き出すと、

『我が因果を継ぎし主あるじよ』

　また聞こえたような気がした。

　気がしたというのは、隼人を呼ぶ妙な声は聴覚ではなく、意識に直接訴えかけてくるような不思議なものだったからだ。隼人は、きょろきょろと周囲を見回す。

『こっちだ』

　隼人は、その声に誘導されるように歩き始めた。舗ほ装そう路ろから河か川せん敷じきの草むらへと下り、隼人の背丈ほどもあるヨシの群ぐん生せいを分けて進む。

　不気味な状況だったが、隼人は声の主を捜すのを躊躇ためらわなかった。何な故ぜか、そうしないといけないような強い衝動に駆られたのだ。

　気付けば隼人はしゃがみ込み、必死に草の根を掻かき分けていた。すると──

「これは……」

　草むらの中に、仄ほのかな緑色の光を灯ともした、小石のようなものを見つけた。

　隼人はそれを拾い上げてみる。

（指輪……？）

　金のような材質で出来た、小さな指輪だった。

　表面には、樹きのレリーフのような模様が刻み込まれている。

『我、主あるじの力となり、世界の敵に再び立ち向かうことを誓おう』

　再び、隼人の頭に響く声。

（ひょっとして……この指輪が喋しやべってるのか!?）

『我を使え、主あるじよ。我は、汝なんじを主あるじと認めた』

「つ、使えって言われても……」

　喋しやべりかけてくる指輪に、戸惑う隼はや人と。

　そもそも、どう使うのかがわからないし、どんな理由で使うのかもわからない。

（な、なんだか良くわからないけど、こんな気味の悪いもの……）

　捨ててしまった方がいいかもしれない、隼人はそう考えた。

　だが隼人は、そのまま取り憑つかれたように指輪に見入ってしまう。

　──ドクン。

　隼人の鼓動が大きく高鳴った。指輪を使えば何かが始まる、そんな予兆を感じる。

（と、とりあえず、指輪なんだから……さ）

　隼人は指輪を、おそるおそる右の人差し指に嵌はめてみる。すると──

「なっ……!?」

　刹せつ那な、指輪の緑色の光が大きくなり、周囲に拡散し始めた。

『これにて正式に、我は汝のものとなった』

　隼人は、目ま映ばゆい光に目を細めながら、語りかけてくる指輪を見る。

　──懐かしい。ふと、そんなことを隼人は感じた。

　ずっと遠い昔から、この指輪と運命の糸で繋つながっていたかのような──そんな感覚。

『見届けさせてもらうぞ、我が主あるじ、王オーデインよ。この世界が救えるのかどうか』

「……世界を救う？」

『我の名は、〈律因の環ニーベルゲン〉なり』

　指輪から四散する光が引いていき、やがて途切れる。

「ちょっと、どういうことだ!?　俺が世界を救うって!?　おい、きちんと説明してくれ！」

　隼人は慌てて指輪に問いかける。だが、指輪は答えない。

　隼人は呆ぼう然ぜんと、光の消えた指輪を見つめた。さっきまでは異質な存在だった指輪が、今ではただの金属の塊にしか見えない。

（どういうことなんだよ、一体……）

　隼人が、不思議な状況に困惑していた、その時──

「グルウウウウウウウウウウウウウウウウウッ！」

　今度は、獣のような咆ほう哮こうが聞こえた。隼人は慌てて周りを見渡すが、何もいない。

「グルウウ……ウッ！」

　ふと、隼人は天を仰ぎ見た。

　すると、空から飛来しているなにかが、月と重なって黒い影絵をつくっていた。

「……え？」

　猛スピードで迫り来るそれは、すぐにシルエットから全貌へと変わる。

　身体の構造こそ人間にそっくりではあったが、肌の色は赤く、耳は長く尖とがっている。

「なっ……!?」

　頭部には山や羊ぎのような角があり、目は切れ長で血走っていた。

　背中には大きく黒い翼があり、尻の部分からは尻尾のようなものが垂れているのがわかる。手には、三みつ叉またの槍やりのようなものも握られていた。

「あ、悪魔!?」

　すぐ頭上で静止したそれを、隼はや人とはそう認識した。

　鬼のような形相をした悪魔は、そのまま空中で隼人と顔を合わせると、彼が嵌はめた指輪を確認するように見た。

（もしかして指こ輪れを……捜してる？）

　そして、ニイッと愉ゆ悦えつに満ちた歪いびつな笑みを浮かべる。

　──ぞくり。

　隼人の背筋を、不快な冷たさが走り抜ける。恐怖から来る悪寒だ。

　悪魔は、笑みを浮かべたまま、ゆっくりと槍を構えた。

　その様はまるで、獲え物ものを追い詰めて楽しむ意地悪な獣のようである。

（──殺される）

　隼人が死を悟った、その時だった。

「下がって！」

「──え？」

　声が聞こえ振り向くと、もう一つ影が迫っていた。

　こちらは悪魔ではなく──少女だ。空を駆ける少女だった。

　しかも、隼人はその少女に見覚えがある。

「風かざ見み……玲れい奈な……!?」

　クラスメイトだった。

　玲奈は、隼人が通う高校の制服に白銀の胸当てに肩当て、そしてガントレットにグリーブを着けている。両手には剣を構え、背中には薄緑の光が翼を描いていた。

（な、なんだあの格かつ好こう!?）

　すぐに悪魔も気付き、玲奈の方を振り返る。

「グアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　悪魔は双そう眸ぼうを険けわしくして唸うなると、三つ叉の槍を玲奈に向かって突き出した。

　真正面からの槍の一撃が、寸分の狂いも無く玲奈を捉える。

「危な……っ！」

　だが、玲奈はそれを避けようともせず、そのまま真っ正面から飛び込むと、槍を力強く剣で斬り払う。「キィン」という金属の衝突音が、夏の夜空に反響した。

　そして──

「てぇいっ！」

　玲奈は、そのまま悪魔に向かって剣を振り下ろした。

　悪魔はそれをすんでのところで後ろに飛んで避け、距離を取るようにして宙に浮かぶ。

「大丈夫？　……って、え？」

　玲れい奈なは、隼はや人とを庇かばうようにして悪魔との間に入ると、驚きの声を漏らした。

「ゆ、夕ゆう霧ぎり……隼人!?　なんでアンタがここにいるの!?」

「なんでって言われても、偶然としか……」

「しかもそれ、指輪じゃない!?」

　玲奈は隼人の方を振り向いて、まじまじと指輪を見た。

「まぁいいわ。詳しい話は後で──」

「グルルッ！」

　背を向けた玲奈に向かって、悪魔が再び槍やりを突き出そうとする。

「ねっ！」

　刹せつ那な。

　それよりも早く玲奈が、振り向きざまに剣を横に薙ないだ。

　回転するようにして繰り出される一いつ閃せん。

　月明かりの照り返しによる刀とう身しんの光が、斬撃の軌き跡せきとなって白い孤こ月げつを描く。

　玲奈の剣は、悪魔の刺突が繰り出されるよりも前に目標を捉え、悪魔の身体をへそのあたりから両断した。

「グ……ガ、ィィィィアアア！」

　悪魔は、声にならない咆ほう哮こうをあげながら、光の泡となって空中で霧む散さんする。

「なっ……!?　どうなってんだ、これ」

　騎士の姿をしたクラスメイトに、光になって消えた悪魔のような怪物。

　隼人は、何から何まで現実離れしたその光景を見て、唖あ然ぜんとする。

「とりあえず行くわよ。ここにいると魔術師ウイザードに見つかっちゃうかもしれないし」

「魔術師ウイザード？」

「あー……後で説明するわ。というか、私が説明して欲しいわよ。どうして男なの……？」

　隼人の質問に玲奈は答えず、彼の腕を掴つかんだ。

　そして、玲奈の甲かつ冑ちゆうから光のようなものが吹き出し、再び翼を形作って──

「……わっ！」

　ゆっくりと、二人の身体が空へと上がった。

「落ちないようにね」

「……ちょ、ちょっと、行くってどこに」

「学校よ」

「学校!?　どうして!?」

「いいから、それも後で話す！」

　翼から噴射する風のようなものに押され、ぐんぐんと二人の高度が上がっていく。

　あっという間に、先程までいた河か川せん敷じきが小さくなっていった。

「ちょっ、これっ、怖いって！」

「しっかり掴つかまっていれば落ちはしないわよ」

「いやいや、とは言ってもさ！」

　どれほどの高さかはよくわからないものの、少なくとも速度については、地上を走る自動車よりも速く飛んでいるように感じる。

　隼はや人とは、竿さおにつるされた鯉こいのぼりのようにはためきながら、全身で風を感じていた。

（こえーよ！　普通に考えて！）

　安全装置のない、剥むき出しのジェットコースターに乗ってるような気分である。

　しかも、

「ちっ。また来たみたいね」

「え？」

　前方から、先程見た悪魔が、今度は二匹もこちらに飛んできているのがわかった。

　玲れい奈なが、剣を強く握り直す。

「なぁ、もしかして……」

「もう一度言うわよ。しっかり掴まっててね。……落ちたら怒るから！」

　玲奈が加速する。

「のわあああっ！」

　間抜けな声をあげる隼人を無視して、玲奈はスピードを上げると、迫り来る二つの敵に向かった。玲奈と悪魔の間合いが近くなり、視線のぶつかる距離となる。

　二体の悪魔は減速すると、玲奈を迎撃するために三みつ叉またの槍やりをそれぞれ繰り出した。

「甘いわよっ！」

　玲奈が片手で持っていた剣でそれを受け、そのまま空中で打ち合いを始める。

　隼人は、激しく揺れる身体に恐怖し、涙目になりながら戦闘の行く末を見守る。

　熾し烈れつな剣けん戟げき。玲奈の剣を悪魔達たちは矛で受け、逆に矛は剣で弾はじかれる。

　片手のみで二体を相手しているにも拘わらず、押しているのは玲奈の方だ。

　そして、見事に捌きながら、悪魔達との間合いをじりじりと詰め、

「そこっ！」

　ついには、悪魔の胸に剣が突き刺さった。

「グアアアッ！」

　断末魔の叫びをあげながら、悪魔が光へと変わり霧む散さんしていく。

　だが、

（もう一体いる！）

　もう片方の悪魔がその隙を逃さない。

　剣が相方の胸に突き刺さる瞬間を狙って、槍を振り上げていた。

　玲奈の剣は、まだ実体が残っている悪魔の胸に突き刺さったままで、迫り来る一撃に対応出来ない。

（ダメだ、このままじゃ……！）

　すかさず隼はや人とは、玲れい奈なを助けようと、持っていたコンビニ袋を悪魔の顔面に目掛けて放ほうり投げた。

　すると、コンビニ袋は緑色に光りながら剛速球で悪魔の顔にぶつかり、怯ひるませる。

「なっ、なんだこれ」

「ナイスよっ！」

　玲奈は、その隙を逃さない。素早く剣を振り上げると、悪魔に向かって振り下ろす。

「グ……ガアアアッ！」

　縦一文字に斬られた悪魔が、ゆっくりと消滅した。

　玲奈は、周囲を見回すと、他にはもう敵がいないことを確認して、ホッと大きな溜ため息いきを漏らした。

「な、なぁ、今の袋の光は……？」

「その指輪を持つことで宿った力ね。エーテルって言うんだけど……それも後で話すわ。とりあえず……」

　と、玲奈は何かを言おうとしたまま、そこで口を噤つぐんだ。

　何度も何かを言うような仕草を繰り返して、やっぱり止める。そんなことを繰り返す。

「うん？　どうした？」

「…………」

　そして、少し照れた感じで、でも不機嫌そうに──

「……あ、ありがとう、助かったわ」

　と、隼人にお礼を言った。

「ああ。ど、どうも……」

（って、なんで不機嫌なんだよ……）

　正直わけがわからないが、風かざ見み玲奈は隼人に対して、いつもこうだった。

　ほとんど話すことも接することも無い相手なのだが、稀まれに目が合ったり連絡事でなにか伝えたりしただけで、決まって不機嫌そうな視線を向けるのだ。

「……んじゃ、行くわよ」

　そう言うと玲奈は、再び学校へと飛び始めた。

（しかし……）

　ふと、そこで隼人はあることに気付いてしまった。玲奈の今の姿は、上から甲かつ冑ちゆうのようなパーツを纏まとっているとはいえ、ベースは制服。下はスカートである。

　そして隼人は、空飛ぶ彼女の下方にいるわけで──

「……あ、あのさ、言いにくいんだけど」

「なに？」

「……パンツ、見えてる」

　縞しま々しまの下着が、ばっちりと隼人の視界に映っていた。

「ふぇっ!?」

　隼はや人との言葉を聞いて、突然玲れい奈なが手を離す。

「ちょっ!?」

　一瞬、グワッと内臓が引っ張られるような感覚を感じ、落下しそうになる隼人。

　だが、すかさず玲奈が隼人の腕を掴つかみ直す。

「そ、それ以上パンツ見たら落とすからね！」

「ほ、本気かよ……」

　本当に落とされそうになった隼人は、その言葉に戦慄する。

「し、下向いてて！　上見たら落とすから！」

　隼人は慌てて視線を地上に落とした。

　いつの間にか随分と高い所まで来ていたらしく、ビルやマンションが豆粒のように映る。

（って、この高さで下を見るのはこえーよ……）

　隼人は、不用意に玲奈にパンチラを告げてしまったことを後悔しながら、早く母校に辿たどり着くことを願った。
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「着いたわ」

　降りた場所は、隼人が通う結むすびヶが原はら高校の敷地の外れ。貴族のお屋敷のような洋館の前だ。

　メゾン・ヴァルハラという名前のこの女子学生寮は、理事長の認めた、学業や部活等の優秀者、またはなんらかの家庭の事情を持つ特待生のみが、住めることになっている。

　そして玲奈も、この寮生の一人だった。

　玲奈は、腕に掴んでいた隼人を地面に下ろす。

　すると、玲奈の甲かつ冑ちゆうと剣が光の泡になって消え、ただの制服姿に戻った。

「どういう原理なんだ？」

「それも後で説明するわ。とりあえず理事長室に行くわよ」

「理事長室？」

「来ればわかるわ」

　玲奈は、寮の扉に手をかけた。

　ここは元々、理事長の居住用に建築した施設だったが、広すぎたという理由で学生寮になったのだと、隼人は聞いていた。その為ため、理事長室もこの寮の中にある。

　鷹たかを象かたどったドアノブを引き、大おお仰ぎような木製の扉を開くと、教室一つ分くらいはあるエントランスホールがお目見えした。ホールの床には赤い絨じゆう毯たんが敷かれていて、絨毯はホール奥にある、二階に上るサーキュラー階段へと続いている。

「本当に入っていいのか？」

　女子寮であることは勿もち論ろんだが、この寮は関係者以外の立ち入りが禁止されている場所で、一般の生徒が入ることは出来ない筈はずだった。

「……私は入れたくないけどね」

　玲れい奈なは、靴を脱ぐと靴箱に入れ、備えられていたスリッパを履いた。その後、スリッパを靴箱から取り出すと、隼はや人とにも差し出す。その仕草は何とも嫌そうだ。

　隼人はスリッパに履き替えると、玲奈に連れられ階段を上った。

（お洒落しやれだけど、古い建物だな）

　隼人が歩く度、木造の階段が軋きしんで小さな音を立てた。白の漆しつ喰くい壁へきには、ところどころヒビが入っているのもわかる。

　二階に上った玲奈は、廊下を真まっ直すぐ突き当たりまで進み、一番端の部屋をノックした。

「入っていいぞ」

　こんな時間だというのに、中からは人の返事が聞こえてくる。

「失礼します」

　玲奈が扉を開け、中に入る。

　理事長室は、こざっぱりとした洋風の部屋だった。

　部屋の手前には応接用のソファーとテーブルがあり、その奥には大きな両袖机がある。

　両袖机の脇には巨大なパソコンのような機械があって、そこから机の上にある三枚の液晶モニタにケーブルが伸びていた。

　その机に両肘を突いた、小学生くらいの、しかし格かつ好こうは何な故ぜかスーツ姿の少女がいた。切れ長なつり目に、ふっくらなほっぺた。前髪は眉の上でパツンと揃そろえられていて、後ろ髪はそのまま真っ直ぐに肩まで伸びている。

（ええっと……）

　隼人は横にいる玲奈を見た。玲奈は特に驚きもせず、ここに少女がいることがさも当然のように振る舞っている。

「……どうして小学生がこんなところに……？」

「おい玲奈。この失礼な男は誰じゃ？」

　少女が刺とげ々とげしい口調で玲奈に聞いた。玲奈は手でこめかみを押さえながら、困ったような苦笑いを浮かべる。

「新しい理パーマネントの保有者です。結界の外に出た悪バ魔グを追い掛けていたら偶然保護しました。しかも、指輪の理パーマネントを持っています」

　指輪という単語に、少女がピクリと眉を吊つり上げた。

「夕ゆう霧ぎり、さっきの指輪を見せて」

「え？　この子に？」

　結局この少女は誰なんだと不思議に思いながらも、言われるがままに指輪を嵌はめた右手を差し出した。

　すると指輪が、少女に反応するかのように緑色に輝き出す。

「……これは……」

　少女が驚き、目を見開いた。

「凄すごいエーテル量ですよね。とても生まれたばかりとは思えない。それに──」

　指輪の文様を見る。

「樹きの刻印、か。持ち主が男というのも普通ではない。エーテルも異質じゃの」

「えぇ。まるで吸い寄せられるような、不思議な感じのするエーテルです。交戦していた悪バ魔グも突然、彼のところに向かっていきました。まるで、指輪に惹ひかれるように」

「そうか、ついに……」

　少女が、にんまりと笑みを浮かべた。幼い子供のものとは思えない妖艶な表情だ。

「なぁ、それでこの子は誰なんだ？」

「彼女がこの高校の理事長よ」

「……ええっ!?」

　驚きよう愕がくする隼はや人と。

「まぁ、その反応は当然よね。私も最初は驚いたもの」

「理事長が……こんな幼い、子供？」

「それも違うのう。ワシは幼くなどない。こう見えても、かれこれもう千年以上も生きておる。不老不死の身体での」

「……ええええっ？」

（ふ、不老不死……？）

　隼人は、目の前のスーツ姿の少女をもう一度眺める。どう見ても、外見は普通の幼い少女である。

　ただ、少女の使う古い言葉遣い、しっかりとした口調、そして先程見せた底知れない表情から、彼女がただの子供ではないように感じられた。

（いやでも、いくらなんでも不老不死なんて……）

　しかし、もし彼女が見た目通りの年齢だったとして、そんな年齢の少女が学校の理事長をやっていることなどありえない。

「結むすびヶが原はら高校理事長の月つく詠よみリピカじゃ。よろしくの」

　リピカと名乗る少女が笑顔で挨拶する。

「ゆ、夕ゆう霧ぎり隼人です。よろしくお願いします」

　隼人は、不老不死を自称する少女の発言に呆ぼう然ぜんとしつつも、敬うように頭を下げた。

「そして、ワシは樹術式を見守る巫み女こでもある」

「……樹術式を見守る、巫女？」

　──コンコン。

　隼人がリピカに聞き返していると、理事長室のドアがノックされた。

「……入っていいぞ？」

　リピカの返答に、ゆっくりとドアが開く。

「柏かしわ木ぎ琴こと美みです。ただいま戻りました」

　ドアの向こうから、女生徒が部屋に入って来る。さざ波のようなウェーブの髪と、制服がはち切れそうなまでに存在を主張させた胸が、足取りに合わせて大きく揺れる。

　柏かしわ木ぎ琴こと美み。代々続いた元華族のお嬢様で、隼はや人との通う結むすびヶが原はら高校の生徒会長だ。

　容よう姿し端たん麗れい、成績優秀、品行方正の三拍子が揃そろっていて、学校では理想の大和やまと撫子なでしこ像として人気が高い。歳は隼人の一つ上だが、学校行事の際には生徒の前に出ることが多いこともあり、隼人は彼女の顔を良く知っていた。

「……ただいま」

　続いてもう一人、少女が琴美の後ろから理事長室に入って来た。透き通るような空気感を持つ、小柄で可か憐れんな美少女。

　こちらも高校の有名人、隼人の一学年下になる佐さ藤とうあかりだ。

　放課後になると図書館に通い、毎日のように本を読んでいる彼女は、そのビジュアルも相あい俟まって、一部の生徒の間で『図書館の妖精』と呼ばれている。隼人も図書館で、何度か彼女の姿を見かけたことがあった。

　二人は玲れい奈な達たちの方へと向かって来ると、琴美は恥ずかしそうな、あかりは訝いぶかしげな視線を、それぞれ隼人に向けた。

「あ、あの、玲奈ちゃん……学生寮に彼氏の連れ込みは禁止ですよ？」

「……不ふ埒らち」

（か、彼──!?）

　隼人が否定するより前に、玲奈が慌てて首を横に振る。















「ち、違いますよ！　か、彼は男ですが、新しい理パーマネントの所有者です！　しかも、指輪の！」

　玲れい奈なの言葉に、琴こと美みとあかりはそれぞれ顔を見合わせる。

　玲奈は隼はや人との右手を掴つかむと、グイッと二人に向かって押しだした。

「「…………」」

　二人が、隼人の嵌はめていた指輪をじっと見て、真面目な顔でそのまま黙り込む。

「遂ついに目覚めたのじゃよ、王オーデインが」

　リピカが嬉うれしそうに、二人に言い放つ。

「これが……交戦中だった悪バ魔グが突然どこかに行ったのは、これが原因でしょうか」

「……見た目も〈王の詩篇エツダ〉通り」

「……えと、あの」

　皆にじろじろと指輪を見られる中、隼人が口を開いた。

「さっきから、なにがなんだかよくわからないんですが……。結局、指こ輪れはなんなんです？　どうして俺はここに連れて来られたんでしょう？」

　困惑する隼人に気付き、琴美が慌てて頭を下げた。

「すみません！　勝手に盛り上がっちゃって」

「い、いえ」

　丁寧な謝罪に、隼人がたじろぐ。琴美は顔をあげると、申し訳なさそうに続けた。

「それに、自己紹介がまだでしたね。私は柏かし木わぎ琴美。この学校の生徒会長をやっています」

　横のあかりも、表情を変えずに挨拶をする。

「……佐さ藤とうあかり。この寮に住んでる」

「あ……ええっと、夕ゆう霧ぎり隼人です。よろしくお願いします」

　丁寧な琴美のお辞儀に釣られるように、隼人も深く頭を下げた。

　そんな三人の様子を見ていたリピカが、真剣な声色で隼人に告げる。

「夕霧隼人。ヌシに見せたいものがある」
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　隼人は、こんな噂うわさを聞いたことがあった。

　結むすびヶが原はら高校の地下には不思議な施設があって、そこにはこの世界のありとあらゆる決まり事を記した、神さまの機械が眠っているのだとか。

　隼人は、そんな与よ太た話ばなしを、当然これっぽっちも信用していなかったわけだが、

「本当に、地下にこんな施設があったなんて……」

　理事長室の本棚の裏には隠し扉が有り、地下へと続くエレベーターに繋つながっていた。

　そして、エレベーターで地下に降りると、青白い水晶で出来た空洞に出る。

「施設というよりは洞窟ですね。この洞窟は、丁度学校の敷地全体に広がっていることになります」

「……地下六十六メートル」

　琴こと美みとあかりが、隼はや人とに説明してくれる。

「正確には、この洞窟の上に学校を建てた、という方が正しいのう」

「この洞窟は……理事長が？」

「まさか。ここは初めから、こうして存在しておったのじゃ」

　クリスタルの通路をしばらく歩いて行くと、やがて巨大なホールのような場所に辿たどり着く。天井もそれまでの通路とは違ってグンと高くなり、上が見えなくなった。

　そして、そんな円形の広がりのようになった地形の真ん中に、巨大で幻想的な、緑色に光る何かが存在した。よく見るとそれが、何かが光っているのではなく、聳そびえる大樹を宙に描いた、光そのものであることがわかる。

　まるで、電飾で描かれたツリーのようだった。

「……あれは？」

「樹術式〈ユグドラシル〉。因いん果が律りつよ」

　玲れい奈なの答えに、隼人は疑問符を浮かべる。

「因果。物事が起こる原因と結果との結びつき。物事同士の関渉から決定される、世界の法則よ。例えば……海の水が水蒸気となり、それが雲となり雨となり、やがて飲み水となる。これら、海と人間の間に生じている関係のことを、因果と呼ぶわ」

「そしてそれを記録して、律しているものが因果律じゃ。世界の法則を定義し続けているプログラムのようなものじゃな」

「因果……世界の法則……プログラム……？」

　突とつ拍ぴよう子しもなくスケールの大きな話に、隼人は戸惑う。

「正確にはその一部、といった感じじゃがな。樹術式〈ユグドラシル〉は、この結むすびヶが原はらを中心とする日本第六因果領域を担当する因果律じゃ。そして、樹術式は他にも多数、各地域に存在しておる」

「それら、地域単位で存在する因果律は共きよう振しんして、集積した情報を反映し合っています。樹術式はアンテナのようなものであり、因果の発信基地のようなものでもある、と考えてもらって結構です」

　琴美が補足してくれる。

「この光の樹きが……因果律で、アンテナ？」

「ほら、民俗伝承や神話なんかで、樹にまつわるお話って知りませんか？　世界樹とか、色々ありますが……。あれのモデルが、世界各地に存在する樹術式です」

「風が吹くのも、花が咲くのも。人が生まれるのも、時が流れるのも。すべて樹術式が定めておる因果であり、法則じゃ」

　隼人は、漠然とではあるが二人が言っていることを理解した。この光の樹は、世界の決まり事を記した、神さまの機械のようなものなのだろう。

（噂うわさは本当だったのか……）

　本当にそんなものがあったことに驚きながら、隼はや人とはその樹きに近付いてみた。

　よく見ると、樹木や枝えだ葉はを描いた光の線は、不思議な文字によって描かれている。

「読めない……」

　どこの国の文字かもわからない不可思議な文字の羅列。

「そりゃそうじゃ。ルーンという特殊な文字で描かれておるからな。因果を紡ぎあげる文字じゃよ」

「因果の……文字」

　隼人はその文字をジッと見た。

　不思議な、象形文字のような形をした文字列だ。

（読めないけど……でも……）

　なんとなく読めそうな、不思議な感覚を覚える。

（気のせいかな……）

　隼人は手を伸ばしてみた。だが、どうやらこの光の文字に実体はないらしく、幹を掴つかもうとしても手がすり抜けてしまう。

「エーテルで描かれた文字であり、樹です。質量のないエネルギーですから、触れることは出来ません」

「これも、エーテル……」

　さきほど玲れい奈なに名前を教えられた、不思議な力のことだ。

「そう、エーテルじゃ。因果を生み出す力じゃな」

「因果を……」

　樹術式〈ユグドラシル〉からは、そのエーテルの粒子らしき無数の光が、シャボン玉のように空に向かって舞い上がっていた。

　その光景の美しさに、隼人は思わず息を呑のむ。

「世界は無数の因果が連続することによって構築されています。ある事象の根拠を他の事象が設定して、それによって生まれた事象がまた他の事象の根拠となる──そんなことを繰り返して、そのルールに合わせた世界の在り方を構築した結果が、今のこの人間世界なわけです」

「じゃが、もしこの樹術式が穢けがされ、因果を書き換えられたとしたら？」

「……ええっと……」

　つまりそれは、今まで決まっていた世界の法則が、別のものへと変化してしまうということ。

「混乱します、よね？」

「……（こくり）」

　あかりが無言で頷うなずいた。

「例えばそうじゃな……時間の流れという因果がある。これが書き換えられてしまった場合、時間の向きがおかしくなって、同じ時間を繰り返す世界が出来上がってしまうかもしれぬし、突然世界が過去にタイムスリップしてしまうかもしれん」

「なっ……！」

　隼はや人とは、目の前の樹きがどういう役目を果たしているのかを、朧おぼろ気げに理解した。

「そして、実際に因果の書き換えを目もく論ろむ存在がおる」

「……魔術師ウイザード」

　ぼそりと、抑よく揚ようの無い声であかりが呟つぶやいた。

「魔術師ウイザード。やつらは、魔術と呼ばれる奇跡を扱い、樹術式に干渉し、この世界の因果を組み替えておる」

「さっき見かけた怪物も魔術師ウイザードの魔術によるものよ。悪魔召喚サモン・バグと呼ばれる魔術で異形が発生する因果をつくり、悪バ魔グと呼ばれる怪物を召喚していたの」

「そ、そんなことを……？」

「そこで、そんな魔術師ウイザードの魔術を防ぐために活動してるのが、私達たち、悠久騎士フレースヴエルグ」

「悠久騎士フレースヴエルグ？」

　またもや、隼人にとって聞き慣れない単語が出てくる。

「魔術師ウイザードを取り締まるため各地で活躍している騎士のことよ。樹術式に仇あだなす魔術師ウイザードを発見して、因果の書き換えを阻止しているの」

「魔術師ウイザードがルールを破る犯罪者だとすれば、悠久騎士フレースヴエルグは因果の警察、みたいなものです」

「そして悠久騎士フレースヴエルグには、理パーマネントと呼ばれる武器に選ばれることによってなるの。さっきアンタが拾った指輪がそうね」

　玲れい奈なが、隼人が嵌はめている指輪を見た。

「理パーマネント……」

　隼人は、黄金色のリングを触ってみた。すると、指輪が呼こ応おうするように仄ほのかに光る。

「理パーマネント。前触れなく世界に出現して、持ち主を選び心に住み着く、エーテルを糧に異能を生み出す武器じゃ」

「でも、エーテルは本来女性にしか芽生えないものですから、それを扱う理パーマネントもまた、女性だけを持ち主として選ぶ筈はずなんですけどね」

「本来は、女性しか……？」

　隼人は、玲奈とリピカが、男が指輪を拾ったことに対して普通でないことのように話していたことを思い出した。どうやら、本来であれば男は、理パーマネントを扱うことは出来ないようだ。

「そう。今回は普通じゃないのじゃよ。その指輪は、理パーマネントの中でもかなり特殊なものなのじゃ」

「……特殊？」

「『世界に終焉の日ラグナロク迫る時、樹の印刻む理パーマネントが生まれ、因果の危機に立ち向かわん。その理パーマネント、指輪なり。その者の名、王オーデインなり』。〈王の詩篇エツダ〉という予見書に記された一節じゃ」

　リピカが、ユグドラシルを見上げながら予見書をそらんじる。

「『指輪を使いし彼の者は、悠久騎士フレースヴエルグを統率し、世界の敵を打ち倒さん。彼の者、世界を救い、終焉の日ラグナロクを止める者なり』」

「世界を救う力……この指輪が？」

「左様。今、世界は危機に瀕しておる。たとえば近年、気候の因果が不安定じゃ。最近、ニュースでも言っておるじゃろう？　世間では温暖化の一言で片付けられておるがのう」

「あれも……その、魔術師ウイザード達たちのせいなんですか？」

　隼はや人との問いに、リピカは険けわしい表情をして頷うなずく。

「各地で多発する魔術による因果干渉が原因で、樹術式に歪ゆがみが出来ておるのじゃ。その結果、因果の歯車が狂い、法則が誤作動を起こし始めておる。最近、魔術師ウイザードの動きが活発になってきてのう」

　リピカが、ユグドラシルの枝えだ葉はを指差した。その部分は、光で描かれた文字が、滲にじむようにボヤけ、歪んでいるのがわかる。

「昔は個人レベルでの活動がメインじゃった魔術師ウイザードが、最近は徒党を組むことも多くなった。結果、各地で規模の大きい魔術が使われることが増えての。特に、最近勢力を伸ばしておる創世の執行者ニーズヘツグと呼ばれる魔術結社は、魔術の研究を進め、大魔術と呼ばれる高位の魔術も自在に使えるようになったと聞いておる」

「……でも、研究って。そんな世界に異変が起こっちゃうようなことを、どうして魔術師ウイザードは……」

「あの人達は、自分の好きなように世界を創り替えようとしているんです」

　琴こと美みが、怒気を帯びた強い口調で答えた。

「先程、理事長が時の因果の話をしましたよね？　世界の法則を変えるということは、突き詰めれば世界を好きな形に変えられるということです」

「世界を好きな形に……変える……!?」

　話のスケールの大きさに、隼人は驚きよう愕がくした。

（でも、確かに、世界を変えるということは……そういうことになるのか？）

「夕ゆう霧ぎり隼人。王オーデインとなって、この世界を救って欲しい」

「っ!?　俺が!?　世界を!?」

　さらにリピカは、冗談のような話を続けた。だが、リピカの真まっ直すぐな眼めを見れば、彼女が冗談を言っているわけではないことがわかる。

「そうじゃ。彼女たち悠久騎士フレースヴエルグを従え、な」

　玲れい奈な、琴美、あかりの三人が、視線を隼人に向けた。

「い、いや、でも、俺が本当にその王オーデインかどうかってのは、まだ……」

「理パーマネントは持ち主を選び、選ばれた時点でその名を持ち主に教える。その指輪の名はわかるか？」

「指輪の名……」

（そう言えば、さっき確か）

「〈律因の環ニーベルゲン〉……？」

　それを聞いた一同が、顔を見合わせて頷うなずいた。

「決まりじゃな。『その指輪の名、〈律因の環ニーベルゲン〉なり』。〈王の詩篇エツダ〉通りの名じゃ」

「で、でも、世界を救うとか言われても、その方法もわからないですし」

「それはこれから教えていく。どうじゃ、やってくれるか？」

　隼はや人とはどう答えていいものか悩んだ。

　あまりに突とつ拍ぴよう子しも無い話な上に、具体的に何をするのかも今一つわからない。

「どの道、ヌシが指輪を拾っていることが魔術師ウイザードにバレると、奴やつ等らに狙われるぞ？　先程の騒動で姿を見られていないとも限らぬしな」

「……ですね。保護される意味でも、しばらくは私達たちと一緒にいた方が安心だと思います」

　琴こと美みが、申し訳なさそうに補足した。

　確かに、さっきのような怪物に襲われることがあると危険だ。そして、なにより隼人には、玲れい奈なに助けてもらった恩もあるし、無下に断るような話でもない。

「一つ、聞いてみたいことが」

「ん？　なんじゃ？」

「さっきの怪物。もし、あのまま放置してたら──」

「……あれは他の動物同様、食事をして栄養を摂とる。好物は、エーテルを含がん有ゆうする女性の肉じゃ」

　あかりの答えに、隼人は背筋が凍るような思いをする。

（つまりあれを放置していたら、食事のために人間を……）

「目的や好奇心のために世界を脅かす。魔術師ウイザードは、そういう連中です」

　もしそれに巻き込まれたのが、運悪く自分の家族や友達だったら。

（そんな状況は、絶対に嫌だ）

　隼人は、もう一度指輪を見た。世界を救うと説明された、理パーマネントと呼ばれる武器。

「……そんなの、断れるわけないじゃないですか」

　隼人は、諦めるように言って、溜ため息いきを吐いた。

　気前の良い返事では無かったが、嫌そうにしているというわけでもない。

　ただ、まだ状況が把握しきれておらず、困惑しているといった感じだ。

　すると、その返事を聞くや否や、リピカがニヤリと邪悪な笑みを浮かべる。

「よし、じゃあさっそく〈王オーデイン〉としての活動開始じゃな。まずは、今晩から彼女達とともに寮に泊まってもらおう」

　そしてリピカは、高こう慢まんな口調で隼人に告げた。

「え!?」

　予期せぬ言葉に、隼人は驚いた。

（泊まる!?　ここに、一緒に!?）

「ちょ、理事長!?」

　隼はや人とだけでなく、玲れい奈なも驚きの声をあげる。

「なにを驚いておる玲奈。『世界を救いし〈律因の環ニーベルゲン〉。悠久騎士フレースヴエルグとの因果を深め、主従の契約を以て力を解放せん』。予見書にはそう書いてあったじゃろう。少しでも、王と騎士は距離を埋めねばならん」

「で、でも、彼は男よ!?」

「関係あるまい。男だろうが女だろうがやることは一緒じゃ」

（なっ!?　ここに一緒に泊まって、彼女達たちと因果を深め、主従の契約……!?）

　言葉の響きから連想される卑ひ猥わいなイメージに、隼人は狼狽うろたえる。

（い、いやいや、そんなこと──）

　思わず、隣の琴こと美みとあかりの様子を窺う。

「えっと……」

「…………」

　琴美は顔を紅こう潮ちようさせ困ったような顔をしており、あかりも頬ほおを赤く染めていた。

「……そ、その、泊まるってのはちょっと……家族にも伝えてませんし」

「安心しろ。その辺りの手て筈はずならワシがいくらでも整えてやる。それに言ったろう？　今、高校の敷地外に出るのは危険じゃと」

「い、いや、でも──」

「ちょ、ちょっと！　そんなの無理よ！」

　玲奈も慌て、リピカに抗議する。

「ヌシも、今からそんな状態でどうするんじゃ？　覚えておるじゃろう？　ヌシが今後何をせねばいけぬのか。王オーデインが悠久騎士フレースヴエルグと、契約を果たすための手段。それは──」

「……隼人」

　いつの間にか隼人の傍らに、あかりが片膝をつけて座っていた。主君に使える騎士のように、真しん摯しな眼まな差ざしで隼人を見つめる。

　そして彼女は、そっと隼人の手を取り、指輪に向かって顔を近付けて──

「ちゅっ」

　口付けをした。

「えっ!?」

　隼人が驚いた、その直後──

　指輪が、強烈に緑の発光をはじめた。

（な、なんだこれ……！）

　同時に隼人は、胸の奥で、何か熱いエネルギーのようなものが滾たぎるのがわかる。

「双心の盟フアーストリンクじゃ。『主従の契ちぎりを結ぶ騎士、まずは指輪に口付けせん。さすれば因果が結びつき、証あかしと意思を共有し、仮かり初そめの契りのもと双心の盟フアーストリンクを刻むであろう。其それ、参上の誓いなり』」

　ふと、その時。

『騎士召喚サモン・フレースヴエルグ』

　不思議な言葉が、隼はや人との脳のう裏りに響く。指輪を拾った時に聞こえてきた声と同じだ。

（なんだ、今の声……）

　隼人は困惑していたが、リピカは説明を続ける。

「指輪へのキスが双心の盟フアーストリンクを結ぶ方法ということじゃ。そしてその先、奏魂の盟ソウルリンクの方法は──」

　リピカが隼人に近付き、彼の唇を人差し指で触った。

　急に身体──しかも唇を女性に触られ、隼人はたじろぐ。

「『双心の盟フアーストリンクを刻む騎士。因果を深めた其その後に、拝はい心しんを誓う唇を重ねん。さすれば、奏魂の盟ソウルリンクを刻むであろう』──つまり、唇へのキスじゃ」

「……え？」

　隼人は聞き返した。

「ヌシ達たちは最終的に、キスをせねばならんのじゃぞ？」

「……ちょ、ちょっと待ってください!?　意味がわからないんですけど。双心の盟フアーストリンクって？　奏魂の盟ソウルリンクって……？　結局、今のは何がどう……」

「ワシも詳しいことはわからん。指輪に関する情報は予見書しかなく、誰も詳細を知らんからのう。ただ、『さすれば因果が結びつき、証あかしと意思を共有し』とあるから──」

「は、隼人君。私の方に、指輪を差し出してください」

　隼人がリピカの説明を聞いていると、琴こと美みが指輪を差し出すように迫った。

「あ、は、はい」

　隼人は困惑が収まらないまま、琴美に言われる通り指輪を差し出す。

「い、いきますよ……！」

　すると、琴美が照れながら指輪にキスをした。

（ま、また……カラダの奥から温かいのが……！）

　再び指輪から光が溢あふれ始め、隼人の胸で熱い何かが沸き上がるのを感じる。

「……なんでしょうこれ。まるで、隼人君が近くなったみたいな。これが意思の、共有？」

（確かに……俺も先輩を近くに……）

「双心の盟フアーストリンクは、悠久騎士フレースヴエルグと王オーデインが本当の契約を果たすために因果を近付ける、前段階ってとこじゃな。そして──」

　リピカが続ける。

「奏魂の盟ソウルリンクとは、王と騎士、それに指輪の力を解放出来る段階のことじゃ。予見書にはこうも書いてある。『解放されし指輪の力、其それ即すなわち秘められし救世の技なり。発生せし契約の力、其れ即ち相そう乗じようする力の応報なり』」

「おそらく、契約に辿たどり着いた分だけ新しい力が使えるようになって、契約を深めた分だけ力自体が強くなる。こんな感じで私達は解釈しています」

「繋つながった分だけ力が増えて……その深さだけ強く……」

　隼はや人とはもう一度指輪を見た。悠久騎士フレースヴエルグを統べる、王オーデインの理パーマネント。

　その真価を発揮するためには、騎士達たちとの因果を深める必要があり──

　隼人は一同を見る。琴こと美みは顔を真っ赤にして、あかりは無表情ながらも頬ほおをほんのりと赤くして、照れくさそうにしている。

　玲れい奈なは、なんとなく居心地が悪そうに隼人の方を見ていたが、琴美に背中を押され、

「ほ、ほら、玲奈ちゃんも」

　玲奈が隼人の方に突き出される。

　玲奈は、顔を真っ赤にしたまま隼人の指輪を見て、固まった。

「決めてたでしょ？　指輪が見つかったら、契約を結ぶって。この世界を救うために、ね」

「……わ、わかったわよ」

　やがて観念したように、隼人の差し出す手に近付く。そして、すうっと息を吸って意を決すると、玲奈は緊張でぷるぷると顔を震わせながら、指輪に顔を近付けた。

　玲奈の顔が真っ赤に染まっていくのがわかる。恥ずかしいのだ。

「仕方なく、なんだからね。勘違いしないでよ？」

「あ、あぁ」

　怒ったように言う玲奈。たじろぐ隼人。

　そっと、玲奈は顔を近付ける。そして、















「……ちゅっ」

　指輪にとは言っても、面積の狭い指輪に比べると人間の唇は大きい。半分くらい、直接隼はや人との指に唇を付けているようなものだ。

　隼人は、玲れい奈なのぷにっとした唇の感触や、熱い吐息を感じて、どぎまぎした。

　三度目の指輪の発光。

　光が消えると、玲奈は逃げるように指輪から唇を離す。

「……ふんっ！」

　そして、やっぱり顔を真っ赤にしたままそっぽを向く。

　年頃の女の子だし、事情があるとはいえ恋仲でもない男の指輪にキスなんて、抵抗があって当然なのだろう。

「さて、じゃあ、みんなとの契約も済んだことじゃが……」

　リピカが、全員の顔を見回す。

「これからヌシらは、指輪の力を引き出すために因果を深めていく必要がある。じゃからこそ同じ寮で一緒に生活してもらった方が良い。色々と思うところはあるじゃろうがな」

「って、まだここに住むとは……」

「やってくれる、と言ったじゃろ？」

　してやったりという感じの、意地悪な笑みを浮かべるリピカ。

（でも、だからって女子寮に住むなんて……）

　女性だらけと言えば聞こえはいいが、男が一人ぼっちなわけである。隼人にとって、間違いなく肩身が狭い暮らしになるだろう。

「そこで、もう一つ提案じゃ。折せつ角かくじゃから、一緒のベッドで寝るというのはどうじゃろう」

「「「「ええっ!?」」」」

　流石さすがにそのリピカの発言には、その場の一同が全員驚いた。

（一緒のベッド!?　何を言っているんだこの理事長は!?）

「む、むむむ、無理！　そ、そんなの無理よ！　こ、こいつと一緒のベッドなんて！」

「そ、そうですよ理事長。流石にそれはちょっと……」

「……（ふるふる）」

　三者当然のように反はん駁ばくする。

「俺もそれはちょっと……」

　だが、みんなが嫌がる様子を見たリピカは、真面目な顔でかぶりを振る。

「男女の壁は最初に取っ払ってしまった方が今後楽じゃろう。変に異性を意識すると、遠慮が発生するからの。多少強引でも最初に崩しておかんと、因果の構築が捗はかどるまい」

「そ、それでこいつが何かしでかしたらどうするんですか！　そもそも四人で一つのベッドなんて狭すぎですよ！　無理、絶対無理です！」

　リピカはそれに対し、もう一度かぶりを振ると──

「案ずるな。こんなこともあろうかと、ヌシら全員が寝られる巨大なベッドを王の間に用意してある。──樹術式の巫み女こ、月つく詠よみリピカが命じる。ヌシらは今日から、一つのベッドで夜を共にせい」

「「「「ええっ!?」」」」

　地下の洞窟に、四人の悲鳴にも似た驚きよう愕がくの声が響き渡る。

　──そうして、隼はや人との新しい生活は始まった。





■第二章　女子寮生活







（……朝から大変だったな）

　翌朝、隼人は早朝の騒動のことを思い出しながら、制服に着替えていた。

　新品の制服や学生鞄かばん、下着や教科書といった必需品は、リピカが昨晩準備してくれたものである。なんでも、悠久騎士フレースヴエルグをいつ保護しても問題ないよう、常備しておいたものなのだそうだ。

　だが、ここは女子寮だし、悠久騎士フレースヴエルグに男はいない筈はずである。隼人は、どうして男物の衣類があるのかとリピカに尋ねたが、「男物の衣服を好む女が、昔おってな」と返された。

　とりあえず、隼人はそのお陰で着るものが確保出来たわけなので、かつて男装をしていたという悠久騎士フレースヴエルグには、感謝すべきなのだろう。

（そして、風かざ見みにはもう一度謝罪するべきなのだろう……）

　ひとまず、この寮に住めるよう手て筈はずを整えることは出来たが、初日から同居人とあれでは、先が思いやられる。

（ま、でも、母親が説得出来たのは良かった）

　昨晩、隼人は家に電話して、母親にしばらく寮暮らしになりそうだという旨を伝えた。

　外に出たままなかなか家に戻って来なかった息子からの妙な連絡に、当然隼人の母は驚いていたし怒っていたわけだが、リピカが代わりに理由をでっち上げて説明すると、案外すんなりと納得してくれた。

　──隼はや人と君が先日提出しましたエネルギーに関する小論文。あれが、有名な学者様の目に留まりまして、栄えある賞を取ったんです。

　──え？　うちの息子が……ですか？

　──はい。つきましては、学校側でもより勉強のしやすい環境を提供するために、特待生の寮に入って貰もらいたいなと思いまして。

　──え？　え？　そんな、急にですか？

　──はい。寮生活に費用はかかりませんし、学費は勿もち論ろん、食費もタダです。

　──是非お願いします。

　こんな感じだった。面倒でなかったから良いのだが、ああも簡単に納得されたことが、隼人は釈しやく然ぜんとしていない。

（ま、うちの親は適当だしな……）

　やがて、隼人は制服に着替え終わると、顔を洗うために部屋を出た。

（ええっと、洗面所はこっちだよな……）

　階下の洗面所に行くと、巨大な鏡に濃い隈くまの出来た隼人の顔が映った。昨晩、全然眠れなかったせいだ。

（……授業中寝なきゃいいけど）

　隼人は、意識をシャキッとさせるために水で何度も顔を洗うと、今度は食堂へと向かう。

　朝食は食堂を使ってみんなで食べるらしく、登校の準備が出来たら来るようにと琴こと美みに言われていたのだ。

　食堂のドアを開けると、焼き魚と味み噌そ汁しるの良い匂いが香ってくる。

「あ……隼人君。おはようございます」

　爽やかな笑顔で、制服の上にエプロンを着た琴美が出迎える。

「おはようございます、先輩。もしかして、この料理って……」

「はい。私がつくったものです」

　テーブルには、白米に味噌汁に海の苔り、焼き魚にお新香と生卵という、和食の定番が並べられていた。

「凄すごいですね、うちの朝食より断然美お味いしそうです」

「うふふ、ありがとうございます。この寮のご飯は、いつも私がつくってるんですよ」

「先輩が？　いつも一人で？」

「この寮、家事は私達たちでやることに決まってるんです。玲れい奈なちゃんは料理がてんでダメですし、あかりちゃんはどんな料理にもチョコレートをかけようとするので……」

（風かざ見みって料理ダメなのか。意外だな）

　優ゆう等とう生せいという印象が強いせいか、なんでもそつなくこなせる印象を持ってしまっていたが、どうやらそうでもないらしい。

「でも、そんなことより、私が料理を好きなのが一番の理由ですけど」

　ペロッと悪戯いたずらっぽく舌を出して、琴こと美みが付け加える。

「じゃあ、毎日先輩のご飯が食べられるわけですね。朝からいいことを聞きました」

　今後の寮生活を心配していた矢先、良いことが聞けて隼はや人とは喜ぶ。

「ちょ、ちょっと隼人君～。そんなにおだてないでください」

　と、隼人の言葉に琴美が照れていると、

「おはよ～……って、げっ！」

　玲れい奈なが食堂に入って来た。そして玲奈は、隼人の顔を見るなり不快な表情を浮かべる。

　さっき彼女の胸を触ってしまったことを、まだ怒っているようだ。

「……そんなに嫌な顔しなくてもいいだろ。不可抗力だし、何度も謝ってるじゃないか」

「で、でも、わ、わ、わわわわ私の胸、胸、触ったのに、変わりないでしょ！」

「いや、それはそうだけどさ……」

　そんな言い合いをしていると、琴美が割って入って来た。

「ま、まぁまぁ玲奈ちゃん。隼人君もわざとじゃないって言ってるし……それにほら、若さ故の過ちって言葉もあるし……」

「ちょっと待ってくださいよ先輩。それ、俺がわざとやったって疑ってますよね？」

　隼人のつっこみに、琴美は恥ずかしそうにもじもじとして、

「だ、だって、若い男の子って自制が出来ず、すぐ野獣になるって聞きましたから……」

「誰に聞いたんですか……」

「ええっと、お祖じ父いちゃんに……な、なので、一緒に暮らす上では、気をつけないといけないなとは、思ってました」

（そんな風に思ってたのに、一緒のベッドで寝たのか……）

「……ご飯冷める」

　と、そこにやって来たあかりに言われ、一同は慌てて席に着いた。

　箸を持ち、並べられた食事に向かって、みんなで「いただきます」と一礼をする。

「理事長は？」

「理事長は朝が弱いので、朝食は抜きです」

「……教育機関の理事長が、生徒と一緒に生活する寮でそれはどうなんだろう」

「そのくらい適当な方が、一緒に住んでる方は楽ですよ」

（確かに、それもそうか）

「なので、理事長のことは気にせずいただいて大丈夫です」

　琴美にそう言われて、隼人はまず味み噌そ汁しるに口を付けた。

　香り豊かな、白しろ味み噌そと昆こん布ぶ出だ汁しの風味が舌先に広がる。味がしっかりと付いていて、きちんと出汁を取っているのがわかった。

　具材のジャガイモも、箸に力を入れるとほろりと崩れ、最良のゆで加減だ。

「このキュウリと人にん参じんのお新香、自家製ですか？」

「はい。それも自信作です」

　絶妙な塩加減がご飯に良く合う。隼はや人とは一気に、茶ちや碗わんの中の米を平らげた。

「うん、美お味いしい。先輩ってやっぱり料理お上手なんですね。お味み噌そ汁しるもお新香も、今まで食べたことのある中で一番好みかもしれません」

「えええ!?　だ、だからそんなに持ち上げないでください。それよりほら、お代わりはどうですか？　お、男の子ですから、しっかり食べないと！」

　琴こと美みは照れながら、隼人の茶碗を取り上げる。

　どうやら、隼人の茶碗が空になったことに気付いていたらしい。

「えっと、ありがとうございます。……その、気が利きますね。先輩、絶対いいお嫁さんになれますよ」

「……ええええっ!?」

　琴美の顔が、ボッと赤くなる。

「……な、なに言ってるんですか隼人君。ま、まだ私達たち、お知り合いになって二日目ですよ？」

「い、いや、そうじゃなくって、先輩の将来の話で……」

「私との将来のこと……そ、その、今言われても困ります……ま、まだ、心の準備が……」

「いやいや、そうじゃなく……って先輩、ご飯よそいすぎです！　茶碗からこぼれてますし、そんなに食べられないですから！」

　隼人は、茶碗に白米の山を築きずく琴美を慌てて止めた。この調子でいけば、すぐにでもご飯の山が雪崩を起こしてしまうだろう。

「なぁに鼻の下伸ばしちゃってるのよ」

　玲れい奈なが、冷たい言葉を漏らした。

　そしてあかりは、「ふぅっ」と呆あきれるように息を吐いて、独り言のように呟つぶやく。

「……早く食べないと遅刻する」





　　　◆






　隼人が入寮したという噂うわさは、瞬く間にクラス中に広がっていた。

　なぜなら、




　連絡

　本日から以下の生徒を特待生とし、メゾン・ヴァルハラへの入寮を認める。

　２年Ｃクラス　夕ゆう霧ぎり隼人

　結むすびヶが原はら高校理事長　月つく詠よみリピカ




　というプリントが、玄関前ホールの連絡掲示板にでかでかと貼られていたからである。

　隼はや人とは今朝、他の生徒に見られて変な噂うわさを立てられるのを避ける為ために、三人とは別に寮を出て、迂う回かいして登校していた。そうしてわざわざ気遣ったのがバカみたいである。

（まぁでも、ずっと隠し通せるわけでもないだろうし）

　むしろ、堂々と貼り出されたことで余計な詮せん索さくも減るかもしれない。

　だが、すぐに隼人はその考えが甘かったことに気付かされる。

「どういうことなんだよ夕ゆう霧ぎり。いきなり特待生って。しかも女子寮に入寮って。おかしいだろ」

　朝のホームルーム前、隼人は教室に着くなり、クラスメイトの男子達たちに尋問されていた。

「納得のいく説明が欲しいものだな」

　隼人は仕方なく、何度も繰り返したお決まりの説明を返す。

「だから、ちょっと前に出した小論文が有名な学者さんの目に留まったらしくてさ……」

「お前がいつそんなもの出したんだよ！」

　すかさず突っ込まれる。

　それはそうだ。隼人だって聞きたいくらいだった。いつそんな小論文を書いたのか、自分でも覚えがない。

「大体、エネルギー開発ってなんだよ！　お前そんなもの興味無いだろ絶対！」

「それが実はあったんだよ。いや、マジで」

　一応そういうことになっているから、そう説明せざるをえない。

　周囲からは、女子達のひそひそ話も聞こえてくる。

「夕霧君、学校の弱みでも握って、寮に入れるようにしたんじゃ……。ああいう大人しいタイプに限って、すんごい裏の力とか持ってそうだし」

「美人揃ぞろいの学生寮だしね。そうなってしまうのも、わからなくはないわ」

（わからねーよ……）

　ひとまず、「あれは事実だ」の一点張りで、隼人は群がるクラスメイト達を追い払った。今のところはそれでどうにかなってはいるが、いざ踏み込んだ質問をされると、墓ぼ穴けつを掘ってしまいそうなのが怖い。

「大変そうね」

　隼人の一つ前の席の玲れい奈なが、ぼそりと呟つぶやいた。

「今日は理不尽なことが続く日だな」

　隼人がそう返すと、玲奈は椅子を寄せ、隼人にだけ聞こえるように呟いた。

「因果応報じゃない？　きっと、酷ひどいことをしたせいね」

　棘とげのある玲奈の言い方に、彼女がまだ今朝のことを怒っているのがわかる。

「……まず、朝のことが理不尽なんだけどな」

「ふんっ！」

　玲奈は椅子を戻し、隼人の席から離れた。

　そんな二人の様子をクラスメイト達が興味深く観察して、またひそひそとなにやら話し始める。なにせ、昨日まで隼はや人とは、こんな近い席にも拘わらず、玲れい奈なとはほとんど話したことが無かったのだ。それが同じ寮に住むようになった上、なにやら嫌いや味みを言い合う仲になっているのだから、面白いのだろう。

（しかし、こんな調子だと、この先大変だな……）

　学校生活は勿もち論ろんだが──

『双心の盟フアーストリンクを刻む騎士。因果を深めた其その後に、拝はい心しんを誓う唇を重ねん。さすれば、奏魂の盟ソウルリンクを刻むであろう』

（キス、ねぇ……）

　指輪の力を解放する方法であり、悠久騎士フレースヴエルグとの契約方法。

　彼女達たちと仲を深め、キスをする。

　隼人は、自分に対してつっけんどんな玲奈の背中をぼんやりと見つめながら、使命の難易度に頭を抱えた。





　　　◆






「えーっとじゃあ……風かざ見み、ここは？」

「はい、そこはですね」

　一限目、英語の授業。

　指名された玲奈が教壇に立ち、迷うことなくすらすらと問題を解いていく。

　コンコンコンと、玲奈がチョークで黒板を叩たたく音が響いた。

　小こ気き味み良い音とともに、全ての解答を書き終えた後、それを見た先生が、

「うん、全問正解だな。戻っていいぞー」

　と、満足そうに笑みを浮かべる。

「はい」

　玲奈は、大して嬉うれしそうにするわけでもなく、小さくお辞儀をして自分の席に戻った。

　席に戻ってきた玲奈はそのまま席に着き、また淡々とノートを取り始める。

（様になっているよなぁ）

　彼女ほど、優ゆう等とう生せいという言葉が似合う人間を、隼人は知らない。成績云うん々ぬんも勿論だが、なによりも普段からの立ち振る舞いのせいだろう。

　どんなことでも難なくこなし、その結果に一喜一憂せず、当然のように正解する。隼人を始めクラスメイト達はそれを見て、「優等生だな」と思うわけだ。

　風見玲奈が優秀であることは、このクラスにとって自然だった。




　三限目の体育の授業でも、玲奈は優等生っぷりをアピールしていた。

　──バシイイイン。

　体育館に強烈なボールを弾はじく音が響く。

　音がしたのは女子が使っているバレーボールコートで、丁度玲れい奈ながスパイクを決めたところだった。

「ナイスだよ！　風かざ見みさん！」

　ご機嫌な玲奈が、チームメイトとハイタッチをする。

　体育の授業は隣のクラスとの合同で、クラス対抗でバレーの試合を行っている。

「ナイスブロック！　風見さん！」

　今度は、玲奈が相手のアタックをブロックした。再びチームに喝かつ采さいが巻き起こる。

　そんな様子を、隼はや人とはボーッと眺めていた。

　男子もバレーボールを行っているが、隼人のチームは休憩中だ。寮の件であれこれ聞かれるのが嫌だから、隼人は一人で離れた場所に座っていた。

（文武両道。『無欠の優ゆう等とう生せい』、か）

　運動だって難なくこなすし、その結果に謙けん遜そんもしない。

（格かつ好こういいんだよな、実際）

　そんな彼女が特待生なのは良くわかる話だし、彼女と一緒に暮らすことになった隼人が、妬ねたみの混じった好奇心に曝さらされることになるのもよくわかる。

　玲奈は、みんなの憧れの対象だった。

　──バシイイイン。

　再び玲奈がスパイクを決める。玲奈のチームは圧倒的に優勢で、面白いように点数が入っていた。対する相手のチームは、どうやらバレーが全然ダメな生徒が交ざっているらしく、チーム全体の動きもぎこちない。

　──ピピイイイ！

　そこで、試合終了の笛が鳴る。試合をしていた生徒達たちはコートの外に出て、待機していたチームの生徒と交代する。

　だが玲奈は、チーム人数の都合か続投するらしく、コートに残っていた。

（頼りにされてるなぁ……）

　そんなことを思いながら、隼人が女子のコートを眺めていると、

「……はぁ」

　隼人から少し離れた場所に女子がやって来て、溜ため息いきを吐きながら腰を下ろした。

　今、玲奈達と戦っていたチームで、バレーを苦手そうにしていた生徒だ。

　幼さの残るボーイッシュな顔付きに、ショートのボブカット。体育の授業中なので、当然体操着を着ている。上は白地で半袖のシャツに、下はスパッツという格好だった。

　女子生徒は、体育座りをして身体を丸めると、先程まで試合をしていたコートを見た。その顔は瞳が潤み、泣いているようにも見える。

「……どうかしたの？」

「っ!?」

　隼人は、そんな少女の様子が気になり、距離を詰めて声をかけた。少女が、突然話しかけて来た隼はや人との言葉に驚いて、身体をビクつかせた。

「……あ、ごめん、いきなり話しかけちゃって。辛そうにしてたから……体調が悪いとか？」

「……え？　あ、あの……そ、そんなことは……ないわ」

　少女はごもごもと、消え入りそうな声で言葉を返した。

　だが、どう見てもなんでも無いようには見えない。声は鼻声だし、やっぱり泣いていたのがわかる。

　それに隼人は、少女が一人でいるのも気になった。先程、少女と同じチームだった女子生徒達たちは、離れた場所で楽しそうに談笑している。

「…………」

　少女はそのまま、押し黙って俯うつむいた。隼人に話しかけられるのを、歓迎しているようには見えない。

　──ピピイイイ！

　その時、男子コートから試合終了の笛の音が聞こえた。

　隼人は立ち上がった。次は隼人のチームの番である。

「あの……あ、ありがとう」

　すると、立ち上がった隼人に少女が顔を上げて、か細い声でお礼を言った。

「うん？」

「心配してくれたから……」















　そう言うと彼女は、人見知りで緊張しているのか、それとも隼はや人とに泣き顔を見られるのが嫌なのか、再び深く俯うつむいた。

　隼人は、こういう時はどう返すべきなのかと少し悩んだ後、

「元気出してね」

　一言だけ励ます。

　そして、踵きびすを返して、男子コートへと向かった。

「おいおい、女子寮に入ったらナンパまで上う手まくなったのか？」

　隼人のチームが待機していたコートの前に来ると、早速チームメイトに今のことをからかわれた。

「ナンパじゃねーよ。調子が悪そうに見えたから、心配して声をかけただけだ」

「……あの子ってあれだろ？　隣のクラスの藍あい田だ詩し愛あ」

「知り合いなのか？」

　隼人が聞き返すと、クラスメイトは否定も肯こう定ていもせずに、

「話したことはないけど、去年同じクラスだったからさ」

　と、返した。

「同じクラスだったのに話したことがなかったのか？」

「う～ん……」

　クラスメイトが困ったような表情を浮かべる。

「あの子、内気でドンくさいからさ。去年のクラスだと女子に嫌われてたし、そのせいで男子とも壁があった。だから俺も、話す機会が無くてね」

「へぇ……」

（それは機会が無かったんじゃなくて、彼女を避けてただけだろう）

　隼人が、そんなことを考えていると、

「次、Ｃチーム！」

　体育教師が、隼人達たちのチームを呼んだ。

「おおっと。出番だぞ夕ゆう霧ぎり。行こうぜ」

「ああ」

　隼人はコートに入りながら、もう一度少女──詩愛の様子を見た。

　詩愛は、俯いたままだった。





　　　◆






　昼休み、隼人は琴こと美みの作ってくれた昼食を携え、人気の無い中庭へとやって来ていた。

　教室にいるとクラスメイトに寮の話をあれこれと聞かれるので、それから逃げてきたのである。

（ほとぼりが冷めるまではぼっち飯だな……）

　隼はや人とは、マリーゴールドが一面に並ぶ花壇を眺めながら、一番目立たない奥のベンチを目指す。

　すると、昨日から何かと縁があるクラスメイトが弁当を食べているのに出くわした。

「げっ……」

　玲れい奈なは隼人に気付き、箸を持つ手を止めると、心底嫌そうな顔をする。

「……なんでアンタがここに……」

「教室、居い辛づらくてさ。隣いいか？」

「ダメに決まってるじゃない」

「即答かよ……」

　冷たい玲奈の反応に、隼人はちょっと凹へこんだ。

「……あ、あ、あんな恥ずかしいことをしといて、よく普通に接せるわよね。私はまだ引ひき摺ずってるのに」

「だから何度も謝ってるだろ？　そりゃ、俺も悪かったと思ってるよ。でもさ、これから一緒に暮らすわけだし、そろそろ許してくれると嬉うれしいんだが……」

　隼人の困り果てた表情を見て、玲奈は観念するように溜ため息いきを吐いた。

「はぁ、もうわかったわよ。あんまりぐちぐち言うと私が意地悪してるみたいだし。いいわよ、ご飯くらい一緒に」

「ありがとな。じゃあ、隣座るな？」

「どーぞ」

　幸い周囲に人の気配は無いようで、隼人は安心して玲奈の隣に腰を下ろした。朝の件もあって色々とあらぬ推測をされているのだ。クラスメイトに無用な話題の種は提供したくない。

　本来なら一緒に食事をするなんてことも避けた方がいいのだろうが、今後のことを考えると玲奈とは早く仲直りをしておきたい。今回はその良いチャンスだと、隼人は思った。

　隼人は、持っていた小さなトートバッグから、おむすびとおかずを取り出した。バッグも弁当も、琴こと美みが用意してくれたものである。

　アルミに包まれた具材の違う三個のおむすび。唐揚げと卵焼き、そしてミニトマトが詰められたタッパー。箸の代わりに爪つま楊よう枝じが付いていて、食べる人への配慮が行き届いていた。

　まだ弁当箱が無いから簡単なものしか作れないと言われ渡されたものだったが、十分すぎる内容だ。

「柏かし木わぎ先輩って料理上う手まいよな、びっくりしたよ」

　これを朝食ついでにこしらえてしまうんだから、ずいぶんと料理慣れしている。

　隼人は、弁当を眺めながら笑みをこぼして言った。

「……嬉しそうね」

「そりゃ、女の子の手料理だからな。男だったら嬉しいもんだよ。女の子に弁当作って貰もらったことなんて、初めてだし」

「ふぅん」

　対する玲れい奈なの声は、どこか冷ややかだ。

「朝から琴こと美み先輩を口く説どいてたくらいだしね。いいお嫁さんになりそう、なんて言っちゃって」

「……いや、別に口説いてたつもりはないんだが」

「どうだか」

　隼はや人とはタッパーの蓋を開け、唐揚げを一つ食べた。冷凍食品では無く手作りらしく、香味料がよく染みこんでおり、冷めているのに美お味いしい。

「でも、先輩の弁当が美味しいのは本当よね」

　隼人は、玲奈の弁当を覗のぞいた。学生の弁当とは思えないほど多た種しゆ多た彩さいで、そこらの弁当屋の幕の内より豪華である。

　寮生の弁当は全員分を琴美が作っているので、玲奈の弁当も琴美の作ったものだ。

「……先輩はなにやっても優秀なのよね。嫉しつ妬としちゃうわ」

「お前が言うなよ。『無欠の優ゆう等とう生せい』さん」

　隼人がそう言うと、玲奈がピクリとこめかみを動かした。

「アンタに言われると腹立たしいわね……」

「どうしてだよ。成績優秀、剣道部でも実績良好。お前だってそこらの生徒から羨ましがられてるだろ？」

「……成績はアンタの方が上でしょ？」

「あれ、そうだっけ？」

　確かに、隼人は成績が良い。真面目というよりは要領が良くて、テストでは毎度好成績を収めている。

　しかし、他の生徒の点数にまったく興味が無かったので、誰より上だとか、そういうことはわからなかった。

「はぁ……そういう、自分の成績に関心の無さそうなところも含めてムカツクのよね」

　ゲンナリとした表情で、溜ため息いきを吐く玲奈。

　それを見て隼人は、以前から気になっていたことを聞いてみることにした。

「なぁ、気になってたんだけどさ」

「なに？」

「風かざ見みって俺のことが嫌いなのか？」

　隼人は、以前から玲奈に嫌われているような気がしていた。

　理由に心当たりはないし、本人にハッキリ言われたわけでもない。だが、なんとなくそんな風に感じていた。

　今まで、席が前後であるのにまともに口を利いたことがなかったし（隼人は何度か話しかけようとしたのだが、玲奈の態度が冷たかったため話しかけるのを止めた）、昨日からも──胸を触ってしまったことがあったにしても、やけに態度がきつい気がする。

「……そういうんじゃないわよ」

「じゃあ、どういうのなんだ？」

「なんでもいいじゃない。とりあえず、それ食べたらどっか行ってよね。私は勉強するから」

　そう言うと、玲れい奈なは持ってきていた数学の参考書をひらひらと見せる。

（とりあえず、嫌われてるわけじゃないって思っていいのかな）

　はぐらかされたようだが、隼はや人とは少しだけ安心した。

「しかし、昼休みにまで勉強なんて熱心だな」

「熱心だから優ゆう等とう生せいなの」

　昼休みにわざわざ一人、しかも教室の外で勉強なんて、普通の生徒だったらまずやらない。

　ふと、そこで隼人はある可能性に行き当たる。

「……あのさ」

「なに？」

「もし、俺のせいで教室に居い辛づらくなってしまってるなら……その、ごめん」

　一瞬、玲奈は隼人の話を理解出来なかったようで、不思議そうな顔をした。だがすぐに、隼人の入寮の件で、教室のみんなが騒いでいる話のことを言っているのだと気付く。

「……別にアンタのことが理由で、ここに来てるわけじゃないわよ。私、いつもここで食べてるし」

「あれ？　そうなのか」

「そうよ、教室だと勉強するのに騒がしいもの。ここは人気も少なくて気に入ってるの」

「勉強……毎日、一人で？」

「うん」

　それがさも当然であるかのように、平然と答える玲奈。

「なによ。文句でもあるの？」

「いや、文句はないけど……頑張るなぁって」

　隼人はどこか、玲奈のことを努力とはあまり縁のない、天才肌の人間だと思っていた。

　だが、どうやら隼人が思っていたよりも、彼女はずっと努力家だったようである。

　昼休みは一人で勉強、放課後は部活。ハードな一日だ。

（そう言えば風かざ見みって、休み時間も自分の席で勉強してたっけ……）

　玲奈が教室で、誰かと親しそうに話したり遊んだりしているところも、隼人は見た覚えが無かった。そんな学校生活を送っていたら、親しい友達も出来ないだろう。

「悪い？」

「いや、悪くはないよ。むしろ凄すごいって思った。一生懸命なんだな、風見は」

「……い、いい、いきなり何言ってるのよ」

　突然呟つぶやいた隼はや人との一言に、玲れい奈なが頬ほおを赤らめる。

「あ、アンタってさ、朝食の時、先輩に対してもそうだったけど……その、急に人を褒め出すのって、天然なの？」

「天然？　どういう意味だ？」

　隼人が、玲奈の質問の意味を理解できずに聞き返す。

　すると玲奈は、隼人の言葉に頬を赤らめたまま、

「わからないならいいわよ！」

　と、呆あきれるように答えた。

「ふ……ふんっ！」

　玲奈が、顔を真っ赤にして隼人の方を見なくなったので、隼人も黙った。

（な、なんで怒ってるんだ……？）

　隼人は、気まずく思いながら急いで食事を終えると、タッパーとゴミをトートバッグに仕し舞まい、ベンチから立ち上がった。

「……とりあえず、今後ともよろしくな」

　そして隼人は、気まずそうに玲奈に告げる。

「……ほんっと、なんでこいつなんだろ」

　玲奈は、照れ隠しをするように箸を動かした。





　　　◆






「ふあぁ……」

　放課後、隼人は眠い目を擦こすりながら、寄り道もせずに真まっ直すぐ寮へと向かった。寝不足なので、夕食の時間まで軽く寝ようと思ったのだ。

（どのみち、校外に出るのも禁止されてるしな）

　隼人は、一人での外出を控えるようリピカに言われていた。魔術師ウイザードが指輪の発生に気付いて、まだ力が扱えない隼人を狙ってくる危険があるからだ。

　学校敷地内であれば、魔術師ウイザードが暴れるのを防ぐよう強力な結界が張り巡らされている為ため、安全なのだそうだ。隼人達たち以外から感知されたエーテルに反応し、対象を捕獲するシステムなのだと、隼人は聞いていた。

　そんなわけで、大人しく寮へと戻ってきた隼人。

「ただいまー、と」

　中に入るために、玄関を開けようとドアノブを引くと──

「……きゃっ!?」

　ドサドサドサッ！

　内側から凄すごい音がしたので慌てて中を覗のぞくと、そこには尻餅をついたあかりがいた。

　周囲には、彼女が持っていたらしい大量の本が落ちている。

「だ、大丈夫？」

「……いたた」

　どうやら、あかりがドアを開こうとノブを掴つかんだ瞬間に、隼はや人とがドアを引いてしまったらしい。

　よほど派手に転げたのか、両股は大きく開いていて、捲めくれ上がったスカートの間からは水玉模様のパンツが顔を出している。

「……あ」

　パンツが見えていることに気付き、慌てて立ち上がるあかり。

「……見た？」

「ご、ごめん、見えた」

　隠しても仕方がないので正直に答える。

　すると、あかりは少し照れたように頬ほおを赤らめる。

「……そう」

　あかりはそう言って視線を逸そらすと、気にしていないように本を拾い始めた。

　隼人は気まずく感じつつも、慌てて本を拾う手伝いをする。

「……ありがと」

「俺のせいみたいなもんだしさ。ごめんね」

　あかりが散乱させた本は、大小さまざま、文庫から単行本まで色々で、二十冊くらいあった。

　それらを拾い、あかりに手渡していく。

「これ、全部返すの？」

「……（こくり）」

　一度に借りるにしては随分と多い量だが、流石さすが『図書館の妖精』と呼ばれているだけはある。

「凄すごいね。俺だとこんなにあると、一ヶ月あっても読みきれないよ」

「……別に、本を読んでるだけ。凄くなんて無い」

　素っ気なくそう返すあかりだが、頬がほんの少しだけ赤くなっている。照れているらしい。

「はい、これで最後。転げないようにね」

　あかりが両手に、拾った本を積み上げた。

「……隼人は、部屋に戻る？」

「うん。夕食まで寝ようかと思って。昨日と今朝と色々あって、ちょっと眠いし……ふぁぁ」

　口にすると、再び眠気が襲ってきた。

「……そう。ゆっくり休んで」

「そうさせてもらうよ」

「……ありがと、隼はや人とのおかげで助かった」

　そう言うとあかりは、隼人にペコリとお辞儀をして、校舎の方へと歩いて行った。

（……変わった雰囲気の子だよな）

　無口で無表情、だけど不思議と愛あい嬌きようを感じて、可愛かわいく思える。俗世離れした空気は、まさに現代の妖精といった感じだ。

　隼人は、そんなあかりの背中を見送ると、自分も寮の中へと入った。

「ただいまー、と」

　隼人は階段を上り、真まっ直すぐに部屋へ向かった。そして部屋に着くなり、荷物を放ほうり出してベッドへと倒れ込む。そのまま仰あお向むけになり、大の字になった。

　ふかふかのマットに隼人の身体が沈む。シーツは柔らかいシルクのような肌触りで気持ち良く、まるで王様のベッドのようだ。

（いや、まるでじゃなくて、本当に王オーデインなんだっけ）

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉」

　隼人が呟つぶやくと、右手人差し指に黄金色の指輪が現れる。

　理パーマネントは、普段は持ち主の心に仕し舞まい込み、必要に応じて自在に発現させることが出来た。

　これらは、持ち主にとっては手足を動かすように、誰に教わるでもなく出来る行為である。

「〈律因の環ニーベルゲン〉か……」

　隼人は右手を上げると、見上げるようにして〈律因の環ニーベルゲン〉を見つめた。

　まだ拾ったばかりだというのに、ずっと昔から持ち主であったかのような愛着を、隼人は指輪に対して感じていた。大おお袈げ裟さだが、生まれた時から知っている、そんな気さえしていた。

「そう言えば……」

　昨日、仮契約をした後から頭に残って離れない、不思議な言葉があった。

　騎士召喚サモン・フレースヴエルグ。

　隼人はその言葉が、なんとなく指輪の力を解放する呪文の気がしていたのだが、結局誰にもそのことを聞けないままでいた。

　いや、あまりにも色々なことがあって、言い出す間も無かったというのが本音だろう。

（奏魂の盟ソウルリンクを刻むことによって、指輪の力が解放されるという話だったけど……）

　それだって、予見書からの推測である。双心の盟フアーストリンクで目覚める力があっても、おかしくはないのかもしれない。

　隼人は目を瞑つぶって集中した。

（えっと……こうするのかな……？）

　隼人は体内に溢あふれるエーテルを操り、指輪にそれを込める。初めての行為だったが、理パーマネントの発現同様、自然に行うことが出来た。

　ゆっくりと、指輪が緑色に発光を始める。

（そう……こうだ……）

「騎士召喚サモン・フレースヴエルグ」

　指輪に刻まれた樹きのレリーフが、不思議な文字に変わる。

（これは……エムズ……だっけ）

　移動を意味する、エムズのルーン。隼はや人とは指輪に浮かぶ読み方も知らない筈はずの文字を、なんとなく直感的に悟った。そして──

（まだだ、まだ何かが足りない）

　力を行使するのに、まだ何かが足りていないことも悟る。それはおそらく、自身に結ばれている因果を選び取ることだ。

　隼人は、既に繋つないだ三つの因果のうちの一つ、彼女のことを思い浮かべる──

「騎士召喚サモン・フレースヴエルグ！」

　隼人はもう一度、その言葉を口にした。

　すると、指輪からエーテルが溢あふれ始め、人影のようなものとなる。

　人影は実線を結び、そして──

　白い道着を着て、袴はかまに足を通そうとする風かざ見み玲れい奈なの姿が形作られた。

　玲奈は隼人に尻を向けており、上う手まく袴に足が入らなかったのかやや前傾の姿勢になっていた。そのせいで、彼女の穿く縞しま々しまパンツの食い込む尻が、隼人にグイッと突き出される格かつ好こうとなっている。















　女性的な曲線は削そぎ落とさず、だが弛たるみはしっかりと引き締める形で発達した、玲れい奈なの下半身。むちむちとしたヒップと太ふと股ももが、メリハリのある身体のラインと共に強く主張している。

「……ぇ？」

　玲奈が隼はや人との方を振り向き、固まる。

　隼人も、それを見て固まった。

「ぇ……ぇえっ!?　ええええええええ!?」

　大きく口を開き、思いっきり慌てふためく玲奈。当然のことだが、どうやら事態が上う手まく飲み込めていないらしい。

　玲奈は、しばらくパクパクと口を動かした後、隼人に質問する。

「こ、これはどういうこと……なの？」

「いや、指こ輪れの力を試してたら、こうなってしまったというかさ……」

「…………」

　唖あ然ぜんとしたままの玲奈。

「か、風かざ見みこそ、どうしてそんな姿なんだ？」

「……ぶ、部活よ。け、剣道部だから、道着と袴はかまに着替えなきゃいけないでしょ？」

　玲奈は隼人に、冷たく、沈んだ声を返した。

「な、なるほど」

「…………」

　やがて、玲奈の表情が驚きよう愕がくから怒りへと変わる。半裸姿を隠そうとすることなく、わなわなと身体を震わせ始めた。

　目尻には大粒の涙が溜たまり、半泣きの状態となる。そして、

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉」

　玲奈が理パーマネントを発現し、躊躇ためらうことなく大剣を振り上げた。

（なっ──!?）

　玲奈が剣を掲げる手は、怒りでぷるぷると震えている。

「ちょ、ちょっと待った！　これも不可抗力だ！　俺はただ、王オーデインとしてお前達たちの力になれるよう、少しでも指輪を調べておこうとだな──」

「私の下着まで調べなくていいわよおおおお！」

　直後、玲奈が生み出した〈天翔覇者エリアルブレイド〉が、隼人に向かって振り下ろされた。





　　　◆






「騒がしいのう。あやつは部屋でなにをやっておるのじゃ」

　理事長室で机に向かっていたリピカが、呆あきれるように呟つぶやいた。

「二つエーテルの反応がしましたけど……私、様子を見てきましょうか？」

　理事長室には、苦笑いを浮かべる柏かしわ木ぎ琴こと美みの姿もあった。

「いやいい。おそらく、指輪の力でも試しておるのじゃろう。気にはなるが、後で聞けばいいことじゃ。暴れてるのは玲れい奈なじゃろうしの」

「指輪の力……道場で部活をしている筈はずの玲奈ちゃんがいる理由も、それでしょうかね」

「『其それ、参上の誓いなり』。双心の盟フアーストリンクを結んだ悠久騎士フレースヴエルグを召喚する、って感じじゃろうかのう」

　感心するようにリピカが頷うなずく。指輪に関して、〈王の詩篇エツダ〉に記されているのは使い方に関する予見だけで、その運用方法や詳細まではわかっていない。

　リピカにとってもまた、手探りで解き明かしていく必要がある、未知の力なのである。

「ま、隼はや人とに色々と聞いてみた方がいいかもしれんの」

「ですねぇ。わからないことは、きちんと調べていかないと」

「……して、ヌシはなんの用じゃ？」

　リピカが琴美に尋ねた。

　すると、琴美はそれまでの優しい雰囲気ではなく、鋭い口調で、

「隼人君のことです。どうして、他の騎士を呼ばないんですか？」

　リピカに詰問した。

「ふむ……」

「もし、隼人君が今の状況を覆せる王オーデインだというのなら、他の地域の悠久騎士フレースヴエルグにも応援を頼んで保護するべきです。契約を結ぶ騎士の数も増やしておくべきだと思います。もしかすると、相性が良くて、すんなりと奏魂の盟ソウルリンクに至る騎士もいるかもしれませんし」

　琴美は、今の人数のまま王オーデインを運用しようとするリピカの方針に、疑問を抱いていた。

　確かに、結むすびヶが原はらの悠久騎士フレースヴエルグは群を抜いて優秀だ。だが、所詮たったの三人である。

「本当は疑っているんですよね？　彼が、本物の王オーデインであるのかどうか」

「疑っておらぬよ。あの指輪は本物じゃ」

「だったら……」

「騎士だって有限じゃ、むしろ世界各地に潜せん伏ぷくしている魔術師ウイザードを相手するには少なすぎる。どこも人手不足なのは、ヌシだって知っておるじゃろう？　大体、他の領域の巫み女こは、〈王の詩篇エツダ〉を信用しておらん」

「でも、理事長は信じてる」

「そりゃ、ワシは終しゆう焉えんを見てきたからの。それを信用しないことにしておるのは、護樹議会ヴアルキユリアの奴やつ等らじゃ」

「…………」

　リピカの言葉に、琴美は苦にが々にがしげに口を噤つぐんだ。リピカが言うとおり、〈王の詩篇エツダ〉の予見を信じている悠久騎士フレースヴエルグや樹術式の巫女は少ない。

「それでも、探せば数人くらいは……」

「ワシらの推測が正しかった場合、王オーデインとの契約のリスクもあるじゃろ。増やしすぎるのも危険じゃよ」

　──さすれば因果が結びつき、証あかしと意思を共有し、

　王と騎士は、証を共有すると予見書にはあった。つまり、王オーデインが死ぬ、または指輪を失うと、同時に契約騎士も理パーマネントを失ってしまう、という風に読み取れる。

　そうだとすれば、もし隼はや人とが倒れてしまった場合、多数の騎士を失ってしまう。その状況は、人数不足に悩まされる悠久騎士フレースヴエルグにとって、致命的だった。

　さらに、意思を共有するという記述も、リピカは引っかかっていた。これは、騎士が王の命に背けなくなるようになってしまう、とも読み取れる。

「もし敵になってしまったら……そういうことも考えてますよね」

「あちら側の予見書のこともあるしの」

「隼人君にそのことは話さないんですか？」

「まだ話す必要もあるまい」

　リピカの答えに、琴こと美みは苦笑いを浮かべた。なにも王オーデインを疑っていることに呆あきれたわけではない。

　わかってはいたことだが、この不老不死の少女は思し慮りよ深ぶかく、そして冷れい徹てつだ。

　彼女はそういったリスクがあると予想をしながらも琴美達たちに契約を勧め、様子を見ようとしているのだ。

「それに、人を増やせばいいというものでもないじゃろ。付き合いは数が増えれば増えるほど、濃度が薄くなるものじゃ。まずはきっちりと、欲しい駒から揃そろえていく方がいい」

「……とうとう駒扱いですか？」

「信頼しておるのじゃよ。ヌシら三人のことをな」

　そう返すと、リピカは理事長室の窓からどこか遠くを見つめる。

「イギリス第七因果領域マンチェスター支部、フランス第四因果領域リール支部、ドイツ第五因果領域ハンブルク支部、イタリア第八因果領域ボローニャ支部と、立て続けに四つの支部が壊滅、樹術式は制圧されたそうじゃ。つい、先程の」

「──ッ!?　一体何が!?」

「奴やつ等らが本格的に動き出したということじゃよ」

「……創世の執行者ニーズヘツグ」

（時は来た、か。王オーデインはヌシとワシ、どちらの味方なのかの）

　──のう、エイオンよ。





■第三章　初陣







「隼はや人と君、緊張してます？」

「そりゃあもう」

　寮生活初日、深夜。

　隼人は、琴こと美みたち悠久騎士フレースヴエルグの三人と、夜道を駆けていた。魔術が観測され、悠久騎士フレースヴエルグとして事件に出向くことになったのである。

　目的地は、郊外にある竜りゆう王おう山ざんの麓ふもとだった。

「みんな最初は緊張するものですから、落ち着いて行きましょう。リラックスです」

「ありがとう、柏かし木わぎ先輩」

　因果の揺らぎは、〈因果観測機エヴエレツト〉と呼ばれる特殊な機械を使って発見する。理事長室に置いてあった巨大なパソコンのような機械で、樹術式に特殊な回線のようなものを引き、情報を汲くみ出すことで動いているのだと、隼人は聞いた。

　そして、その機械を扱っているのは、樹術式の巫み女こであるリピカなのだそうだ。

　樹術式の近くには、そのエリアを観測する〈因果観測機エヴエレツト〉が必ず設置され、それを管理する巫女が存在する。この巫女は、同時にそのエリアの悠久騎士フレースヴエルグも管かん轄かつし、その活動を導いているので、その領域に所属する悠久騎士フレースヴエルグの長のような存在であるらしい。

「しかし、〈因果観測機エヴエレツト〉とやらの機械といい、あかりちゃんの鎧よろいといい、悠久騎士フレースヴエルグって色んなものを持っているのな」

「……長い歴史の中で蓄積されてきた技術。理術具アーテイフアクト」

　あかりが、制服の上に装着した鎧を見ながら答えた。〈妖精絶壁テイターニア〉と名付けられたものである。先日の玲れい奈なの姿にも似た、中世の騎士のような格かつ好こうだ。

　そして、この鎧や〈因果観測機エヴエレツト〉は、理術具アーテイフアクトと呼ばれ、理の欠片ミスリルと呼ばれる素材を使って造られた、悠久騎士フレースヴエルグの扱う特殊な道具であるらしい。

　隼人は、自分が着ている制服を触った。寮で悠久騎士フレースヴエルグに支給されている学生服は、全て理術具アーテイフアクトであり、物理的にもエーテル的にも耐性が強化されたものだ。生地には理の欠片ミスリルが練り込まれていると聞いている。

　悠久騎士フレースヴエルグとして出動する場合、通常はこの上にあかりが着ているような鎧を纏まとうのだが、あいにく寮には女性用の予備しか無かった。なので仕方なく、今、隼人は防具が制服のみである。

　ちなみに、玲奈と琴美も鎧を着用していない。それは彼女達たちの理パーマネントが鎧を必要としない特性を持っているからであるらしいが、それがどういうものであるのか、隼人はまだ説明を受けていない。後でわかるから楽しみにしておけ、なのだそうだ。

「悠久騎士フレースヴエルグには、引退した騎士やその家系をはじめ、様々な協力者がいるんですよ。中にはこういう技術的な力を持つ方々もいて、彼等は理術鍛冶ラタトスクと呼ばれます。彼等の造った理術具アーテイフアクトは、魔術を発見したり、魔術師ウイザードと戦うのに、大いに役立ってくれています」

「悠久騎士フレースヴエルグではなく、普通の人ですか？」

　隼はや人との質問に琴こと美みは頷うなずく。

「理パーマネントを持たない普通の人達たちですが、古来、樹術式を守ってきた方々の末まつ裔えいです。昔は便利な理術具アーテイフアクトがなかったせいで、魔術が起きてもすぐに対処出来ず、原因不明の不可思議な災害として放置されたり、人里で悪バ魔グが暴れ回ったりしてたみたいですね」

「……妖怪や鬼と呼ばれてた生き物が、きっとそう」

　ということは、陰陽師なんかが昔の悠久騎士フレースヴエルグだったりしたのだろうか。

　面白そうなので、今度色々聞いてみようと、隼人は思った。

「…………」

　それにしても。

　無言で足を進める玲れい奈なの後ろ姿を見て、隼人は鬱うつ屈くつとした気持ちになった。

　先程の召喚ハプニングで、玲奈は完全に隼人のことを嫌ってしまったらしく、以降無視を続けている。

　故意でないとは言え、完全に隼人が悪い。ひたすら謝罪し、玲奈に許してもらえるのを待つしか、隼人に出来ることはなかった。

　玲奈の背中を見ながら、困った顔をしている隼人に気付いて、琴美が言う。

「玲奈ちゃん、そろそろ許してあげたらいいんじゃないかな。隼人君も悪いって言ってるし……」

「嫌です。私、アイツに下着の調査をされたんですよ？」

「そんなことしてねーよ！」

「……隼人、下着研究が趣味？」

「違うよ！」

「ふんっ！」

（だから、指輪の力を試していただけなのになぁ……）

　説明しても聞いて貰もらえそうにないので、隼人は黙った。

　やがて──

「──着いた」

　あかりの言葉に、四人は足を止める。目的地だ。

　山の麓。人里離れた場所にある、裏山道へと繋つながる空き地。そこに、目的のものがあった。

「これが……」

　アスファルトの地面に、緑色の光で描かれた不思議な円の図形。

「これが魔術式です。樹術式に干渉する方法と、改変する内容をルーンで記した式。術者はエーテルを使ってこれを描き、呪文を唱えることにより魔術を実行します」

「その魔術式について記し、後こう世せいに伝えてる書籍が魔術書ってやつね。魔術師ウイザード達はそれを読んで魔術を研究して、新しい魔術を開発する。そうして作られた魔術が、また新たな魔術書に記され、受け継がれる。その甲か斐いあって、魔術師ウイザードの魔術は年を追う毎に強力なものになっているわ」

　隼はや人とを無視するのを止めたらしい玲れい奈なも説明に加わる。

　魔術式の周囲には、白銀色の金属片が、五ご芒ぼう星せいをつくるように突き刺さっていた。

「それが理の欠片ミスリルですね。魔術を使う際には霊れい媒ばいとして用いますし、術式を壊す際にはこれを破壊します」

「これが、理の欠片ミスリル」

　金属片は、術式の文字同様うっすらと緑色に発光していた。エーテルの色だ。

　おそらく、魔術が発動しているという証拠なのだろう。

「理の欠片ミスリルは、使わなくなった理パーマネントを鋳ちゆう造ぞうすることによって製造されるわ。持ち主を失って行き場を無くした理パーマネントが、主な材料よ」

「魔術師ウイザードが悠久騎士フレースヴエルグの武器である理パーマネントを使って魔術を使う……なんか変な話だな」

「あぁ、そっか。隼人君はまだ知らないんでしたね。魔術師ウイザードも、私達たちみたいに理パーマネントに選ばれた存在なんです」

「え？」

　琴こと美みの意外な言葉に隼人は驚く。

「理パーマネントこそが、人を悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードに導く為ための力であり、証あかしなんですよ。その本質的な部分は何も変わらず、違うのはただ、どちらになったかということだけなんです」

「えっ!?　そうなんですか？」

　意外な事実に隼人が驚いていると──

「まあ、この話は長くなりそうだからまた今度にしましょう。なにせ──」

「……ゆっくり出来ない」

　あかりが呟つぶやいた瞬間に、周囲の茂みから、殺気を帯びた強いエーテルの気配が生まれる。そして、先日見た悪バ魔グが飛び出し、隼人達を取り囲んだ。

「グルルルルルルル！」

　鬼のような形相と、尖とがった耳に山や羊ぎのような角。手には三みつ叉また槍やりを持ち、真っ赤な肉体の背中には、黒い翼が生えている。それが続々と、十数体ほど現れる。

「……待ち構えてた？」

「私達を狙ってたんでしょうね。そこの魔術式は悪魔召喚サモン・バグ。そして、一昨日の悪魔召喚サモン・バグも、私達を待ち構えたものだったわ」

「悪バ魔グは原則的に、自分を召喚した術者の命令を聞きます。つまり、魔術を観測させて私達を呼び出し、悪バ魔グを使って襲わせている──そんな魔術師ウイザードがいるってことです」

　すかさず、玲奈達も自身にエーテルを漲みなぎらせた。

「──接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

　そして、彼女が得え物ものにする巨大な剣を生み出す。理パーマネントの発現である。

「……接続コネクト、〈土龍槍ギガトンランス〉」

　あかりも玲れい奈なに続く。あかりが出現させたのは、小柄な彼女の全身よりも巨大な、一本の槍やりだった。

「えっと、隼はや人と君、あんまり見ないでくださいね」

「え？」

　そして琴こと美みは、何な故ぜか着ていた制服を脱ぎ始める。

「せ、先輩、なにしてるんですか!?」

「あ、は、恥ずかしいからあんまり見ないでください！　そ、その、私の理パーマネント、服着たまま使うと濡ぬれちゃうから……」

　中からは、淫いん靡びな黒のビキニが現れ、きめ細かく滑なめらかな肌が露出される。

　豊満なバスト、引き締まったウエストに、ギュッとしまったヒップラインが尻肉を激しく食い込ませていた。

「お、男の子がいるって恥ずかしい。接続コネクト、〈自在の水衣フエイズドレス〉です」

　琴美が宣言すると、彼女の身体を取り囲むように水が出現する。

　水は薄い半透明のドレスとなり、水着の上から琴美の身体に羽は織おられる形となった。

（な、なるほど……水のドレスを着るから、服を脱ぐわけか……）

　隼人がそれを見て感心する。

「とりあえず、と」

　玲奈が剣を振るい、魔術式に刺さっている理の欠片ミスリルを全て破壊した。

　金属の破は砕さい音おんとともに、砕けた理の欠片ミスリルが地面に転がる。

　地面に刺さったままになっている、半壊した理の欠片ミスリルが緑色の光を失った。霊れい媒ばいの力が不足し、実行されていた魔術が効力を失った証拠だ。悪魔召喚サモン・バグの場合は、悪バ魔グを呼び出す為ために繋つながっていた異界との因果が、閉じたことになる。

　それを確認したあかりが、すかさず手の平大の理術具アーテイフアクトを理パーマネントに取り付け、天に掲げた。

「周囲の空間情報のコピーを確認。仮想空間ダミーレイヤーを作製。〈赤気結界オーロラフイールド〉、展開」

　すると発光した理パーマネントから虹色の光のカーテンが飛び出し、周辺一帯を取り囲む。

〈赤気結界オーロラフイールド〉。

　周辺の空間情報を模もした仮想空間ダミーレイヤーを生成し、現実世界に被害を出さないようにする為の理術具アーテイフアクトだ。

　そして、それを確認した玲奈は剣を構え直す。そして──

「行くわよっ！」

　玲奈の一声で、両手に構えた巨大な剣のパーツが分離パージされ、一段階小さな長剣となった。分離したパーツは、各々が肩当てや胸当てなど鎧よろいのようなものに姿を変え、玲奈の制服の上から装着される。

「風の理パーマネント〈天翔覇者エリアルブレイド〉。普段は大剣の形を取っていますが、ああやって鎧にもなる剣鎧ブレイドアーマーです。エーテルを推すい力りよくにして空を飛ぶことも出来るんですよ」

　琴こと美みが隼はや人とに説明する。

　隼人は、二日前に見かけた玲れい奈なの剣と、翌日隼人に殴りかかった巨大な剣の形状が違うことを疑問に思っていたが、どうやらこういうことだったらしい。

　そして玲奈は、そのまま先陣を切って前方に飛ぶ。

　背中の光の翼がエーテルを噴射し、その推すい力りよくを使った玲奈が高速で低空を走った。

「グルルルルル！」

　悪バ魔グが槍やりを突き刺すため、空に向けた槍の矛先を下ろそうとする。

　だが、玲奈は再加速をして、悪バ魔グが腕を動かすよりも先に──

「──っ！」

　横に一いつ閃せん、上半身を切断しながら走り抜ける。

　上下に真っ二つとなった悪バ魔グが光の泡となった。

「速い……！」

　隼人はあまりの凄すごさに声を上げた。

「グルルルルルルルッ！」

　切り込んだ玲奈に向かって、悪バ魔グ達たちが一斉に槍を構える。

　玲奈はすぐに真上に飛んだ。それを追うように悪バ魔グ達も天を仰ぐ。

「……注意力が散漫」

　その隙を、あかりは見逃さなかった。

　巨大な槍を空に構え、舞い上がる悪バ魔グに向かって矛先を向ける。

「咆哮する土龍エーテルボム、発射フアイヤ！」

　槍の矛先が銃口となり、そこからエーテルの砲弾が発射される。

「地の理パーマネント〈土龍槍ギガトンランス〉。槍として使用することは勿もち論ろん、あかりちゃんの意志に応じて砲撃も出来る銃槍ガンランスです」

　砲弾は見事、玲奈を追おうとした悪バ魔グのうち一体に命中する。

　ズカアアアアアアアアアアアン！

　砲弾は直撃した瞬間に爆発を起こし、周囲にいた悪バ魔グ達を巻き込む。膨ぼう張ちようしたエーテルの奔流は、悪バ魔グ達を光の泡へと変えた。

（見事なチームワークだ……）

「隼人君、下がって！」

　隼人が驚きよう嘆たんしていると、琴美が叫んだ。様子を窺っていた悪バ魔グ達が、一斉に隼人達に向かって飛びかかって来たのだ。

　琴美は、隼人を庇かばうようにずいっと一歩前に出ると、避けることなく槍を身体で受け止める。

「先輩っ！」

　飛びかかってきた悪バ魔グ達の槍は、琴美を四方から串刺しにした。だが、

「そんな槍じゃ、私のドレスは貫つらぬけないですよ？　やるならせめて、このくらい切れ味の良い物を用意しないと」

　そう言うと、琴こと美みは纏まとっている水衣に触れ、そこから水で出来た鞭むちを取り出した。そして、鞭を振るうと──

「切り裂け、水神と戯れミーミルウイツプ！」

　超水圧を漲みなぎらせた鞭が、悪バ魔グ達たちの四肢をまるでバターを切るかのように切断する。

「水の理パーマネント、〈自在の水衣フエイズドレス〉。状況に応じて変幻自在に形状を変化させる理パーマネントです」

　琴美が、隼はや人とに説明するように言いながら、鞭で悪バ魔グを切り刻んだ。運良く琴美の鞭を躱かわした悪バ魔グは、あかりが逃さず〈土龍槍ギガトンランス〉で突き刺していく。

「凄すごい……」

　隼人は、手際良く悪バ魔グを殲せん滅めつする三人に感かん嘆たんした。この勢いでいけば、難なくものの数分の間に全ての悪バ魔グを倒してしまうだろう──が、

「あかりちゃんっ！」

　その時、空中で玲れい奈なが吠ほえた。

　刹せつ那な──

「……っ!?」

　物凄いスピードで空中から降って来た多数のエーテルの球体が、あかりの両手足に直撃する。隼人に気を取られ、一瞬見せた隙を突いての攻撃だ。

　そしてそれは、悪バ魔グの放った攻撃ではなく、

「魔術師ウイザード!?」

　攻撃が飛んできた方を見ると、悪バ魔グに交じって空に浮かぶ人影が見えた。

「……重い……」

　エーテルの球体は、巨大な圧力をあかりの両手足にそれぞれ加え、仰あお向むけに押し倒した。あかりは球体を振り解ほどこうとするが、上う手まくいかない。

「グルルルルルルルッ！」

　すかさず地面に縛り付けられたあかりを、近くにいた悪バ魔グのうち一体が狙う。

「あかりちゃんっ！　ちっ、邪魔しないでっ！」

「っ！　ごめんなさい、こっちも動けません！」

　玲奈と琴美があかりを助けに行こうとするが、敵に取り囲まれているせいでそれが出来ない。

（……させない！）

　だが、隼人がいた。

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉！」

　指輪を呼び出し、エーテルを纏ってあかりの前に飛び出る。

　避けられないと悟った隼人は、咄とつ嗟さに悪バ魔グの槍やりに向かって十字に腕を構えた。

「痛ッ、あああああああああ！」

　隼人の腕を悪バ魔グの持つ槍が襲った。左腕の皮膚が破れ、肉が抉えぐれ、溢あふれるように血が流れる。

「……隼はや人とっ！」

　あかりが悲鳴にも似た声をあげるが、隼人は怯ひるまない。

　隼人は腕を振るい槍やりを払うと、そのまま怪け我がのない右腕で悪バ魔グに殴りかかった。

　隼人のエーテルを纏まとった拳が、悪バ魔グの頬ほおを抉えぐる。

　悪バ魔グはその一撃を受けよろけるが、所詮、パンチにはその程度の威力しかなく──

「グルルルルルル！」

　ニイッと笑った悪バ魔グが、再び隼人に向かって槍を振るった。

　避けることの出来ない一撃が隼人の腹部を目掛けて突かれる。

　だが、隼人はその槍を避けることなく、穂ほ先さきを両手で掴つかむと──

「待ってたぜ、それを……！」

　ニヤリと笑い、それ以上押し込まれないように抵抗した。

　三みつ叉またの穂先はそれぞれが鋭利な刃になっているので、素手で掴めば当然怪我をする。掴んだ穂先が隼人の手の平に深い傷をつくり、出血をおこした。

（っ──！）

　意識が飛びそうなほどの激痛が隼人を襲う。だが、隼人は必死に、手から溢あふれる血を気にもせず悪バ魔グの槍を掴まえた。

「反撃出来なくても、時間さえ稼げば──」

「──任せて！」

　刹せつ那な、急降下して駆け付けた玲れい奈なが、隼人を刺そうとした悪バ魔グを真っ二つに裂いた。

「……大丈夫？　アンタちょっと無む茶ちやしすぎよ」

　呆あきれるような顔をしながらも、心配そうに玲奈が言った。

「俺もちょっとくらいは役に立ちたいしさ」

「そう。意外とガッツあんのね」

　そこまで話すと、玲奈と隼人は襲ってきた魔術師ウイザードの姿を確認する為ため、すぐに上空を見た。

　だが、あかりを襲った魔術師ウイザードの姿は、もうどこにも見当たらない。

「はぁ、逃げ足の速い奴やつ。……んじゃ、私は残ってる奴片付けて来るから。もう無理しないようにね」

　玲奈はあかりを縛っていたエーテルの枷かせを剣で切断すると、すぐに空へと舞い戻った。

　そして、残っていた悪バ魔グ達たちを相手にする。

　あかりが隼人の傍に駆け寄ってきた。

「……隼人、大丈夫？」

「うん。あかりちゃんこそ大丈夫？」

　本当は無茶苦茶痛いのだが、隼人は痩せ我慢をしながらあかりを心配した。

「……（こくり）」

　あかりは無言で頷うなずくと、その後ペコリとお辞儀をする。

「……ありがと」

「なんにせよ、あかりちゃんが無事で良かったよ」

　隼はや人との言葉を聞いて、もう一度ペコリとお辞儀をするあかり。

　そうしていると、隼人の手の患部に向かって、ガーゼのような形をした水が飛んできた。ペタリと張り付いた水は、隼人の両手に出来た傷を止血すると、痛みを和らげていった。

「お疲れさまです、隼人君」

　どうやら、琴こと美みの理パーマネントはこういうことも出来るようだ。

　琴美は、いつの間にか地上の悪バ魔グを全滅させていた。

「ありがとうございます」

「いえいえ。応急処置程度しか出来なくて申し訳ないですが……帰ったらちゃんと手当をしないといけませんね」

　隼人は頷うなずくと、空で戦う玲れい奈なの方を見上げた。

「あれで最後か……」

　気付けば残ったのは、玲奈が相手にしている悪バ魔グ一体のみとなっていた。

　皓こう々こうと輝く月をバックに、踊るように悪バ魔グの槍やりをかわす玲奈。

　エーテルの翼が鱗りん粉ぷんのように光の粒をこぼし、その様はまるで、月光に祝福された蝶ちようのようである。

　悪バ魔グの槍が鈍った、その瞬間を玲奈は見逃さない。

「これで……ラスト！」

　玲奈の剣が槍を払い、上段に運んだ剣を振り下ろした。

　空戦での鮮あざやかな面打ちが決まり、隼人は思わず息を呑のむ。

（『無欠の優ゆう等とう生せい』か……）

　やがて、悪バ魔グを倒した玲奈が地上に降りてくる。

　そして、真っ先に隼人の手を確認すると、

「良かった。先輩に止血してもらってるのね」

　安心するように、隼人に言った。

「心配してくれるんだな」

「そ、そりゃ、だって……」

　玲奈は少し、口籠もると、

「仲間だし……」

　玲奈のそんな言葉に、隼人は嬉うれしくなった。

　どうやら彼女は、隼人を仲間として認めてくれているらしい。

「な、なによ笑って！　仲間って言われるのが嫌なの!?」

「いやいや、その逆だ。……そりゃ、嬉しいに決まってるだろ」

「ふ、ふんっ！」

　照れ臭そうに視線を逸そらす玲奈だったが、隼人だって照れ臭い。

　お互い顔を赤らめ、背を向ける。

「……さっきの魔術師ウイザード、追いかけなくていいのか？」

「もう無理よ。どこ行ったかわからないし。腹が立つわね、こんなからかうような真ま似ね」

「……（こくり）」

　あかりが、先程攻撃を受けた手足をさすりながら頷く。

「まぁ、みんな無事ですし、魔術も潰せましたし、なによりです」

　琴こと美みの言葉を聞いて、隼はや人とは水のガーゼで止血された手の怪け我がを見た。

（……あの時は必死だったけど、ほんと幸いだよな）

　下手をすると、隼人はもっと大怪我を負ってしまっていたのかもしれない。当然それは、隼人が庇かばったあかりもだし、玲れい奈なや琴美だってそうだろう。

　悠久騎士フレースヴエルグの活動というのは、危険なものなのだ。

　隼人は、今更それを実感する。

「……実は俺、まだピンと来てなかったんだよな」

「何が？」

　隼人は指輪を見た。彼が王オーデインである証あかしだ。

「王オーデインとか悠久騎士フレースヴエルグとか言われてもわけがわからないし。世界を救うだの危機だの言われても、実感湧かないしで」

　説明されても非現実的すぎて、どこか遠い国の話のように聞こえていた。

「でもさ、こうやって実際に見るとさ──人知れず、こうやって頑張ってる人達たちがいるんだなぁって確認するとさ、なんというか、その……」

　隼人は、ちょっとだけ照れ臭そうに鼻をかいて、三人を見ながら、

「ちょっと惚ほれた」

「へっ!?」

　隼人の言葉に、玲奈が顔を真っ赤にして声をあげる。

「え、えっと～」

「…………」

　琴美は恥ずかしそうにもじもじとして、あかりも無言のまま頬ほおを染める。

「あ、いや、そういう意味じゃなくって……その、カッコいいって言うかさ。ええっと……つまり……」

　隼人は言葉に悩みながら、照れる三人を見た。そして、

「俺も一緒に頑張りたいって思った。その、どこまでやれるかわからないけどさ」

　三人に向かって、真まっ直すぐにそう言った。

　隼人の戸惑いが消えたわけではない。ただ、それ以上に、自分も玲奈達の力になりたいと思ったのだ。

　それを聞いた琴美は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、あかりは無表情のまま、僅わずかに口元を緩めた。

　そして玲奈は、真顔になって、

「結構、しんどいわよ？」

　そう言った。

「覚悟はしてるよ」

　隼はや人とは、玲れい奈なにそう返す。

　すると玲奈は、しばらくジッと隼人の目を見た後──

「ふ、ふんっ！　と、とにかく、やるんならきちんと頑張りなさいよっ！」

　顔を真っ赤にして、照れ隠しのようにそっぽを向いた。

「ああ、勿もち論ろんだ」

　隼人は、そんな玲奈に向かって、迷うことなく答えた。

　──その日、隼人は改めて、悠久騎士フレースヴエルグとして活動する決意を固めた。





　　　◆






　寮に戻った後、隼人はあかりに怪け我がを治療されていた。先程あかりを庇かばった際に負傷した部分である。隼人の怪我は自分のせいだからと、あかりが治療を申し出たのだ。琴美の理パーマネントの力で血は止まっているものの、傷口は深く、物が触れると痛みが走った。

　隼人はリビングの椅子に腰掛け、制服の袖を捲まくり、向かいの椅子に座ったあかりに腕を差し出している。

「──ッ！」

「……隼人、大丈夫？」

「あ、ああ、ちょっと消毒液が染みてるだけ、ッ……！」

　消毒液の載ったガーゼが腕の傷口をさする度、隼人はビクンと身体を震わせる。その都度、あかりが心配そうに隼人の顔を見た。

「あ、いや、だ、大丈夫だから」

「……どうしても痛かったら無理しない」

「本当に痛かったら言うさ。とりあえず、今は大丈夫」

「……（こくり）」

　リビングにいるのは、隼人にあかり、そして琴こと美みの三人だった。

　玲奈は、深夜にも拘わらず、勉強があるからと自分の部屋に戻っている。

　──そして琴美は、隼人達たちの様子を眺めながら考え事をしていた。

（どうして今日、魔術師ウイザードは出てきたのかしら）

　琴美は、魔術式を破壊して寮に戻るまでの間も、ずっとそんなことを考えていた。

（悪バ魔グ達の加勢をしたかった？　だったら、もっとちゃんと戦うはずよね。そうじゃない理由がある）

　琴美には、先程の魔術師ウイザードの行動が、不ふ可か解かいで仕方がなかった。奇襲を仕掛けたにしては引き際が良すぎたし、その割には行動が大胆だ。

　姿を見せたのだから、琴美達に捕まる可能性も十分にあった。

（それに、一昨日の魔術と今日の魔術はおそらく同一人物によるもの。であれば、悪魔召喚サモン・バグなんかじゃ私達たちを倒せないことはわかってるはずよね。なのに、どうして？）

　──やがて、琴こと美みは一つの答えに辿たどり着く。

（王オーデインの確認）

　そう考えれば合点がいった。

　悪魔召喚サモン・バグで悠久騎士フレースヴエルグを呼び出し、隼はや人とに理パーマネントを使わせる為ためにあかりを攻撃。

　そして、隼人が〈律因の環ニーベルゲン〉の持ち主だと確認した魔術師ウイザードは、そのまま逃げ去り──

（……魔術師ウイザードも魔王ロキを求めてる）

　琴美は、あかりに治療を受け悶もん絶ぜつしている隼人を見た。

　王オーデイン、そして魔王ロキでもある、終焉の日ラグナロクの鍵。

　隼人は今、世界を揺るがす天てん秤びんにかけられていた。

　悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザード、それぞれの正義を巡る、因果の天秤に──。





■第四章　捨て猫







　翌日の放課後。

　隼人はぶらぶらと高校の敷地内を散歩していた。

　隼人の部屋には、時間を潰すためのものが無い。住み始めたばかりなので、娯楽が何も揃そろっていないのだ。

　せめてゲームとパソコンだけでも家から送ってもらおうかと思ったが、妹が「今度直接持っていく」と言って聞かないので、郵送してもらうことも出来なかった。

　いずれ自由な外出許可は出してくれるそうだが、学校の敷地外に出ることも、リピカに禁じられている。

（『もう少し力をコントロール出来るまで』とは言われたけど、やっぱ面倒だなぁ）

　というわけで、部屋に戻っても退屈で仕方がないから、どこかで時間でも潰そうかと適当にぶらついていた時──

「めえええええええええええええええええん！」

　体育館横に設置された、剣柔道の併設道場の脇を通り抜けようとした時、聞き覚えのある声が聞こえた。

　道場の側面はガラス張りで、外部から中が見えるようになっている。

　隼はや人とが覗のぞくと、声の主はすぐに見つかった。

『風かざ見み』と名前の書かれた垂れ。玲れい奈なである。垂れとは、剣道の腰防具のことだ。

　どうやら今は、試合を模もした練習の最中のようだ。

　隼人は剣道について詳しくなかったが、その様子を見てすぐに、玲奈が噂うわさ通どおりに強いことがわかった。剣筋が見事なのはもちろん、なにより動きが速く、綺き麗れいなのである。

　女子剣道部は、人数が少ないからか男子剣道部と一緒に練習をしているようだった。今、玲奈が相手にしているのは、自分よりも一回り大きな男子生徒である。

　そんな男子を相手に、玲奈は一歩も引かないどころか、隼人の目には圧倒しているようにさえ見えた。

「籠こ手てえええええええええええええええええ！」

　相手が面を打とうと竹刀を振り上げたのに合わせて、玲奈が鮮あざやかな籠手を決めた。

　出鼻小手──通称出小手と呼ばれる、合わせ技の一つだ。

「一本！」

　審判役の生徒が、迷わず旗を上げた。

「見事な残心じゃな」

　突然後ろから声が聞こえた。隼人が振り向くと、そこにはリピカが居た。

「残心？」

「残心とは、武道において、挙きよ動どうの後まで集中力を欠かさずに余よ韻いんを残す様のことじゃ。剣道では、その美しさが一本の有無を左右することもあるの」

　リピカの説明に、隼人はなるほどと感心する。

　確かに、今の玲奈の動きは、打ち込みを終えた後も見事で美しい。

「……で、どうして理事長がこんなところに？」

　いつの間にか傍にいたリピカに、隼人は質問した。

「理事長が校内を散歩しておったら不思議か？」

「いえ、不思議ではないですが……」

　スーツ姿の女子小学生にしか見えない容姿は、高校の敷地では随分と目立った。

　もっとも見かけられたところで、誰かの妹や娘としか思われないだろうが。

「まぁ、ワシだって外の空気も吸いたくなる。ずっと部屋に籠もっておるものでの」

「お仕事、大変ですか」

「理事長も樹術式の巫み女こも、なかなかのう」

　隼人は、リピカの部屋に設置されていた〈因果観測機エヴエレツト〉が、モニタに繋つながった巨大なパソコンのような機械だったことを思い出す。

　樹術式の巫女の仕事は、パソコンを扱ったデスクワークのようなものなのだろう。

　リピカは、再び剣道場へと視線を向ける。

「気高くあろうとする剣は、美しいものじゃ」

「あろうとする？　気高い剣、ではなくてですか？」

　リピカは頷うなずく。

「玲れい奈なの剣は、そういう剣じゃ」

　隼はや人とは、リピカの言葉を不思議に思った。玲奈は、高校剣道の全国大会である玉ぎよく竜りゆう旗きにおいて、個人戦三位という好成績を収めたと聞いている。

　隼人には、玲奈の剣が気高くあろうとするものではなく、既に気高いものにしか思えなかった。

「そうじゃ。ヌシ、今は暇か？」

「え？　まぁ、退屈だからぶらぶらしてたんですが」

「じゃあ、ちと頼まれ事をしてくれんかの？」





　　　◆






　隼人はリピカに頼まれ、理事長室の収納棚に仕し舞まわれていた大量の段ボールを、校舎裏の焼却炉に運び出していた。

　ネットショップの通販を頻ひん繁ぱんに利用するリピカが、溜ため込んでしまったものらしい。

（理事長も散歩してたんなら、自分で持っていけばいいのに……）

　両手一杯に、展開した段ボールを抱えて歩く隼人。重たくはないが大きく、持ち歩くにはかさばるサイズだ。

（面倒だから俺に押しつけたんだろうけどさ）

　そうして隼人が、段ボールを落とさないように気をつけつつ、校舎裏を歩いていると──

「だからさ、いつもどうして空気が読めないのかなーって」

「……ごめんなさい……」

　二人の女子生徒に詰め寄られている、見覚えのあるボブカットの少女を見かけた。

（……藍あい田だ詩し愛あ？）

　先日体育の授業で、隼人が気になって声をかけた少女だ。

　三人とも下校途中のようで、ショルダー式の学生鞄かばんを肩にかけている。

「今日の家庭科の調理実習、シイちゃん裕ゆう太た君にクッキー食べて貰もらおうって楽しみにしてたんだから。なのにさぁ～、あなたがドジって、うちの班のクッキー床に落としちゃうじゃない？」

「うぅ……毎日練習までしてたのにぃ……」

　シイちゃんと呼ばれた方の少女は、両手で顔を覆い隠して泣いている。

「昨日はあなたのせいで、バレーの試合もボロ負けだったしね」

「……ごめんなさい……本当に……」

「謝っても、この子が彼にクッキーを渡すチャンスは戻って来ないの！」

　詩愛が、ビクリと身体を震わせる。

「あああもう、あなた見てるとすっごく苛いら々いらする！　なんでいつも、人様に迷惑かけるワケ!?」

　そう言うと、詩し愛あを囲む少女のうちの一人が、詩愛の顔をぶとうと手を振り上げた。

（──っ！）

　すかさず隼はや人とは段ボールを放ほうると、少女の手を押さえた。

「……なによ!?」

「よくわからないけどさ、暴力は良くないんじゃないか？」

　隼人がそう言うと、驚いていた少女はキッと隼人を睨にらみ、その手を振り払う。

「事情がわかんないなら邪魔しないで頂戴！　っていうか、あなた誰!?」

「ね、ねぇミッちゃん。もしかしてこの人……女子寮に入寮したっていう……」

「あ……」

　どうやら二人は、隼人のことを知っているらしい。ミッちゃんと呼ばれた方の少女は、口を開いて唖あ然ぜんとする。

「い、いいよミッちゃん、もう行こう。じょ、女子寮に住んじゃった男子だよ？　喧けん嘩かなんてしたら、権力で何されるか……」

　怯おびえるようにシイちゃんが言う。

「っ！　ああもう、変な奴やつにからまれちゃった！　藍あい田ださんは覚えておきなさいよ！」

　詩愛に絡んでいた二人は捨すて台詞ぜりふを残すと、その場を逃げるようにして立ち去った。

（俺、どんな人間だと思われてるんだ……？）

　どうやら隼人の女子寮暮らしは、他クラスでも噂うわさになっているらしい。

　しかも、妙な勘違いをされた上で。

　隼人はゲッソリと大きな溜ため息いきを吐くと、詩愛の方を見た。

「……大丈夫か？」

「……ありがとう……」

　詩愛が深くお辞儀をする。

「どういたしまして。……ま、あんま喧嘩しないようにな」

　隼人は詩愛にそう告げると、放り投げていた段ボールを拾う。

「……それ、運ぶの？」

　すると詩愛が、運びにくそうに段ボールを抱える隼人を見て言った。

「焼却炉にね。捨てるように頼まれたんだ」

「…………」

　詩愛が、段ボールをジッと見てくる。何か言いたそうな、でも遠慮しているような感じだ。

　隼人は詩愛が、手伝いたそうにしている気がしたので──

「手伝ってくれるのか？」

　そう、聞いた。すると詩愛は、何度か隼人の目と段ボールを交互に見た後、控え目に答える。

「……私なんかで、迷惑じゃないなら……」

「迷惑なわけないだろ？」

　隼はや人とは、詩し愛あの卑屈な答えに苦笑いをしながら、抱えていた段ボールをいくつか渡した。

　詩愛は申し訳なさそうに段ボールを受け取り、抱える。

　それから二人は焼却炉に向かった。

「……どうして助けてくれたの？」

「だって、藍あい田だが困ってそうだったから」

　隼人がそう答えると、詩愛が目を丸くする。隼人が名前を呼んだ為ためで、隼人もすぐに詩愛がどうして驚いているのかに気付いた。

「あ、ゴメン。この間体育の授業中、同じクラスの奴やつに名前を聞いてさ。馴なれ馴なれしかった？」

　隼人が申し訳なさそうに聞くと、詩愛はかぶりを振って、

「……ううん。大丈夫よ、夕ゆう霧ぎり君」

　今度は詩愛が、隼人の名前を言った。

「俺の名前を知ってるのは……」

「……貼り紙」

　やっぱりといった感じで、隼人は苦笑いを浮かべる。

「夕霧君、うちのクラスでも有名人だから」

（どう有名なのかは聞きたくないな……）

　隼人は、詩愛に絡んでいた二人の女子生徒の反応を思い出す。

　そうして隼人が、苦笑いを浮かべていると、

「──きゃっ！」

　突然、段ボールを抱えた詩愛がこけそうになる。

　隼人はすかさず詩愛の手を掴つかみ、転びそうになるのを支えた。

　詩愛が持っていた段ボールが、バラバラと地面に落ちる。

「大丈夫か？」

「……え、ええ」

　詩愛は、慌てて地面に落ちた段ボールを拾い始めた。隼人もそれを手伝い、砂を払いながら詩愛に渡す。

「……ごめんなさい」

「ん？」

「私ダメだから、またこうやってすぐ人に迷惑かけて……」

　隼人は、先日の体育の授業で何な故ぜあそこまで詩愛が落ちこんでいたのかを理解した。どうやら詩愛は、自己嫌悪の癖があるらしい。

「……ま、その、クラスは違うけど、何か困ったこととかあったらどうぞ。力になれないにしても、相談くらいには乗れるかもしれないし」

「え……？」

　詩し愛あは唖あ然ぜんとして、足を止めた。

「いや、よく転ぶんだったら、支えるのが周囲の仕事かなって。別に、俺はそういうの、迷惑とは思わないし」

「…………」

　隼はや人とにそう言われ、詩愛は恥ずかしそうに口を閉ざしてしまう。

　詩愛がなんだか恥ずかしそうにするので、隼人も無言になった。

　隼人達たちは無言のまま焼却炉にやって来ると、所定の位置に段ボールを積み上げる。

「じゃ、じゃあ、戻るか」

「……え、ええ」

　段ボールを積み終えた二人は、来た道を戻り始める。その道中──

「にゃあああああああ」

　高校の敷地内というのに、野良猫と出会った。猫は隼人の足下へとやって来ると、寄り添うようにして顔を擦こすりつけた。きっと、餌が欲しいのだろう。

「あれ……こいつは……」

「……知ってるの？」

「二日前に、夜中歩いてたら餌をせがまれてさ。食べてた唐揚げをあげたんだけど」

「にゃあああああ」

　猫が再び、隼人の靴にすりすりと頬ほおを寄せてくる。

「すまんな、今は何も持ってないんだ」

　隼人は、猫の頭を撫なでてやろうと手を伸ばした。すると、先日出会った時には夜だったからか気付かなかったが、猫が首輪をしていることに気付く。

「……多分、捨て猫」

「だろうな」

　すると、詩愛が猫を見ながら、遠い目をした。

「……この子、世界に愛されなかったのね」

「愛？」

　詩愛が不思議なことを言ったので、隼人が思わず聞き返す。

「捨てられたってことは、きっとそういうことよ。愛を与えられなかった、ってことだもの」

　詩愛が学生鞄かばんを開き、そこから食べかけのサンドイッチを取り出した。それを千切って足下に撒まき、猫に与える。

「にゃあああ」

　嬉うれしそうに鳴きながら、猫はそれを食べた。

「優しいんだな」

「……あなたに言われたくないわ」

　詩し愛あが、呆あきれるように苦笑いを浮かべて返した。

「……帰る家が無いって、辛いことよ」

　詩愛はしゃがむと、悲しい顔をして猫の顔を撫なでた。猫は嫌がる素振りは見せず、くすぐったそうな顔をする。

「……そうだな」

　だが、だからと言って隼はや人とは猫を飼えなかった。家ではペット禁止だし、当然寮もダメだろう。そもそもルール以前に、他のメンバーの迷惑になってしまう。

「そうだ」

　隼人は何かを思いついたように呟つぶやく。

「藍あい田だ、ちょっとここで待っててもらえるか？」

「……？」




「ただいま」

　隼人は、焼却炉から先程ゴミに出した段ボールを一つと、寮からガムテープとペンとカッター、それから不要になっていたタオルを何枚か取ってきた。

「……それで、どうするの？」

「仮設住宅なら作れるかなと思って」

　隼人は、段ボールの一部をカッターで切り抜くと、箱に組み立ててガムテープで補強した。組み立てられた箱は、猫が一匹中に入っても余裕がある大きさで、カッターで切り抜かれた部分が入口になっている。

　隼人はその中にタオルを敷き詰め絨じゆう毯たんのようにすると、天てつ辺ぺんにペンで「猫です。飼える人はよろしく」と書いた。

「……それ、どこに置くの？」

「非常階段の下に、階段が屋根になった目立たない空間があるだろ？　あそこなら先生にもバレないだろうし、雨だって防げる。学校を徘はい徊かいすれば、猫好きな誰かが餌をくれるかもしれない。俺達たちも餌を持って来やすいしな」

　主人が決まるまでの仮住居にしてくれればいいと、隼人は思った。

「……そうね」

　隼人と詩愛は、非常階段の下に段ボールと猫を運んだ。どうやら猫はその家が気に入ったようで、段ボールの中に入ると、すぐ気持ちよさそうに居眠りを始めた。

　そんな猫の様子を眺めていた隼人は満足そうに頷うなずき、詩愛は──

「……ねぇ、質問があるの」

「うん？」

「……もし、どうしても、この世界を好きになれない女の子がいたとするわ。呼吸をするのも苦しくて、まるで、生きているだけで毒を吸っているかのよう。そういう女の子を目にして、夕ゆう霧ぎり君ならどうする？」

　ボソリと、捨てられた猫のような弱った表情で、隼はや人とに問いかけた。

　隼人は、詩し愛あの投げかけた妙な質問に、戸惑いつつも──

「……放ほうってはおけない、んじゃないか？　わりとお人ひと好よしなんだ、俺」

　詩愛の真剣な様子に、真面目に答えた。

　その返答を聞いた詩愛は、顔を赤くしながら、クスリと微笑ほほえみ立ち上がった。

　そして嬉うれしそうに、隼人に向かって手を振ると、

「その言葉、忘れないでね」

　そう言い残し、正門の方へと駆けて行った。

（……捨て猫、か）

　段ボールの家で、安心したようにすやすやと眠る、捨て猫。

　隼人には何な故ぜか、その猫と詩愛がダブって見えた。





　　　◆






　風呂上がり、隼人は部屋に戻る為ために一階の廊下を歩いていた。

（ふぅ……いい湯だった）

　隼人はこの寮に住むようになって、お風呂の時間を楽しみにしていた。

　湯船は旅館の温泉なみに広いし、オマケに隼人は男なのもあって完全に貸しきりだ。男女共用だが、隼人が入る時間だけ決めて交代制で使っている。

　そうして隼人が、心地良い入浴の余よ韻いんに浸りながら、隼人の部屋がある二階への階段を上ろうとした時──

　──ドタドタドタドタ。

　大おお袈げ裟さな足音とともに、誰かが階段を下りて来た。一段一段、わざわざ階段を踏みつけるようにして歩いているのがわかる。

　隼人が気になって立ち止まり、見上げた。

　すると、そこから足音の主──玲れい奈なが現れる。

「どうかしたのか？」

　隼人が心配して、下りてくる玲奈に声をかける。

「…………」

　だが玲奈は、隼人の言葉に気付かないといった風に、その横を通り過ぎようとする。

（えらく不機嫌みたいだな……）

　触らぬ神に祟たたり無し。隼人はそれ以上気にしないことにする。

「あ……ちょっと待って！」

　だが、いきなり玲奈が振り返って隼人を呼んだ。

「ん？」

「アンタ、数学の成績良かったわよね」

　玲れい奈なの顔は、不機嫌というよりは真顔だった。必死、という感じだ。

「ん？　まぁ、そこそこには」

　隼はや人とがそう答えると、玲奈は難しい顔をして何やらぶつぶつと呟つぶやき始める。

「……いや、でも、こいつになんて……」

「……な、なんだ？　どうしたんだ、一体」

　要領を得ない隼人。玲奈は、隼人に話しかけるようにして、独り言を続ける。

「……あのさ、別に、解けないわけじゃないのよ？　ただ、そう、ちょっと今日は調子が悪くて。だからさ、その……」

「……なんだ？　数学で解けない問題でもあったのか？」

「だから、解けないわけじゃないのよ！　調子が悪いだけ！」

　どうやら、隼人の話はちゃんと聞いていたようだし、隼人の推測も当たったらしい。

　玲奈の様子がおかしな理由は、数学の問題が解けないからのようだ。

「と、とにかく、もしかしたらアンタだったら解けるかもしれないじゃない？　だからさ、ちょっと見てくれないかなって思ってるだけ。ど、どう？」

「いや、別にいいけど……」

　特に断る理由も無いので、隼人は了承する。

「じゃ、じゃあ、付いてきて！」

　玲奈はそう言うと、隼人を連れて自分の部屋に向かう。

　そして玲奈は、自分の部屋まで来るとドアを開き、部屋の中に入って、

「ど、どうぞ……」

　隼人にも中に入るように促うながす。

「……え？」

「な、何よ。私の部屋なんて入りたくないって言うの？」

「いや、そうじゃなくって……」

（俺、男だぞ？）

　隼人はたじろいだが、当の玲奈は気にしていない様子だ。

（まぁ、本人が気にしていないなら……）

　隼人は緊張しながら中へと入る。玲奈の部屋は、六畳間の普通の洋室だった。

　カーテンは可愛かわいらしいピンクで、ベッドの上にはぬいぐるみが並んでいる。一見年相応の女の子らしい部屋に見えた。だが──

（なんだか散らかった部屋だな……）

　床に読みかけの本や、衣類などが散乱している。

「な、なにジロジロ見回してるのよ……」

「いや、ごめん。散らかってるなって……」

「ふぁっ!?」

　隼はや人との言葉に、玲れい奈なは顔を真っ赤にした。

「ゴ、ゴミはちゃんと捨ててるわよ！　整頓が少し出来てないだけで片付けてるし、ふ、不潔ってわけじゃないから！　か、勘違いしないでね！」

　そして必死に弁明を始める。

「あ、あぁ……いや、汚いとか言いたかったんじゃなくて、なんか意外だったからさ。神経質な印象があったというか」

　普段の優ゆう等とう生せいぶりから、玲奈は何もかもが完璧で、部屋も綺き麗れいにしている印象が勝手にあった。

「ふ、普段から部屋を掃除する余裕がないのよ。数ヶ月に一度、まとめてやってはいるんだけどね……」

　つまり、ものぐさらしい。

　と、隼人が部屋を見回していると、床に転がっていた一冊の本に目が留まる。

『奇跡豊胸バスト・ザ・ミラクル　～気になるモデルが教えてくれた衝撃のＬＯＶＥ豊胸術～』

（豊胸……？）

「ああああ、それは違うの！」

　隼人の視線に気付いた玲奈が、大声を上げて本を拾った。そして、隠すようにベッドの下に放ほうり投げると、

「あのね、その、これは間違いなの！　私が胸を大きくしたいんじゃなくて、部活、そう部活の後輩にね、胸を大きくする方法を教えてくれって言われたから──」

　聞かれてもいないのに、玲奈は必死に言い訳を始める。

「わ、わかった、わかったから！　それで、どれだ？　その、わからない問題は」

　あまりに動揺する玲奈を気の毒に思い、隼人が話題を変える。

「あ、う、え、ええっと……こっち来て」

（……胸のサイズ、気にしているのか？）

　ふと隼人は、先日偶然触ってしまった玲奈の胸の感触を思い出す。心地良い弾力に、包み込むような柔らかさと温ぬくもり。別に気にしなくても、十分に魅力的だと思うが──

（って、俺は何を思いだしているんだ）

「こ、これ！」

　玲奈は机に向かい椅子に座ると、開いてあった問題集のページを隼人に見せる。

　隼人は、玲奈が解けない問題を確認した。

「ど、どう……？」

（どれどれ……）

　優等生である玲奈が難しいと言っているのだ、きっとかなり難易度の高い問題なのだろう。そう思い、隼人は気を引き締めて挑む。

（……あれ？）

　だが、隼人にとって難しい問題でもなかったので、するすると解けてしまった。

　以前習った公式を、ちょっと応用してやれば解けるものである。

「え、ええ!?　それだけなの？」

「ああ、これだけだな……」

（そんなに難しい問題には思えなかったのだが……）

「じゃ、じゃあ、こっちは？　ちょっと詰まってたんだけど……」

　玲れい奈なが問題集を捲めくり、他のページを開いて隼はや人とに聞く。

（ええっと、これは……）

　またしても大した問題ではなかったので、隼人はそれを簡単に解く。殆ほとんど悩む時間も必要ないくらいだった。

「な、なるほど……じゃあさ、ちょっと他の教科も聞きたいんだけど！」

　そう言って玲奈が、英語の参考書を取り出した。

　そしてページを開き、隼人に問題を見せる。

（これは……）

　隼人が見せられた内容は、やっぱり難しくないものだ。

「……なぁ、一つ聞いていいか？」

「な、なに？」

「どうしてお前の成績で、こんな問題が解けないんだ？」

「…………」

　隼人の質問に、押し黙ってしまう玲奈。

　顔を俯うつむけ、プルプルと身体を震わせ始めた。明らかに、落ちこんでいる。

（やばっ。まずいこと聞いてしまったかな……）

　そして、玲奈は半泣きで顔を上げると、

「あ、あんまり頭回らないの！　悪い!?」

　怒るようにして言った。

「頭が回らない？　……でも、授業では完璧じゃないか。テストの成績もいいし」

「……せ、先生に質問されて答えられないのがイヤだから、完璧な予習を心がけてるだけよ。テストは勉強すればどうとでもなるわ。だから昼休みも必死だし、今だって……」

　怒鳴っていた玲奈の声が、段々小さく、弱々しいものになっていく。

「じゅ、授業の為ために、問題集まで使って勉強してるのか？」

　玲奈は、ゆっくりと頷うなずいた。

「格かつ好こう悪いの、嫌じゃない。だから、なるべくどんな問題が来ても大丈夫なように、勉強してるの。最近は部活も悠久騎士フレースヴエルグの活動も忙しいから、大変だけど……」

「格好悪いのって……お前、そんなことの為にここまで……」

「そんなことじゃないわよ！　私にとっては大切なの！」

　玲奈が、再び大きな声で即答する。

「勉強だって、運動だって、部活だって、なんでもそうよ！　私は、格かつ好こう悪いのが嫌いなの！　だから、完璧に練習するの！」

（もしかしてこいつ──）

　見み栄えっ張ぱり。

　玲れい奈なは天才なんかではなく、努力家で、天才を演じているだけの──見栄っ張りだった。

「で、でも……こっちが必死に頑張ってるのに、毎回総合成績で、私にストーキングするみたいに順位が一つ上の奴やつがいて。しかもそいつ、いつも余裕そうで」

「あ、ああ。そういう奴いると必死になるよな」

「そいつの名前、夕ゆう霧ぎり隼はや人とって言うんだけど！」

「それで俺のことが嫌いだったのか！」

「そうよ！」

　隼人は、ずっと疑問に思っていた、玲奈に嫌われている理由がようやくわかった。

（ただの逆恨みじゃないか……）

「ああもう、なんでアンタはいつも勉強もせずに成績いいのよ」

「いや、勉強はそれなりにしてるぞ。お前ほどはやってないだろうけど……」

　隼人だって、玲奈に比べれば遠く及ばないかもしれないが、人並みには勉強していた。

　だが、それでも隼人の成績には釈しやく然ぜんとしていないのだろう。玲奈は苛いら立だたしげな表情を浮かべると、隼人の顔をキッと睨にらむ。

「ああもう、どうせ全部バレたのなら！　ねぇ、提案があるわ！」

「な、なんだ？」

　玲奈の凄すごい剣けん幕まくに、隼人は怯ひるんだ。

「胸を触ったことと着替えを見たこと、いつもテストの結果で私のストーキングをしてたこと、全部チャラにしてあげる。その代わり──」

　玲奈が広げていた問題集を持ち、隼人の顔に向かって突き出す。

「私に勉強を教えてっ！」

「……え？」

　玲奈の意外な提案に、隼人は間抜けな声をあげた。





　　　◆






　その日の深夜。

　繁華街の裏路地にて、いそいそと魔術式を描く少女がいた。少女はローブのようなものを着た、不思議な格かつ好こうをしている。

　少女は魔術式を描くと、自分の背丈ほどある巨大な理の欠片ミスリルを中心に突き刺した。魔術式の完成である。

「これで良し、ね……」

　だが、少女は魔術式を完成させておきながら、魔術を実行しない。それどころか──

「反重力飛行レビテーシヨン」

　少女の身体がふわりと地上を離れ、空へと浮かんだ。そして、そのまま高速で空を飛び、魔術式を放置してどこかへと向かう。

　そうして少女が空を飛んでいると、ローブの内側の携帯電話が着信を報しらせる。

　少女は、携帯を取り出し電話に出た。

「……もしもし」

「調子はどうだい？」

　受話器の先から、掠かすれ気ぎ味みの女性の声が聞こえる。

「……ええ、順調よ。今は次の目的地に向かっているところ」

「それは良かった、その調子でよろしく頼むよ」

「…………」

「どうした？　この作戦はキミが望んだものだったろう？」

「……そうだけど……」

「安心していい。この魔術が成功した時、キミの願いは叶えられる。キミの見たくないものは全て消えるよ。間違いなく、ね」

　少女を説得するように、電話の主は言った。

「それとも何か、心残りでもあるのかい？」

　少女は答えに困った。心残りは無い。ただ、迷いが生じただけだ。

（もしかするとこんなことをしなくても、まだ──）

　だが、少女はすぐに考え直す。望んではいけない。期待すると、裏切られる。

「……いえ」

「そうか、であればいいさ。キミはキミの為すべきことをやればいい。世界を、キミが望む正しい姿に変えればいい。それこそが我々魔術師ウイザードの目的であり、理パーマネントに与えられた使命だ」

　少女はわかっていた、この魔術師ウイザードは決して良い人ではない、と。

　だが、少女にとって正義や悪なんてどうでも良かった。むしろ、正義こそが毒のように思えることもある。

「魔王ロキの正体も確信した、後は手て筈はず通りに進めるだけだ。我々、創世の執行者ニーズヘツグは──」

「──新世界の為ために」

　少女はそう答えると、頭上の月を見上げる。

　今日も月は、当然のように美しく輝いていた。





■第五章　無欠の優ゆう等とう生せい







　風かざ見み玲れい奈なは不器用だ。

　他の人間が少しやれば出来るようなことを、玲奈は頑張らないと達成出来ない。

　そんな彼女だったから、幼い頃の成績は散々なものだった。

　算数のテストだって、五十メートル走だって、いつでも彼女の成績はどん底。難なく良い成績を収めてしまうクラスメイトを羨せん望ぼうし、嫉しつ妬としてしまうこともよくあった。

　ある日そんな玲奈に、彼女の父が言った。

「足りない分はね、頑張るしかないんだ。届かないなら他の子の何倍も頑張ればいい。玲奈なら出来るよ。なんたって、僕の子だからね」

　玲奈は父のことを尊敬していたし、大好きだった。

　だから玲奈はその言葉を受けて頑張った。素晴らしい自分を描き続けた。

　そうしてある日、玲奈は約束をした。

「見ていてパパ。私はパパにとって、いつまでも最高の娘であり続けるから」

　──それは、もう居ない父との約束だった。





　　　◆






　夕食後、一同が揃そろった食堂にて、リピカがおかしなことを提案した。

「今日はみんなでお風呂じゃな」

「「「「……は？」」」」

　リピカの言葉に、一同は間髪を容れず、声を揃えて疑問を返した。

「なんじゃ、驚いたような顔をして。一緒にみんなで風呂と言っておるだけじゃ」

「ちょ、ちょちょちょっと理事長！　何を突然わけのわからないこと言い出してるんですか!?」

　玲奈が突っ込む。

「え……ええっと……お疲れ、ですか？」

　琴こと美みが呆あきれながら続いた。

「……理事長がおかしくなった」

　あかりも心配している。

「失礼な、ワシは正常じゃ。一昨日の戦いで出来た腕の傷があるじゃろう？　あれを治す為ために、一緒に風呂に入ろうと言っておるのじゃよ」

「腕の傷？」

　隼はや人とは、ガーゼとテーピングをしている自分の手を見た。先日、悪バ魔グと戦った際に出来た傷である。

「そうじゃ。まだ完治しておらぬじゃろ」

「ええ、でも……それとみんなと一緒にお風呂に入ることとが、どう繋つながるのかわからないんですが……」

「ワシが不老不死なのは知っておるじゃろう？　これは、体内にある〈不死の蜂蜜酒アスラミード〉と呼ばれる、特殊な理術具アーテイフアクトのお陰なのじゃ。そしてこれは、蘇そ生せいの力を持っておる」

　リピカが説明する。

「ワシが湯船に浸つかれば、その理術具アーテイフアクトから溢あふれている蘇生の効力が、お湯に混じって浸しん透とうするのじゃよ。つまり、ワシと一緒にお風呂に入れば、肉体の損傷やエーテルが回復するのじゃ」

「そ、そんな力が……って、待ってください。それでどうしてみんなとお風呂にって話になるんですか！」

「なんじゃ、ヌシはワシと二人きりで入りたいのか？」

「いやいや、そういう話じゃ──」

　と言おうとして、隼はや人とは、みんなと入らなければリピカと二人きりになることに気付く。

（た、確かにそれはまずい……）

「ワシは別に二人きりでもいいけどのう。じゃったら、やっぱりそういうことに──」

「待って待って！　それはまずいでしょ！　この寮で何か間違い起こったりしたら、私達たちだって住みにくくなるわけだし！　だ、だだ、だったら」

「だったら、何じゃ？」

「わ……わ、わ……わわ、私も入るわよ！」

（ええっ!?）

　玲れい奈なが、顔を真っ赤にして叫んだ。しかも、半泣きになっている。

「い、いや、風かざ見み、泣きそうになるくらいなら無理しなくても……」

「む、無理じゃないわよ！」

　玲奈が声を荒らげて、必死に主張した。その様は、どう見ても無理をしている。

「ちょ、ちょっと玲奈ちゃん。じゃ、じゃあ、その……私も付き合います。二人だけだと、隼人君が暴れた場合に心配ですし」

「あ、暴れるって、何もしませんよ!?」

「お、男の人が、女の人と二人でお風呂に入るのはケダモノになる為ためだって、ち、小さい頃、何度もお祖じ父いちゃんに教えられたので……」

　琴こと美みが恥ずかしそうに、もじもじとしながら言った。

（い、一体どんな教育を受けてるんだ……!?）

「……じゃあ、あかりも」

　あかりも、頬ほおを赤らめて続いた。

「……え？　え……あかりちゃんまで？」

「ほら、他の三人もみんながいいと言っておる」

　リピカが、邪悪な笑みを浮かべた。




　寮のお風呂は、小さな銭湯くらいの広さだった。

　大理石の床に、いくつかの身体を洗うスペース。そしてその奥には、六人くらいなら足を伸ばして浸つかることの出来る湯船がある。

　隼はや人とは一人、先に湯船に浸かっていた。まさか一緒に脱衣所まで使うわけにはいかない。

（しかし、一緒にお風呂なんて……ここ、一応学生寮だぞ）

　まぁ、一緒の寮生活どころか、毎晩一緒に寝ているのだ。その時点で、学校としての倫理観なんてあったものではないが。

「まぁ、なるようになれだ」

　当然裸で入ると問題なので、水着を着用して湯船に浸かってはいる。

　ほどよい温度のお湯に浸かると、温ぬくもりが身体に浸しん透とうする。身も心も癒やされていくのがわかった。

　そうして隼人がくつろいでいると、ガラスの引き戸を挟んだ向こう側、脱衣所から声が聞こえてくる。

「や、やっぱり、ほ、本当に入るんですか？」

　玲れい奈なの声だ。先程は入ると宣言はしたが、流石さすがにこの状況に戸惑っているらしく、躊ちゆう躇ちよしているようだった。

「当たり前じゃ。それともヌシは止めておくか？　他の二人はどうする？」

「こ、ここまで来て、入らないって選択はないです……」

「……あかりも」

「じゃ、じゃあ、私も入るわよっ！」

　一際大きな声で、玲奈が言った。

「……でも、私達たちも一緒に入るの久々ですよねぇ。最近はあまり一緒に入らなかったし。あ、そう言えば玲奈ちゃん、ちょっとは胸大きくなったのかな？」

「そ、そんなすぐに成長するわけないですよ！　大きいからって嫌いや味み言わないでください！」

「……は、も、もしかして隼人君に揉もまれてたから、あれで大きくなってたりとか。男の人に揉まれると大きくなるって、聞いたことが……」

「しないです！」

「なんじゃ玲奈、もう隼人とそういう仲に進んだのか？」

「違います！　あれは不幸な事故で──」

（おいおい、こっちまで全部聞こえてるぞ……）

　隼人の心音が速くなる。

　気まずさのあまり、隼人は浴場から逃げ出したくなっていた。つい、外に出られる浴場の窓を確認してしまったが、本当に逃げるわけにもいかない。

「玲れい奈なちゃん、また縞しま々しま模様なんですね～」

「……気に入ってるんだから仕方ないんです。先輩こそ、相変わらずエッチな下着穿いてますね。黒レースとか、高校生の穿くものじゃないですよ」

「わ、わ、これはエッチなの穿いたつもりじゃなくって……その、大人っぽい柄が好きだから……」

「あかりは苺いちご柄じゃのう」

「……可愛かわいいのが好き」

（だから、こっちまで聞こえてるってば！）

　隼はや人とは、黙ってタオルを湯船に浸けると、それで何度も顔を拭いた。我を保つ為ためである。

「って理事長、そのまま入るんですか!?　玲奈ちゃんとあかりちゃんも！」

「いいじゃないか。わざわざきるのはめんどくさいじゃろ」

「……うん」

「あんまかわんないわよ」

（えっ──!?　あの三人、まさか裸で──!?）

　脱衣所から何やら不穏な声が聞こえたので、ついそっちを向いてしまった。その時、

　──ガラガラガラ。

　脱衣所と風呂場を繋つなぐ引き戸が開いた。

　そして、そこには──

「ダメです、ハサミはありますから待ってください！　値札は切って入らないと～！」

　きちんと水着を着用して、風呂に入ろうとしていた四人の姿があった。

「むぅ。めんどくさいのう」

（な、なんだ、値札の話か。……って、そりゃそうだよな）

　どうやら水着は新調したばかりらしい。琴こと美みが脱衣所に備えてあったハサミを使い、三人の水着から値札を切る。

　そうして、水着姿の四人が湯船に近付いてきた。

「……は、隼人君、湯加減はどうです？」

「ま、まぁまぁですね」

　琴美は、布地の狭い黒のビキニを着用しており、水着とはいえそれにしても露出の高い格かつ好こうだった。下に関しては、かなりギリギリのところまで生地を股に食い込ませている。

　数日前の戦闘時はよく見ることが出来なかったが──恥じらう様子に反して、随分と大胆な水着だ。引き締まったウエストに、全体的に肉付きの良いボディライン。

　特に、覆い隠す衣類が無くなった彼女の胸は、はち切れんばかりに膨らんだその全貌を露あらわにしていて、深い谷間を強調していた。

「しかし、役得じゃのう隼人。偶然とはいえこんなことになるとは」

「……理事長が言い出したんじゃないですか」

　リピカは、花柄のワンピースを着用しており、小柄な体格も合わさって凄すごく子供っぽい雰囲気だ。

　胸もやっぱりなだらかで、ほぼまな板同然だったりもするが、これはこれで需要が高そうな感じに見えた。

「なにか失礼なことを考えておらんか？」

「いえ、そ、そんなことは……」

　隼はや人とがごまかしていると、今度は、あかりがすいっと前に出てきて、ゆっくりと回りながら水着を見せつける。

「……隼人、あかりの水着、どう？」

　あかりは、オーソドックスな白の三角水着を着ていて、普段通り可か憐れんな印象だ。

　小柄な体格の割に案外胸もあって、サイズは玲れい奈なよりも大きい。また、綺き麗れいな形を維持しつつも張った骨盤を持ったお尻は、とても魅力的な形をしていた。

「ええっと……似合ってるよ」

「……良かった。男の人の意見の方が、参考になる」

　どうやらあかりは、新調した水着の感想が聞きたかったようである。

「……な、何か変なことしたら本当に怒るからね！」

　玲奈は、赤と白のボーダー柄のビキニを着用していた。胸はやや控え目だが、それもまた清せい楚そで可愛かわいい。そしてなにより、彼女が魅力的なのは太ふと股ももだった。

　健康的に発達した肉付きの良い太股が、引き締まった腰と尻から流れるようなラインを形成している。

「って、言ってるそばからイヤらしい目線ね……」

「あ、す、すまん。そういうつもりじゃなかったんだが……」

「じゃが、見み惚とれていたと」

　肯こう定ていも否定もせず、隼人は四人から目を逸そらす。

「これだから男って……」

「……ま、まぁまぁ。女の子の水着には男の子を引き寄せる引力がある、らしいですから。お祖じ父いちゃん曰いわく、女の水着は男にとって宇宙みたいなもの、らしいですし」

　女性陣四人が、ゆっくりと湯船に入って来る。

　みんな横一列に並ぶように浸つかり、正面の壁を向いた。

「はぁ、極楽極楽じゃ」

　そうしてしばらく、お風呂の心地良さに身を委ねる五人。

　水着とはいえ、女の子四人と一緒に湯船に浸かっているという事実が、隼人をドキドキさせた。

「そ、そういえば先輩」

「うん？」

「先日質問した、悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードの違いについてですが……」

　隼人は、あまり変なことを考えないようにしようと、琴こと美みに真面目な話題を振った。

　それに、結局聞けずじまいになっていた話題である。せっかくなので聞いておきたい。

「ああ……そうですね。そのことについても、話しておいた方がいいかもしれません。いいですよね？　理事長」

　琴こと美みの質問に、リピカが首を縦に振る。

　琴美は「こほん」と軽く咳払いをすると、説明を始める。

「ええっと、じゃあ……魔術師ウイザードも悠久騎士フレースヴエルグ同様、理パーマネントに選ばれた存在っていうのは、先日話しましたよね？」

「ええ」

　その違いはただ、どちらになったか。あの時琴美は、そう説明していた。

「そのどちらになるかっていうのは、明めい確かくに決められているわけではないんです。例えば、環境であったり、状況であったり……本人の性格や資質であったり。理パーマネントを拾ってすぐ、悠久騎士フレースヴエルグに発見されて勧誘されれば、そうなっちゃうでしょうし」

「もしくは、おヌシみたいに悠久騎士フレースヴエルグの家系に生まれていたりすれば、な」

　リピカの補足に、琴美が真面目な顔で頷うなずいた。

「……悠久騎士フレースヴエルグの家系？」

「そういうものもあるんです。歴史の中で、悠久騎士フレースヴエルグとして生まれる因果を持ってしまった家系。私の家系がそれです」

「……そんなのもあるんですね」

　隼はや人とは感心する。

「その逆も然しかりです。魔術結社に勧誘されたり、魔術師ウイザードの家系に生まれたり。後は、故人が残した書籍や伝聞なんかを頼りに魔術を研究して魔術師ウイザードになるケースもありますが……最近は少数派ですかね。他には……」

　琴美が、ちょっと言いにくそうな、深刻そうな顔をする。

「一度、悠久騎士フレースヴエルグに所属した後に、魔術のことを知って裏切ったりとかも……まぁ」

（……裏切り……そういうこともあるのか）

「まぁ、その差について詳しくわかっておる人間など誰もおらん。ただ、わかっておるのは、理パーマネントは何かを変えたいと思っている人間を選んでいる傾向にあるってことじゃの」

「……変えたい？　何をですか？」

「色々じゃよ。自分だったり、世界であったり。じゃから、悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードの資質に差があるとすれば、その変えたいの方向性かのう。後は巡り合わせじゃ」

　何かを強く、変えたい気持ち。

（でも、それって──）

「魔術師ウイザード、沢山増えそうですね」

「だから、そうなっちゃう人が沢山いるんです」

　魔術師ウイザードは因果を変えようとする存在なのに対して、悠久騎士フレースヴエルグは因果を守ろうとする存在。

　つまり、わかりやすく変えるのは、魔術師ウイザードの方である。

　と、そこで隼はや人とは思った。

（今の話によると、俺も何かを変えたいと思っていることになるけど……）

　しかし、隼人は変えたいことが浮かばなかった。自分なり世界なりに対して、些さ細さいな欲求ならいくらでもある。でも、これといった決定的な理由は思い浮かばない。

「……（つんつん）」

　と、隼人が考え込んでいると、あかりが隼人の腕をつついた。

「うん？」

「……玲れい奈なが大変」

　あかりの言葉に、他の三人は一斉に玲奈を見る。

　すると、のぼせあがって顔を真っ赤にした玲奈が、身体を左右に揺らしながら倒れかかっていた。

「きゃっ！　大変玲奈ちゃん！　のぼせちゃってる！」

「そう言えば玲奈は、風呂に浸つかるとすぐのぼせるんじゃったのう……」

　琴こと美みは悲鳴をあげ、リピカは呆あきれるように言った。

「おい風かざ見み！　キツイなら先に上がれよ！　何やってんだ！」

「いや、だ、だって、みんな真面目な話してたから抜けだしにくくって……」

「いいからほら！　湯船から出ろ！」

「う、うん……」

　身体をふらつかせながら、ゆっくりと玲奈が湯船から立ち上がろうとする。

　だが、その瞬間玲奈は、立ちくらみを起こして──

「危ない！」

　隼人はすぐに立ち上がり、両手で倒れる玲奈を支えようとした。

　片方は無事玲奈の片腕を掴つかみ、彼女を支えることに成功したが、もう片方の手は──

　むにゅっ。

「……え？」

　隼人は、予想外の柔らかい感触に、思わず間抜けな声をあげる。

　柔らかい肌に、弾力のある肉の感触。

　隼人はこの感触を知っていた。そう、これは間違いなく──

「な、な、な……ななななななな！」

　意識が朦もう朧ろうとしていた筈はずの玲奈が、急に目を見開いた。

　そして──

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉」

　目に涙を滲にじませながら、震える剣を振り上げる。

　風見玲奈、状態異常、混乱。

「おい、ちょっと待て。今みんなでお風呂に入ってるから他のみんなにも迷惑に……っていない!?」

　湯船を見ると、いつの間にか他のみんなが消えていた。

「そろそろ良い時間じゃから、ワシらは上がっておくの」

「……お先」

「じゃ、じゃあ、私達たちは先にあがってますね！」

　そう言って、ピシャリと引き戸を閉めてしまう琴こと美み。

「って待ってください！　三人が脱衣所で着替えてたら、俺あがれないですよね！　って風かざ見みも、なんで剣振り上げてるんだよ!?　俺は悪くな──」

　玲れい奈なが、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を思いっきり振り下ろした。





　　　◆






　風呂から上がった後、隼はや人とは玲奈の部屋の前にいた。

（気が重たいな……）

　先程起こったばかりのアクシデントを思い出し、隼人は大きな溜ため息いきを吐く。

　だが、勉強を教えると約束している以上、無視するわけにもいかないだろう。

　──コンコン。

「居ません」

　すぐに、拒絶の言葉が返ってきた。

「……帰った方がいいか？」

　扉の向こうで、しばし玲奈が無言になる。

「……や、約束破る気？　い、いいわよだったら！　一人で勉強するし！　か、帰りたいなら勝手に帰っちゃえばいいじゃない！」

　どうやら入って来いということらしいので、隼人はドアを開けた。

　隼人は部屋に入ると、その様子を見ていた玲奈と視線がぶつかる。

　玲奈の顔は真っ赤で、まだ怒りは静まらないようだった。

「な、なんでアンタは、いつもいつも私の胸を揉もむの？」

「別に、揉みたくて揉んでるわけじゃねーよ……」

「も、揉み甲が斐いが無くて悪かったわね!?」

「そんな話はしてないだろ!?」

　怒っている玲奈を放ほうっておいて、隼人は部屋の中へと入っていく。

　すると、隼人はあることに気付いた。

「……あれ？　部屋、片付けたのか？」

「だ、だって、アンタ来るって言ってたじゃない。……あ、いや、違うっ！　そうじゃなくって、たまたま、そろそろ部屋を掃除する時期だったって言うか……」

　つまり、わざわざ隼人の来らい訪ほうに向けて片付けたらしい。

　そのことに隼人はなんだか嬉うれしくなって、つい笑みを漏らしてしまう。

「な、なによ……」

「……いや、ごめん。なんでもないよ」

「ふ、ふんっ！」

　玲れい奈なは不機嫌そうにしながらも、椅子をずらして机のスペースを半分空ける。

「こ、ここ、使っていいわよ？　アンタも勉強するでしょ？　椅子は、ベッドを使うと丁度いい高さになると思う」

「ああ。じゃあ使わせてもらう」

　玲奈の心遣いに甘えながら、隼はや人とはベッドに腰を下ろす。

「……悪かったわね」

「ん？」

「また、怒っちゃって。アンタ悪くないのに……」

「え？」

　予想もしなかった玲奈の謝罪に、隼人は呆あつ気けに取られる。

「な、なによ。なんでそんなに驚くのよ」

「いやだって、怒ってると思ってたから……」

「お、怒ってるわよ！　胸触られたことには怒ってるけど、アンタが悪くないのもわかってるから、謝ってるの！」

　矛盾したことを言う玲奈に、隼人は一瞬キョトンとするが、笑いながら謝り返す。

「そっか、こっちこそゴメンな」

「……ふんっ！」

「まぁ、わからないところがあったら言ってくれ。俺も宿題してるからさ」

　そう言うと隼人は、玲奈と同じ机に向かってノートを開く。

　同じ机に向かい合っていることになるので、自然と二人の距離が近くなった。

（って、しかしこれは……）

　昨日、了承する時は何も思わなかったが、いざ机に向かってみてわかった。

（緊張するな……）

　隼人は宿題を進めようとするが、女の子と二人同じ部屋、机で勉強するという状況になかなか落ち着かない。あまりに気になるので、チラリと玲奈の方を窺ってみる。

　すると、玲奈と目が合った。

「「あ……」」

　恥ずかしくなって、二人とも何も言わず、ごまかすようにノートに視線を移す。

「な、なんでこっち見てるのよ……」

「か、風かざ見みこそ……」

　二人の間に沈黙が走る。

　隼人は上の空のまま、ノートに適当な文字列を書いては消しゴムで消すという無意味な行動を何度も繰り返した。

　気まずく、息苦しい静寂の空間。部屋にはペンの走る音しか聞こえない。

「ね、ねぇ！　ここなんだけど……」

　そうしていると、沈黙に耐えきれなかったのか、玲れい奈ながわざとらしく隼はや人とに質問した。

「こ、ここはだな、こっちの式を、こうして……」

　隼人は、玲奈の質問に答えようと身を乗り出し、ノートに解法を書こうとする。

　すると「こつん」と、隼人の頭が玲奈の頭にぶつかった。

「「あ……」」

　二人はそのまま、間近で視線と声を重ねると、

「「ご、ごめん！」」

　慌てて、触れ合う頭を離した。

「じゃ、じゃあ、今度こそちゃんと教えるから」

「う、うん……」

　そう言って隼人が、再び玲奈のノートに解法を書き込む。すると玲奈は、それを見ながら、恥ずかしそうに頬ほおを紅こう潮ちようさせて、隼人に上目遣いを向けた。

「……あ、あのね……」

「な、なんだ？」

「……あ、ありがとう、勉強教えてくれて。そ、その……ア、アンタに勉強教えて貰もらってると、な、なんだか楽しい」















　玲れい奈なが言い終えた瞬間、ボッと火が付いたようにますます顔が真っ赤になった。玲奈はすかさず隼はや人とから顔を逸そらすと、恥ずかしさのあまりわなわなと身体を震わせる。

（な、なんでこいつ、急にしおらしくお礼なんて……）

　隼人は、そんな玲奈の言葉に何な故ぜか恥ずかしくなり、

「……お、俺も楽しいよ。お前に勉強教えてると」

　顔を真っ赤にしながら、ガチガチの引きつった声でそう返した。

「……そ、そう言って貰もらえると、教わり甲が斐いがあるわね」

　玲奈も緊張した様子で、そう返す。

　二人はそれから、決して視線を合わせないように、自分の勉強に没頭した。




　しばらくすると、やがていい時間になった。

「ん、んじゃ、そろそろ夜も遅くなって来たし、俺は部屋に戻るよ」

　隼人が玲奈に、部屋に帰ることを告げて立ち上がった。

　玲奈が隼人に勉強のお礼を言って以降、二人は妙な雰囲気のままだったので、隼人の言葉はどこかぎこちない。

「あ……ちょ、ちょっと待って！」

「うん？」

　だが、隼人は玲奈に呼び止められる。

「わ、私、ちょっとだけ外に涼みに出ようかと思ってるの。だから、少しだけ付き合わない？　……は、話したいこともあるし」

「……え？」

（話したいこと？）

　隼人は、玲奈の突然の意味深な言葉に、胸を大きく弾ませる。

（な……何を話したいって言うんだろう……ま、まさか……）

「わ、わかった」

　二人は一緒に部屋を出て、そのまま寮の中庭へと向かった。

「……い、今から話すこと、絶対他の人に言わないでよ！」

「あ、あぁ」

　ドクンと、隼人の胸が大きく音を鳴らした。これはまさか──

（告白？　いやいやそんなわけないだろう。何を自惚うぬぼれているんだ俺は）

「わ……私ってね、月が好きじゃないの」

　だが、玲奈が切り出した話題は、予想外なものだった。

（や、やっぱり違ったか……）

　隼人は玲奈の言葉に、安心したような残念なような、複雑な感情を覚える。

「……なんだか傲慢じゃない？　何も努力せずに綺き麗れいで、みんなにちやほやされて……ズルイって言うかさ」

　玲れい奈なが、遠い目をして月を見上げた。今日は満月だ。

「……妬ねたんでるってことか？」

　隼はや人とが聞くと、玲奈が苦笑いを浮かべる。

「そう。昔から、嫉しつ妬と深ぶかいのよ私。知ってるでしょ？　一つ上の成績の男子を勝手に敵対視してたり……」

「……ははは」

　自分のことを言われ、今度は隼人が苦笑いを浮かべる。

「でも、そんな自分が嫌いだから、剣道を始めた。ほら、武道をやってたら心が鍛えられるって言うじゃない？」

　そう言うと、玲奈は理パーマネントを出現させて、それを振り上げた。

「そうしてね、いつか変わりたいの。本当に格かつ好こう良い私に」

　──変えたい。

　先程お風呂で隼人が受けた説明によれば、変えたいという気持ちは理パーマネントに選ばれる条件だ。

　玲奈が、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を、剣道の素振りのように振り下ろす。

「そして、そんな自分を天国のパパに見せてあげたい」

「……天国ってことは……？」

「亡くなったの、小さい頃にね。すっごく尊敬出来る人だった。だから私はパパに褒められたくて、認められたくて、頑張れた。パパの背中に追いつきたいって、思ってた」

　玲奈は理パーマネントを仕し舞まうと、手の平を夜空に向かって伸ばした。

　そして、掴つかむような仕草をして見せる。

「でもね、時々パパが鬱陶しく思うこともあった。パパはパパだから出来るんだって。優秀だから頑張れるんだ、ズルイんだって。──そう、パパはね、私にとって月に似てた」

「……それってさ、お前、月のこと好きなんじゃないのか？」

「パパだって、尊敬出来るけど別に好きじゃないわよ。娘の成長も見守らずに勝手に死んじゃうし、バカみたい」

　不機嫌そうに、玲奈は言った。

「……でもね。私は、嫌いだからこそ、あの月みたいになりたい。いや、違うわね。嫌いで仕方がないからこそ、最終的にはあの月を──越えたい」

（越えたい……か）

　玲奈が月を、笑顔で見上げる。『無欠の優ゆう等とう生せい』の顔だった。

「そ、それだけ。そういう話、ちょっと聞いて欲しくなっちゃって」

　変なことを言う奴やつだなと、隼人は思った。

　でも、間違いなく──

「……風かざ見みって、つくづく凄すごいよな」

「ふぇ!?　何言ってるの!?」

　嫌いだからこそ、越えたい。格かつ好こう良い自分に、変えたい。

（努力の天才、か）

『無欠の優ゆう等とう生せい』、風かざ見み玲れい奈な。彼女は決して無欠などではなかった。

　ただ、ひたすらに高みを目指し、理想的な自分に変えたいと願う、そんな少女だった。





　　　◆






　翌日の昼休み、隼はや人とは玲奈と学校中庭のベンチに来ていた。

　先日、玲奈と昼食を食べた場所で、席も同じ場所だ。

　どうやらこの場所が、玲奈の定位置らしい。

「はい。これ」

　玲奈が鞄かばんから弁当箱を取り出し、隼人に差し出した。

　特に飾りっ気もない、男らしいメタルカラーのお弁当箱。

　長方形のケースの天てつ辺ぺんには、箸を差し込む窪くぼみが付いている。

「本当につくってくれてたのか……」

「そ、そりゃ、わざわざ嘘うそをつくわけもないでしょ」

　持参の弁当箱であり、つまりこれは玲奈のお手製弁当だ。

　玲奈が突然、弁当をつくってくれると言い出したのは朝方のことだった。

「あ、た、ただのお礼だからね！　勉強教えてくれたお礼！　変な勘違いしないでよ！」

「わ、わかってるよ、勘違いなんてしてないって！　でも、なんで弁当なんだ……？」

「……アンタが、『女の子のお手製弁当は嬉うれしいもんだ』って言ってたから……」

　玲奈がボソボソと、隼人にも聞こえない声量で言った。

「うん？」

「な、なんでもないわよ！　そ、それとも迷惑だった？」

　玲奈が照れるように、隼人から顔を背けながら聞いた。

「い、いや、嬉しいよ。凄すごく嬉しい」

「ほ、本当？」

「あ、ああ。風見が俺の為ために何かしてくれたってだけでも、凄く嬉しい」

「良かったぁ……って、アンタ何恥ずかしいこと言ってるのよ！　バカバカバカ！」

　玲奈はにぱぁっと満面の笑みを浮かべた後、真っ赤な顔で隼人を殴ろうとしてきた。

「お、落ち着けって。それよりさ、これ、開けていいか？」

「ど、どうぞ」

　暴れると弁当がこぼれると思ったのだろう。冷静になった玲奈が弁当箱の蓋を開けるよう促うながす。

「こ、これは……」

　そこには女の子らしく彩られた、見た目も綺き麗れいな弁当が詰まっていた。

　弁当箱の外周には卵焼きや冷食の揚げ物、ミニトマトといった、オーソドックスなおかずが。中央には食欲をそそる鶏そぼろが、白米の上に敷き詰められている。

　そして、そのそぼろの上。そこには器用に文字の形に切り抜かれた焼やき海の苔りが置かれ、それを使ってメッセージが書いてあった。

『ありがとう』、と。

「この文字……」

「が、頑張ったんだからね、切り取るの！」

　きっと、わざわざこの面積に合うようにサイズを測ったりして、海苔をカットするだけでも大変だっただろう。

「で、でも、アンタには感謝してるから……。な、なによ、文句あるの？」

「い、いや。嬉うれしいけど……」

　玲れい奈なの可愛かわいい行動に、耐えきれず悶もん絶ぜつしそうになってしまう隼はや人と。隼人は、心の中で大きく深呼吸をして心を落ち着かせた。

「ほ、他も頑張ってるでしょ？　先輩に教えてもらったの。揚げ物なんかはまだ冷凍だけど……ほ、ほら、食べなさいよ」

「あ、あぁ……」

　隼人は、おそるおそるそぼろご飯を口に入れた。

「ど、どう……？」

　心配そうに隼人の顔をうかがってくる、玲奈。

「……うん、まぁまぁ……いける」

　恥ずかしそうに、隼人は答えた。

「まぁまぁ？　そんなに悪くないってこと？」

　やっぱり不安そうな声で、玲奈が聞いた。

「いや、そうじゃなくて……ええっと。普通に美お味いしい。そぼろの塩加減が丁度いいよ」

「ど、どっちよ！　美味しいのか美味しくないのかハッキリしなさいよ！」

「だ、だから、美味しいって。お世辞抜きにさ」

「う、嘘うそついてたら怒るわよ？」

「だから、本当だってば。その……美う味まいよ。いや、本当の、本当に」

　他のおかずも食べながら、隼人はそう答えた。

　ちょっと濃い目に味付けされているが、それが冷や飯に合って丁度良い。

　卵焼きも、形こそ悪いものの味付けは隼人好みに仕上がっている。

　欠点と言えば、『ありがとう』と書かれた海苔の部分を食べるのが、惜しくなってしまうことくらいだろう。

「よ、良かった。そう言ってもらえると、朝から頑張った甲か斐いがあったってものよね」

「いやほんと、ありがとな。十分すぎるお礼だよ」

　隼人が、やっぱり恥ずかしそうに、でも素直にお礼を言った。

「そ、そっか。じゃあ、また頑張る」

「また作ってくれるのか？」

「ま、まぁ、気が向いたらね」

　隼はや人との様子を眺めていた玲れい奈なが、ようやく鞄かばんから自分の弁当箱を取り出した。

　蓋を開けると、隼人のものと同じ内容の弁当が出てくる。流石さすがに海の苔りの文字は無かったが、それ以外はまったく同じだ。どうやら自分の分も作ったらしい。

「……あ、ほんとだ、結構美お味いしい」

「だろう？」

「味見はしてたけど、不安だったから。良かった」

　ホッと、嬉うれしそうに感かん嘆たんの声を漏らす玲奈。

「……そうだ。今日の放課後って暇？」

「うん？　暇だけど」

「じゃあさ、ちょっと買い物に付き合わない？」

「外に出るってことか？」

「一人じゃなきゃいいんでしょ？」

　誰かと一緒であれば問題ない、リピカはそう説明していた。

「そうだけど。部活は？」

「今朝から道場が改修工事なの。明日からしばらくは近場の道場を借りて練習するって話だけど、今日はお休みなのよ。だから、本屋で参考書買おうかなーって思ってて」

「……待った、お前は貴重な休みに参考書を買うのか？」

「うん？　何か変？」

　大分変だったが、つっこんでも仕方がないので隼人は黙っておくことにした。

　それに、隼人も本屋に用事があった。集めていたコミックスの新刊が出ている筈はずなのだ。

「わかった。付き合うよ」





　　　◆






　放課後、隼人と玲奈は本屋の参考書コーナーに来ていた。

　学校から徒歩十五分くらいの距離にある、繁華街で一番大きな本屋だ。

　隼人はそこで、玲奈の参考書を選んでいた。隼人の方が要領がいいから良い物を選べる筈だと、玲奈が言い出したのだ。

「で、で、私が今買うなら、どれがいいと思う？」

「教科は？」

「一応、全部。全ては買えないと思うけど……」

　欲張りだな、と隼人は内心苦笑いをする。

「……暗記物は強いから、数学か現国かな。反復学習用の問題集なんかがいいと思うけど、そうだな……」

　隼はや人とは、玲れい奈なに合ってそうなものをいくつかピックアップしてやる。

「この中からいくつか買えばいいんじゃないか？」

「どれがいいの？」

「……全部俺が選ぶのか？」

　隼人は呆あきれながらも、目を輝かせて期待する玲奈を裏切るわけにもいかず、その中からさらに絞ってやることにする。

「すっごいのお願いね！　誰でも理解出来るくらいに丁寧で、一冊やったら他の勉強が必要なくなるくらいのやつ！」

「ねーよ、そんなの……」

　玲奈の無む茶ちや振ぶりに、隼人は溜ため息いきをついた。そもそも、良い参考書なんて学習状況や本人との相性によって変わってくる。他人に合ってる物を選ぶなんて難しい。

「自分で選ぶと、いつも一時間以上悩んじゃうのよね。ほんと、アンタが付き合ってくれて助かったわ」

「……優柔不断すぎるだろ、それは」

　二人（というより隼人）は玲奈の参考書を選ぶと、今度は隼人の用事でコミックスのコーナーへと向かう。隼人はお目当てのコミックスを見つけると、それを手に取った。

「ねぇ、それって面白いの？」

「人によると思うけど……俺にとっては面白いよ」

「ふぅん。じゃあ、今度貸して貰もらってもいいかしら」

「ん？　いいけど、読みたいのか？」

「だって、アンタが好きなんでしょ？　ちょっと気になるじゃない」

「……え？」

　玲奈がさらりと、解釈に困る発言をする。

「え？　あ、ああ、違う！　違うの！　そういう意味じゃなくてっ！　……えっと、ほら、その、男の子ってどういう漫画が好きなのかなって、気になっただけで！」

「あ、ああ。そ、そういうことか」

　友達がいない玲奈のことなので、普段男子がどういう本を読むのか気になっていたのかもしれない。隼人はそう解釈した。

「じゃ、じゃあ、とりあえずレジに行こうか」

「う、うん」

　二人はレジへと向かうと、精算を済まして店を出る。

「で、この後どうするんだ？」

「んー……折せつ角かく繁華街まで出てきたのに、このまま帰るってのも勿もつ体たいないわよね。ちょっとだけお茶して帰らない？　久しぶりに行きたい店があるの」

「わかった。付き合うよ」

　人通りの多い繁華街を歩き、二人は目的地である喫茶店を目指した。

　繁華街にはゲームセンターやカラオケ、ジャンクフードをはじめとした飲食店等が並んでいる為ため、夕方になると若者でごった返した。

「ここね」

　やがて、お目当ての喫茶店が見えた。まるで、童話に出てくるお菓子の家のような、メルヘンチックな店構えだ。

　店内に入ると、チョコレート色をした木のフローリングに、白木色のアンティークな木製テーブルが見えた。店の中央の一番目立つ位置には、テントウムシの形をした柱時計が飾られている。

　二人は席に着くと、まずメニューを捲めくった。そして、注文を取りに来た店員に、隼はや人とはホットコーヒーを、玲れい奈なはメロンソーダを頼む。

「客、多いな」

「店の雰囲気がいいでしょ？　人気店なのよ。ほら、うちの学校の生徒も多い」

　玲奈の視線を追うと、うちの学校の女子達たちが集まり、話に花を咲かせていた。

「お待たせしました」

　周囲の客を眺めていると、店員が注文した物を運んで来た。

　隼人の前にホットコーヒーを、そして玲奈の前にメロンソーダを置く。すると、玲奈が自分の頼んだメロンソーダを見て、

「げっ……」

　妙な声をあげた。

「どうした？　って、うわっ……」

　隼人は、玲奈の頼んだメロンソーダを見て、何な故ぜ彼女が変な声をあげたのかわかった。

　玲奈に届いたメロンソーダには、吸い口が二股に分かれた、ハート形のストローが刺さっていたのだ。

「……カ、カップルと間違えられたのかしら」

「だろうな……」

　考えてみれば、年頃の男と女がペアで喫茶店に入ってきているのだ。

　勘違いされても不思議では無い。

「こ、これ、どうしよう」

「ひ、一人でも使えないことはないんじゃないか？」

　吸い口が二つあるというだけで、その片方を使えばいいだけだ。

　玲奈は、隼人が言った通りに、片側の吸い口だけを使ってチューチューとメロンソーダを飲み始める。

　隼人もカップを手に取ると、コーヒーに口を付ける。程よい苦みと芳ほう醇じゆんな豆の香りが、口の中に広がった。

「……ま、まぁでも、確かにデートみたいよね」

「──ぶっ！」

　玲れい奈なの言葉に、隼はや人とが口に含んでいたコーヒーを噴き出しそうになる。

　隼人は咄とつ嗟さに手で口元を押さえ、コーヒーを撒まき散らすのを防いだ。

「きゃっ、き、汚いわね！」

「げほっげほっ。い、いやだって、お前が変なこと言うから！」

「み、みたい、ってだけよ！　な、何勘違いしてんの！　カ、カップルと間違えられたから、た、確かにそう見えるわねって、そう言ってるだけ！」

「あ、や、す、すまん……」

「ま、まったくもう……」

　でも確かに、玲奈の言うとおりである。

　傍から二人はカップルにしか見えなかったし、今の状況はデートのようなものだ。

（そう意識すると、なんだか恥ずかしくなって来たな……）

　店内には、同じ学校の生徒も沢山いる。

　もしかしたら何か、学校で噂うわさされるかもしれない。事実、先程見かけた同じ学校の生徒達たちは、こちらを見ながら何やらひそひそと話をしていた。

　忘れていたが、玲奈は学校では有名人であり、隼人も寮の一件で顔が知られている。

（また話題の種を提供してしまったのか……）

「──そ、そう言えば、さ」

　隼人が頭を抱えていると、玲奈が口を開く。

「うん？」

　玲奈がもじもじする。右と左の人差し指をくるくると、糸を巻くように回した。

　そして、しばらく言い淀よどんだ後、

「アンタの名字、呼びにくいわよね。夕ゆう霧ぎりって、発音しにくい」

「なんだよ、唐突に。そんなこと言われても、そういう名字なんだから仕方ないだろ」

「……隼人、でもいい？」

「え？」

「だから、その、名前じゃダメかな、って。呼びにくいから」

「え、ええっと……」

　別に、下の名前を呼ばれること自体は慣れていないことではなかった。それこそ琴こと美みも、あかりも、リピカも下の名前で呼んでいる。

「……べ、別にいいぞ？」

　隼人は、名字で呼ばれていたのが名前に変わるのが恥ずかしいような気もしたが、別に断る理由も無い。

「じゃ、じゃあ、今度からそう呼ぶわね。あ、あと、私のことも、名前の方がいいかな」

「えっ？」

「だ、だって。私だけ名前で呼んでたら、一方的に馴なれ馴なれしいのかなーって思っちゃうじゃない。だから、どうせならそっちにも、名前で呼んで欲しいって言うかさ……あ、嫌だったらいいのよ？」

（そんなこと、普通は思わないと思うが──）

　もしかすると玲れい奈なは、親しい人付き合いが多くないせいで、人との距離の取り方が苦手なのかもしれない。相手を下の名前で呼ぶという行為に、必要以上に気をつかってしまっているのだろう。

　だが、隼はや人とにその申し出を断る理由はない。むしろ、玲奈との距離が少し近付いたような気がして、嬉うれしかった。

「わかった。じゃあ、俺もそうする」

「……う、うん」

　それっきり、玲奈が恥ずかしそうに黙ってしまったので、隼人は黙ってコーヒーを飲んだ。

　やがて、二人のグラスとカップが空になる。

「じゃあ、そろそろ出ようか」

「そ、そうね」

　二人は席を立ち、お金を払い店を出る。

　学校を出る時はまだ青かった空が、すっかりと夕暮れ色に染まっている。

　二人は肩を並べて繁華街を出口へと歩き、帰路に就いた。

「……隼人」

　すると、突然玲奈が足を止めて、小声で隼人の名を呼んだ。

　隼人も立ち止まり、玲奈の方を振り返る。

　玲奈は、背中から差し込む夕日に照らされ、赤くキラキラと輝いていた。

　そんな玲奈が、とても幻想的で綺き麗れいに見えたので、隼人は一瞬ドキッとしてしまう。

「う、うん？」

「……あ、い、いや、何でもない！　し、下の名前で呼んでみたかっただけ！」

「あ、ああ。そ、そっか」

　どうやら特に用事は無いらしいので、隼人は向き直って再び歩き出す。

「ア、アンタも……！」

　だが、そんな隼人を、再び玲奈が呼び止める。

「うん？」

「アンタも……呼びなさいよ」

「え？」

「だ、だから！　せっかくだから呼んで欲しいって言ってるのよ、私の名前を！」

「あ、ああ」

　そう言われ、ようやく隼人は、玲奈が下の名前で呼んで欲しがっていることに気付く。

「……玲奈」

　隼はや人とが、照れくさそうに頬ほおをかきながら、玲れい奈なの名前を呼んだ。

　すると玲奈は、満面の笑みを浮かべて、

「よ、よろしくね……隼人」

　もう一度、隼人の名前を呼んだ。
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　隼人と玲奈が、繁華街の一角で立ち止まり、お互いの名前を呼び合っている時──

　そんな二人の様子を、建物の陰から窺う少女がいた。

「……何な故ぜ？　どうしてこんなに、胸が痛いの？」

　少女は暗い声で、自分に問いかけた。少女の瞳には涙が溜たまり、ギュッと握った拳は震えている。

　少女がそこに居たのは偶たま々たまだった。計画を進める為ために街中を飛び回っていたら、偶然この繁華街で二人の姿を見かけてしまったのだ。

　頬を染め、玲奈と親しげに名前を呼び合う、隼人の姿を。

（もしかして私、何か期待してたの？）

　そこで少女は、自分が隼人に、特別な感情を抱いていたことに気付く。

　一人体育館で落ちこむ少女に、声をかけてくれた優しい隼人。

　そして彼こそが、少女が所属する創世の執行者ニーズヘツグの求める魔王ロキであり、魔術師ウイザードの救世主であると知った時、少女は運命のようなものを感じた。

　だからいつの間にか、少女は期待してしまっていたのだろう。もしかすると今度こそ、少女も世界に愛されるのではないかと。

　でも、違った。

　目の前の出来事は、少女の知っている現実だった。少女は世界に愛されず、愛される人間はまた新たな愛を手に入れる。少女も良く知っている世界の法則だ。

（──風かざ見み、玲奈）

　少女は玲奈のことが嫌いだった。彼女は、少女が望んでも手に入らないものを、いつだってあっさりと手に入れていく。

　少女は二人の様子を見送ると、鞄かばんから携帯を取り出して電話する。

「もしもし、どうした？」

　受話器の先から、少女が聞き覚えのある、掠かすれ気ぎ味みな女性の声が聞こえてくる。

　詩し愛あに家と魔術を与えてくれた、エイオンだ。

「……今日、実行しようと思うわ」

「準備はもういいのか？」

「ええ、日が変わる前には全て終わる。それに、他の魔術結社や悠久騎士フレースヴエルグに見つかってしまうと面倒でしょうし、早い方がいいのでしょう？」

　するとエイオンは、笑うような声で少女に告げる。

「そうか。じゃあ始めるとしようか。今こ宵よい、世界は闇に呑のまれる。キミが望んだ魔術──月隠しの戯ムーンイレイスによってね」

　少女の電話を持つ手が震える。

（私は、とんでもないことをしようとしているのかもしれない。でも──）

　電話の相手は少女に、愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ声で告げた。

「さぁ、魔術の時間だ」





　　　◆






　その晩。

「……なぁ、でもさ、これは本当にどうにかならないのか？」

「知らないわよ。理事長に言いなさいよ」

　相変わらず、一緒に寝ることを義務付けられたままの隼はや人とは、手足を縛られた状態でベッドに転がされていた。

　今から就寝なので、部屋の電気は消えている。

「抗議はしたんだけどな。聞き入れてもらえなくて……」

　リピカ曰いわく、『可愛かわいい女と一緒に寝るのが嫌だなんて、そんな我わが儘まま聞き入れられるわけがない』だそうだが、やはり理不尽な話である。

「ま、まぁ、慣れるしかないですよね。ね、寝ることに不自由があるわけでもないですし！」

「いや、俺は思いっきり不自由なんですけどね！」

「そ、そんなに気になるのでしたら、自分のことを案か山か子しと思うとか……」

「それ、自分じゃなくて周囲が俺に対して思うことですよね！　確かに今の俺、動けないですけど！」

　しかも、直立すら出来ていない、台風か何かで倒れてしまった案山子である。

　言ってしまえば、案山子すら満足にやれていない状態だ。

「……あかり、カラス役」

「ってあかりちゃん、なんで俺をつついてくるの？　やめて！　倒れた案山子を苛いじめないで！」

（案山子プレイはご褒美……って、んなわけあるかぁ！）

「バッカじゃないの……」

　玲れい奈なが、そんな隼人達たちの様子を見て呆あきれる。

「ちょっと玲奈、あかりちゃんを止めてくれ！」

「イヤよ。自分でなんとかしなさいよ隼人」

「……そう言えば、ちょっと気になっていたんですけど……二人って、いつから下の名前で呼ぶようになったんですか？」

「え？　えぇっと、今日の放課後からです。玲れい奈ながそっちの方がいいって言い出して……」

「へぇ～」

　琴こと美みが、ニヤニヤしながら玲奈を見る。

「な、なんですか、その腹立たしい笑顔は！」

「いえ～。別に何でもないですよ～？　なんだか二人の関係が怪しいなぁとか、そんなことは全然思ってないです」

「……怪しい」

　あかりまで、ジト目で怪しんだ。

「だから、ただ互いに下の名前で呼ぼうっていうことになっただけで！　ねぇ、隼はや人と」

「ええ。先輩達たちが期待しているようなことはなにも──」

　──バタン。

　二人が必死に釈明していると、突然、部屋の扉が開いた。そして、部屋に入ってきた誰かは、部屋の電気を点つける。

　部屋が明るくなり、部屋に入ってきた人物がリピカであることがわかった。

　リピカは、パジャマに使っているらしいフリフリのワンピースを着ている。

「どうしたんですか、理事長」

　隼人が聞いた。他の三人も、リピカの方を見ている。

「……困ったことになった。中庭に来るのじゃ」

　リピカが、深刻そうな表情で答える。

　いつもは余裕のある仕草や語り口の為ため、リピカが随分と焦っていることが伝わった。

　隼人は琴美に縄を解いてもらい、みんなと一緒に寮の中庭に出る。

　すると、奇妙なことに気付いた。

「……真っ暗ですね」

　琴美が言った。ついさっきまで、空に浮かんでいた筈はずのものが無い。

　月が出ていなかったのだ。

「ちなみに、今は晴れておる」

「え、でも、月は見えてませんよ？　雲じゃないんですか？」

「……月食？」

　玲奈とあかりの言葉に、リピカは小さくかぶりを振った。

「もしかして……」

　隼人の言葉に、リピカが頷うなずく。

「魔術じゃ。魔術によって月が消えた」

「なっ……!?」

（月が、魔術で……!?）

　隼人が驚く。他の三人は少し動揺したものの、魔術とはこういうものであると知っていた為、驚きよう愕がくとまではいかない。

　魔術に接していれば、このような状況は普通のことなのである。

「そこまではまあいい。問題は──」

　だが、リピカの緊迫した表情が、今の状況が普通でないことを証明していた。

「魔術が、九十九箇所同時に観測されておることじゃ。現在この街では、九十九の魔術が実行されておることになる」

「「「「え!?」」」」

　予想の斜め上を行くリピカの言葉に、今度こそ隼はや人と以外のみんなも驚きよう愕がくした。





■第六章　魔術師ウイザード







　病院としての役目を終え、手入れされることなく放置された跡地。ススキやネコジャラシが生い茂る旧病院の庭の一角に、隼人と玲れい奈なはいた。

　二人の周囲には数多くの悪バ魔グがいて、近くには緑色に光る魔術式がある。

「あああああもうっ！　何匹も何匹もっ！」

　玲奈は苛いら々いらとした口調で叫びながら、悪バ魔グに向かって〈天翔覇者エリアルブレイド〉を振るった。玲奈の繰り出した斬撃が、悪バ魔グの身体を真っ二つにする。

　そして、振り向き様にまた一いつ閃せん。今度は横一文字を放ち、後ろから玲奈を貫つらぬこうとしていた悪バ魔グを上下に両断する。

「っ……！　俺だってっ！」

　隼人は指輪に力を込めると、エーテルを身体に漲みなぎらせて近くの悪バ魔グに突進した。悪バ魔グは槍やりを構えるが、隼人は飛びつき、槍を掴つかんで動きを止める。

　そこにすかさず、玲奈が斬りかかって、

「ナイスよっ！」

　悪バ魔グを切り裂き、光の泡へと変えた。

「ここの悪バ魔グはこれで全部かしら……」

「だな……」

　玲れい奈なの疲れた声に、隼はや人ともくたびれた声を返す。

　もう、何度目の悪魔召喚サモン・バグかわからない。

　隼人達たちは今、二手に分かれて、突とつ如じよ出現した九十九の魔術を壊して回っていた。

　隼人は玲奈と、琴こと美みはあかりとペアになっている。

　九十九の魔術は、今のところ全てが悪魔召喚サモン・バグだった。おそらくこの中に、月を消した魔術も交じっているのだろう。

　幸い、悪バ魔グは例によって悠久騎士フレースヴエルグのみを狙うように使し役えきされているようで、一般人に被害が出ていないことが救いである。

「じゃあ、こいつを壊して」

　玲奈が剣を、魔術式に突き刺さった理の欠片ミスリルに向ける。

　先日、隼人が初陣の際に見かけた理の欠片ミスリルの、数倍も大きなサイズだった。高さが、隼人の身長くらいはある。

　玲奈は剣を振り上げると、それで理の欠片ミスリルを思いっきり叩たたきつけて半壊させた。根本から破壊するには頑丈すぎて時間がかかるので、ひとまずそこで理の欠片ミスリルの破壊作業は止める。

「よし、次に行くわよ。……深夜の病院なんて、気味が悪いから早く離れちゃいたい」

「なんだ、怖いのか？」

「わ、悪い？」

　玲奈はグイッと隼人の腕を掴つかむと、背中から光の翼を展開させて空へと上がった。

（悪バ魔グは怖がらないのに深夜の病院は怖いなんて……変な奴やつ）

　そうして、近くにあったビルの屋上よりも高度を上げると、理の欠片ミスリルを回収もせずに次の魔術式へと向かう。理の欠片ミスリルは鉛と同じくらいの重量が有り、巨大なサイズの理の欠片ミスリルなんて持ち運ぶ余裕は無かった。

　九十九箇所もの魔術は、激しいダメージを樹術式に与えている。放ほうっておくと危ないので、リピカが隼人達に解決を急がせている為ためだ。

「でも、月なんて見えなくして、一体どういうつもりなのかしら」

　玲奈がぼやく。今、魔術による因果干渉を受けている日本第六因果領域では、月が見えなくなってしまっていた。消えてしまった、というわけではない。

　もし地球の自転にも影響を与えている月が無くなってしまったら、地球全体が自然災害で大変なことになっているだろう。

　リピカによれば、空の月は本来はまだそこにあり、ただ見えなくなっただけなのだという。だからこそ、この魔術は不ふ可か解かいだった。

「月が見えなくなっても、夜空が寂しくなる程度のことでしかないわよね。しかも、月が見えるという法則の因果を書き換えてる魔術みたいだから、一般人はしばらく変化にすら気付かないわけだし……」

「……それがよくわからないんだが、結局どういうことなんだ？」

　説明によれば、魔術の概念を知らない一般人は、夜空から月が隠れた状況をなんら不思議に思っていないらしい。

　昔から月なんて見えてなかったと、記憶違いをしたような状態になっているそうだ。

「因果という概念が時間よりも上位にあって、書き換える場合はそれが過去にも繋つながっているから──と、私は説明されたわ。新たな因果を生み出すような魔術であったり、発生時期の定義付けがしっかりされていればそうはならないみたいだけど……」

　自信が無さそうに、玲れい奈なが続ける。

「まぁ、結局本や映像には月が映っているわけだし、個々人の記憶にも残っているわけで、すぐに世界の形に矛盾が発生するけどね。矛盾に気付く人間も出るかもしれない」

「気付くとどうなるんだ？」

「本人や周囲が勘違いで済ますか、都市伝説や超常体験として語り継がれるか。気付いた人数が多くて話題になると、科学者がその矛盾に尤もらしい理由付けをすることも、あるかもしれないわね。たとえば、大気の影響で見えない、とか」

「なるほど、そうやって世のオカルトや超常体験は生まれてるのな……」

　隼はや人とは、世の中の不可思議な伝聞がどうやって生まれているのかを理解した気がした。

「しかし……相当な手て練だれね。魔術式からは全て同じ術者のエーテルのにおいがしてるわ。つまり、九十九もの魔術を、同時に起動していることになる」

「やっぱり凄すごいのか？」

「ええ。通常クラスの魔術師ウイザードだと、二～三個の同時起動が関の山らしいわ。それが九十九ともなると、きっと大魔術クラスね」

「大魔術？」

「通常の魔術より強力な魔術よ。使うには、相応の実力と魔術自体との相性を持った術者が、入念な前準備をしないと無理ね。さっきから、魔術式の理の欠片ミスリルが大きいでしょ？　霊れい媒ばいが強ければ強いほど魔術は強力になるし、術者の負担は減るわ。この同時魔術を可能にしている大きな要因に、巨大な理の欠片ミスリルの前準備がある」

「なるほど……しかし、あんなものをあちこちに刺して回ったなんて、随分と大がかりだよなぁ」

　隼人の言葉に、玲奈が険けわしい顔をする。

「そうね。刺して回るのもだけど、調達自体はもっと大変だと思うわ……仮に用意出来たとしても、こんなよくわからないことに使ったりなんてしない。壊されてしまえば、理の欠片ミスリルの無駄遣いにしかならないわけだし……」

　そうこう話しているうちに、二人は次の目的地へと辿たどり着いた。魔術の発動地点に関しては、必要になった時に随時リピカから電話でナビゲートして貰もらっている。

　次に隼人達たちが辿り着いたのは、隣街に向かうバイパス沿いにあるダムの近く、管理されずに雑草が伸び放題になっている空き地だった。どうやら魔術師ウイザードは、この街で人が近寄らないところを調べて、そこに魔術式を設置しているようである。

　空き地には街灯が無く、緑色に発光する魔術式だけが、周囲に光を与えていた。

　その中心には、またもや巨大な理の欠片ミスリルが突き刺さっている。

「……さて、またお出ましみたいよ」

　二人が地上に降りると、周囲から一斉に殺意の籠もったエーテルを感じる。

　そして、手に赤い槍やりを持つ人型の赤い異形が十体余り飛び出すと、二人を囲んだ。

　召喚された悪バ魔グが、待ち構えていたのである。

「グルルルルルル」

　悪バ魔グがおぞましい声をあげ、二人を威嚇する。玲れい奈なは剣を構え、隼はや人とも指輪を嵌はめた拳を構えた。

　そして、玲奈が〈赤気結界オーロラフイールド〉を取り出し、〈天翔覇者エリアルブレイド〉に取り付け、仮想空間ダミーレイヤーを展開しようとした、その時──

「きゃあああああああ！」

　空き地に続く道路の先から、女性の声が聞こえた。

「もしかして、悪バ魔グが一般人を──!?」

　玲奈が声のした方へと行こうとした瞬間、周囲の悪バ魔グが全て、一斉に玲奈を取り囲んだ。

　すかさず隼人が飛び出す。

「俺が行くっ！」

「無理はしないでっ！　──っ、このっ！」

　隼人は坂道になっている道路を駆け上がった。

　有り難いことに、隼人の後を悪バ魔グは追って来ない。

（こっちから聞こえたよな？）

　隼人の走る道路が勾こう配ばいを緩め、道が平へい坦たんになる。

　するとそこには、隼人を待ち構えるようにして立っている、ローブのような服を着た、見覚えのある少女がいた。

「あれ……藍あい田だ？」

　隼人の隣のクラスの、藍田詩し愛あだ。

　詩愛は妙な服装で、一人、平然と道路の真ん中に立っている。

「もしかしてさっきの悲鳴って、お前か？」

「……ええ」

　だが、詩愛の周囲には悪バ魔グはいない。

（悪バ魔グに襲われたわけではなかったのか？）

　ひとまず、心配だったので隼人は詩愛に近付く。何があったのかを聞いた方がいいだろうし、今玲奈がいる空き地に近付かれるとまずい。

　まずはここから離れるよう促うながしておくべきだろう。

　そうして、隼人が詩愛のすぐ傍に来た時──

「接続コネクト、〈重力靴グラビテイシユーズ〉」

「──えっ？」

　詩し愛あの履いていた通学用のスポーツシューズが、ゴツめの黒いブーツに変容した。

（理パーマネント!?）

　隼はや人とが気付いた時には、もう遅かった。

　刹せつ那な、少女の放った蹴りが、隼人の腹部に突き刺さる。

「くはっ……！」

　抉えぐるような重みが、油断していた隼人の骨と内臓を軋きしませる。

（ま、まさか、藍あい田だが……魔術……師？）

　内臓を押し潰すような激しい痛みが、隼人の意識を遠のかせる。そして──

「付いてきてもらうわ……魔王ロキ」

　倒れる隼人を、そのまま詩愛が抱きかかえる。

「重力加速グラビテイアクセル」

　詩愛は、自身を加速させる重力場を発生させると、その場を離れた。





　　　◆






　夢。隼人は不思議な夢を見ていた。

　荒こう廃はいした都市群。砕けたアスファルト、砂のように崩れるアパート。

　隼人はその場所に見覚えがあった。見間違えようがない。

　これは彼が生まれ育った結むすびヶが原はらの地だ。結ヶ原の街の、滅んだ姿だ。

　そして、そんな街の中心──倒とう壊かいした高校の前で、誰かが手を高く空に掲げていた。

　手には指輪があった。〈律因の環ニーベルゲン〉だ。

　その誰かは、天に向かって叫んだ。

「此この指輪は、我ら魔術師ウイザードの叡えい智ちなり！　世界を喰くらう敵を討つ、正義を束ねる因果なり！」

　隼人はその声に聞き覚えがあった。

　ずっと耳に残っている声で、おそらく誰よりも自分が知っている声だ。

　昔からずっと馴な染じみのある、知らない筈はずのない声。

　だが、それが誰の声だったかを隼人は思い出せない。

「覚えておけ！　この悲願の届きし時、我々の意志を継いだ者が、世界を終焉の日ラグナロクから救うだろう！」

　誰かは続けた。

「我は魔王ロキ！　世界を正しき姿に変えるものなり！」

　ここで、隼人の夢は終わった。





　　　◆






（──ッ！）

　ハッと、隼はや人とが目を覚ます。

（なんだ……今の夢……）

「……お目覚めのようね」

　朧おぼろ気げな隼人の視界にまず映ったのは、自分を見下ろす詩し愛あの姿。

「気分はどう？」

　徐々に覚醒していく意識。隼人はやがて、自分が見知らぬ部屋にいることに気付いた。

　学校の教室一つ分くらいの広さだろうか。ベニヤ板の床に、飾りっ気のない合板の内壁。薄暗い蛍光灯が、長方形の室内を照らしている。

　窓からは外が見え、闇に落ちた木々と茂みが確認出来た。ここがプレハブ小屋のような場所なのだとわかる。

「……ここは……」

「山の中よ……叫んでも誰も来ないわ」

　隼人は身体の自由を奪われていた。

　両手と両足をなにかエーテルの球体のようなもので強く縛られ、床に転がされている。

（確かこれ、この間の戦いの時にあかりちゃんを襲った……）

「藍あい田だが、あの時の魔術師ウイザードだったのか？」

「……ええ」

　隼人の言葉に、詩愛は小さく頷うなずいた。

（まさか、藍田が……）

　隼人は驚きつつも、球体を外そうと手足を動かした。だが球体は外れず、むしろ逆らうようにして強く締め付けて来る。

「……外そうとしても無駄よ。重力の万力グラビテイボールは、重力で出来た枷かせ。藻も掻がけば藻掻くほどキツく締まるから、余計苦しくなるわ」

　淡々とそう言い放つ詩愛に、隼人はショックを受ける。親しい間柄というほどの関係でも無かったとはいえ、良い友達になれそうだと思っていた相手だ。

　そんな彼女が、まさか自分を狙う敵だったなんて、隼人は思いもしていなかった。

「……月を消したのも、藍田？」

　隼人の質問に、詩愛は黙って頷いた。

「どうしてあんな事を……」

「見たくなかったから」

　詩愛は即答した。

「……え？」

「…………」

　それっきり、詩し愛あは黙ってしまう。

　隼はや人とは、違う質問をすることにする。

「……どうして俺を？」

「あなたが、魔王ロキだから」

「……魔王ロキ!?」

　隼人は思わず声を荒らげた。丁度今見たばかりの夢の中で、聞いた単語だったからだ。

　詩愛は頷うなずいた。

「そう。世界を変革する者。魔術師ウイザードを統べる〈律因の環ニーベルゲン〉に選ばれし者、魔王ロキ」

　詩愛が、隼人がリピカから聞いた指輪の説明とは、違う内容の話を始める。〈律因の環ニーベルゲン〉は、悠久騎士フレースヴエルグを統べる王オーデインの証あかしの筈はずであった。

　詩愛は、不思議そうにしている隼人を真まっ直すぐに見据えると、

「……悠久騎士フレースヴエルグが予見書〈王の詩篇エツダ〉を所持しているように、魔術師ウイザードも指輪に関する予見書を持っているのよ。〈魔王の詩篇セームンド〉をね」

「え……？」

（指輪に関する予見書を……魔術師ウイザードも持ってる？　どういうことだ？）

　リピカからは全く聞かされなかった情報に、隼人は戸惑う。

　そんな隼人の様子を気にせず、詩愛は淡々と続けた。

「『魔術師ウイザードを統べる魔王ロキ、終焉の日ラグナロクにて世界の敵を打ち倒し、滅びの因果を変革せん』」

（どういう……ことだ……？　悠久騎士フレースヴエルグが世界の敵……？）

　妥当に考えれば、詩愛が隼人を騙だまそうとして、嘘うそをついているようにしか思えない。

　隼人には、悠久騎士フレースヴエルグの皆が嘘をついていたようには思えなかったし、なにより彼女達たちの活動には正当性があるように見えた。

　だが隼人は、今見たばかりの不思議な夢を再び思い出した。廃はい墟きよで一人佇たたずむ魔術師ウイザード、そして魔王ロキを名乗る男。手には、〈律因の環ニーベルゲン〉。

　──ただの悪夢だと割り切ってしまうのが楽だが、もしあれが何か意味のあるものだとしたら。

（って、ただの夢じゃないか）

　それに、隼人が寝ている間に詩愛が、隼人を惑わせる力を使ってそういう夢を見せたのかもしれなかった。そう考えれば都合良く魔王ロキという単語が出てきたのも、納得出来る。

「つまり、仲間になって欲しいってことだろ？」

　隼人が、怒りの混じった強い口調で聞いた。目の前の少女が、隼人を騙す為ために一芝居打っているように思えてしまったからだ。

　すると詩愛は、神妙な表情を浮かべる。

「……本当は、助けて欲しかった」

「え？」

　だが、返ってきた言葉は、隼人にとって意外なものだった。

「でも、無理だと確信したわ。私は世界に愛されていないの。だから──」

　そう言うと、詩し愛あは隼はや人とを見下ろしたまま、スカートの両裾を掴つかんでたくしあげる。

「なっ……!?」

　白い健康的な太ふと股ももとともに、レースの付いたサテン地の黒パンティが現れる。

　少しサイズが小さいのか、パンティは股関節部分にみっちりと食い込み、三角形を盛り上げていた。

「ちょっと待った！　お前は何をしてるんだ!?」

「──契約よ。魔王ロキは、契約によって魔術師ウイザードの力を強くすることが出来ると聞いてるわ」

　詩愛が即答する。

「深い因果で結ばれた二人による口付け。そうすれば指輪の力は解放され、私も力を手に入れることが出来る、と」

（……まさか、本当にこの指輪は、魔術師ウイザードの力でもあるのか？）

　だが、そこで隼人は、悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードに明めい確かくな違いはなく、目的が違うだけの同じ理パーマネント使いであることを思い出した。

　そう考えれば、〈律因の環ニーベルゲン〉の力が魔術師ウイザードに及ぶのも理解できる。

「だ、だけど……だからって、どうしてこうなるんだ！」

「……これが一番手っ取り早い、互いのことを知って繋つながる方法じゃない？　だから……」

　顔を赤くして、内股をキュッと閉じ、小さく震える詩愛。















　強気な発言をしながらも、本当は緊張しているらしい。下着に汗が滲にじんで来ているのもわかった。

　そうして隼はや人との顔に乗っかろうとして、彼女が身を屈かがめようとした時──

「ちょ、ちょっと待った！」

　隼人が慌ててそれを止める。

「……なに？」

「お前は力を手に入れて、どうしたいんだ？」

　隼人は、詩し愛あが指輪の力を手に入れたいということを理解した。だが、力を欲しがる理由がわからない。

「世界を変えたいの」

「世界を？　どういう風に？」

　隼人がもう一度聞くと、詩愛が返答に詰まった後、

「……私を愛してくれるようによ！」

　珍しく強い口調で答えて、再び隼人に襲いかかろうと腰を下ろしてくる。隼人はすぐに、この状況をどうにかする手段を考えた。両手足を縛られ、身動きも取れない状況だ。

　為す術は無いように思えた──が、

（……手足を動かす必要なんて、ない！）

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉！　騎士召喚サモン・フレースヴエルグ！」

　指輪が眩まばゆい光を放ち、エムズのルーンが浮かぶ。

「なっ……!?」

　隼人は、気高い少女の因果を心の中で手繰り寄せた。

　指輪から白い光の影が飛び出し、実体化していく。

　それはやがて、鎧よろいを纏まとい剣を携えた、玲れい奈なの姿となって──

「うちの王様になにしてんのよ！」

　そのまま、詩愛に向かって剣を振るった。

「ッ……！」

　詩愛はそれを、後ろに跳んでかわす。

　距離を取った詩愛と、隼人を背にした玲奈が対たい峙じする。

「アンタ、何勝手にさらわれてんのよ」

「……スマン。敵だと思わなかったから、油断した」

「ま、まぁ、無事で良かったわ！」

　玲奈がぶっきらぼうな口調で、でも、表情はほころばせながら言った。

　詩愛が、そんな玲奈の様子を見て彼女を睨にらむ。

　玲奈もすぐに表情を鋭いものにすると、詩愛に視線を返した。

「最近多発してる魔術はアンタの仕業ね。エーテルのにおいが似てるわ」

「……だとしたら？」

　詩し愛あが、鋭い双そう眸ぼうで玲れい奈なを睨にらんだ。

「度重なる魔術行為から、理パーマネントを悪用する危険な魔術師ウイザードと認定。言い分を聞くまでもないわね」

　玲奈が剣を構え直し、剣先を詩愛の顔に向ける。

「アンタの理パーマネント、回収させてもらうわ！」




「〈赤気結界オーロラフイールド〉、展開！」

　玲奈の理パーマネントから、光のカーテンが出現する。仮想空間ダミーレイヤーの展開だ。

　悠久騎士フレースヴエルグが魔術師ウイザードと出で逢あった場合、取る行動は決まっている。魔術師ウイザードの力の源ともなっている理パーマネントを回収し、敵の力を喪失ロストさせることだ。

　そして、その為ために戦闘行為が必要なのであれば、躊ちゆう躇ちよせずにそれを実行する。

「……風かざ見み玲奈……」

「私のこと知ってるの!?」

「……隣のクラスだから。それに、中学も一緒よ」

「え──？」

「……重力加速グラビテイアクセル！」

　詩愛の靴が光り、反重力を利用した超加速を行う。

「……重力の理パーマネント、〈重力靴グラビテイシユーズ〉。巨大な重力エネルギーを形成して、自在に操る理パーマネント」

　玲奈の懐に飛び込んだ詩愛が、重力の乗った蹴りを放った。ぶわりとスカートが舞い、鮮あざやかな蹴りが玲奈を刺す。

　普段の、おどおどとした彼女の様子からは考えられないくらいに、機敏な動きだった。

「っ──！」

　玲奈はそれを咄とつ嗟さに剣で防ぐ。詩愛の足は刃を相手にしても負けることなく、まるで鍔つば迫ぜり合あいのようになる。

　二人の力がぶつかり合い、エーテルの火花が散った。

　衝突したエーテルの反動で互いに仰のけ反ぞり、詰めた間合いから一歩距離を取る。

　そこにすかさず、体勢を立て直した詩愛が追撃を放った。

「重力の万力グラビテイボール」

　詩愛は身体を後ろに倒してバク転をすると、玲奈に向けた足から黒い球体をいくつか放った。

　先日あかりが捕まった、重力で出来た球状の枷かせを敵にぶつける、遠距離攻撃である。

「そんなのっ！」

　玲奈はそれをすんでのところで避けながら、床に転がっていた隼はや人とを拾った。

　そして、すぐに窓の外へと飛び出す。

「……逃げる気？」

　詩愛もそれを追い掛け、小屋の外へと出た。

　小屋は、人気の少ない裏山道の途中から脇に逸それた山林にあった。以前魔術が実行された場所から、頂上に登るためのルートの一つでもある。

　周囲は、もうすっかり暗く沈んでいた。

「違うわよ。あんな狭いとこじゃ動きにくいから、広いところに来ただけ」

　玲れい奈なは隼はや人とを地面に転がすと、再び高く飛び上がる。

　エーテルの鱗りん粉ぷんが闇空を化粧した。

「私はね、天井が無い方が戦いやすいの！」

　そしてそのまま、木々をかいくぐるようにして急降下気味に再度剣を振るった。

　白刃の軌き跡せきが孤こ月げつを描く。

「……それは私も。反重力飛行レビテーシヨン」

　玲奈の一撃を後ろに飛ぶようにして避けた詩し愛あ。詩愛の身体は、そのままフワリと夜空に浮かんでいた。靴に付与した反重力で、空を飛ぶ力である。

「重力加速グラビテイアクセル」

　詩愛は、重力による加速能力を組み合わせて、急降下アタックを仕掛けた。

「っ……！」

　玲奈は、詩愛の蹴りを剣の腹で受け止める。再びぶつかりあったエーテルが摩擦し、いっそう熾し烈れつな火花を散らす。

　玲奈は剣に力を込め、詩愛の蹴りを振り払うと、そのまま後ろに飛んで距離を取ろうとした。

「逃がさない」

　だが、すかさず詩愛が複数の重力の万力グラビテイボールを射出して、玲奈の足を捕まえる。

「くっ……！」

　強く、虎挟みのように締め付けてくる球体に、玲奈は苦痛の声をあげた。

　加えてそれは鉛のように重く、引かれて地面に落下しそうになる。

「……このっ！」

　すかさず剣で球体を斬り解く玲奈。だが、そこに出来た隙を突いて、

「隙有りよ」

　玲奈に接近した詩愛が、鎧よろい越しに重力の乗った蹴りをお見舞いする。

「くっ……！」

　数百キロの重みを持った強烈な一撃が決まり、その勢いで玲奈の身体が吹っ飛んだ。近くにあった巨木に叩たたきつけられ、そのまま地面に向かって落下する。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに玲奈は、翼を使い体勢を立て直し、再浮上する。そこに再び詩愛が、重力の万力グラビテイボールを連射した。

「もう見切ったわよっ！」

　だが、玲奈は向かってくる黒い球体をすべて剣で斬り払い、重力の弾丸の雨を駆け抜ける。そのまま真正面に、超加速して空中の詩し愛あを目指した。

「……ちっ！」

　玲れい奈なの剣と、詩愛の蹴りが再びぶつかりあう。

「……このまま潰れなさい」

「させないわよっ！」

　二人は、何度も衝突を繰り返した。




（と、ボーッと眺めてる場合じゃない！）

　地面に転がされた隼はや人とは、どうにか玲奈に加勢出来ないかと考えた。だが、手足が自由な状態でもあまり役立てそうにない上に、今は両手足を縛られた状態だ。

（柏かし木わぎ先輩とあかりちゃんを召喚するか？　でも、あの二人は今頃、魔術を潰している筈はずだし……）

　こちらも大変だが、街の魔術も放置するのはまずい。と、隼人が悩んでいると──

「隼人君！」

「……隼人！」

　琴こと美みとあかりが隼人のもとに駆け付けて来る。

「二人とも！　どうしてここに!?」

「発動していた九十九の魔術は全部壊し終えたんですが、結局月が消えたままだったんです。で、理事長が調べてたら、ここから微量のエーテルが観測されて……」

「……他の九十九個は囮おとり。本物はここに隠してた」

「隠したりって……そんなこと可能なんですか？」

「普通は難しいです。でも、樹術式が不安定な時なんかは、〈因果観測機エヴエレツト〉を欺あざむくことも可能な筈です。たとえば、大量の魔術によって因果干渉を受けて、樹術式が弱っていたりすると……」

「なるほど……」

　どうやら、大量の悪魔召喚サモン・バグは二重の意味で囮だったらしい。

　そしてこの近くに、月を隠している魔術があるようだ。

　琴美がいそいそと制服を脱ぎ、水着姿となる。

「接続コネクト、〈自在の水衣フエイズドレス〉です」

　琴美の合図で、水着の上から水のドレスが出現する。そして〈自在の水衣フエイズドレス〉から鞭むちを作り出すと、隼人を縛っていた重力の枷かせを破壊する。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

　隼人が立ち上がる。

「でも、良かったです隼人君が無事で。私達たちもすぐ捜索に出たかったんですが、魔術も壊さなきゃいけなかったので……」

「あれ？　俺がさらわれたことは知ってたんですか？」

「隼はや人と君がさらわれてすぐ、玲れい奈なちゃんが理事長に電話をしたんです。それで、私達たちにも隼人君を捜すように伝達が」

「……（こくり）」

「なるほど……」

　隼人は納得する。おそらく玲奈は一人、隼人を捜し回っていてくれたのだろう。

「……まぁ、それからずっと連絡もしてこないし、こちらから電話しても出ないしだったので、隼人君だけじゃなくて玲奈ちゃんのことも心配してたくらいなんですけどね」

　琴こと美みは、呆あきれるように頭上の玲奈を見上げる。

「電話口でも、必死すぎて何を喋しやべってるのか最初わからなかったと、理事長がボヤいてたし」

「あはは……」

　そこまで心配されていたことに、隼人は照れ笑いを浮かべた。

「……とりあえず、アレを狙えばいい？」

　あかりが、空で玲奈と戦う詩し愛あを指差して隼人に聞いた。

「玲奈に当てないようにな」

「……接続コネクト、〈土龍槍ギガトンランス〉」

　あかりの手に彼女の全身よりも大きな、巨大な銃槍ガンランスが出現する。

　あかりはそのまま、銃槍ガンランスを上空に向かって構えた。

　空中で激しくぶつかり合う二人は、まだ隼人達の様子に気付いていない。

「……咆哮する土龍エーテルボム、発射フアイヤ」

　直撃する瞬間、詩愛がその弾道に気付いたがもう遅い。その時には着弾し、エーテルの爆発が彼女を包む。

「やった！」

　隼人が喜んだのも束つかの間ま。

「──ッ！　二人とも、その場を動かないでください！」

　爆発の中から、多数の重力の万力グラビテイボールが隼人達を目掛けて飛んで来る。

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　琴美の〈自在の水衣フエイズドレス〉がカプセル状になって三人を覆う。〈自在の水衣フエイズドレス〉を拡張させ、巨大な泡で味方を包み込むことで、広範囲の敵の攻撃を防ぐ防御技だ。

　黒の球体はすべて、カプセルを貫つらぬくことが出来ず、弾はじかれるようにして消滅した。

　やがてエーテルの爆風が消え、その中から服がボロボロになった詩愛が現れる。

「……いつの間にか、他の仲間が来てたのね」

　詩愛は玲奈と距離を取るように小屋の屋根に降りると、隼人達の方を向き直って言った。

　玲奈もまた、隼人達の所へと移動すると、三人と合流して詩愛と向かい合う。

「……というわけで、どうするの？　私一人にすら負けそうだった魔術師ウイザードさん」

　そう言うと、玲れい奈なは余裕の笑みを浮かべながら、ビシィッと遠くの詩し愛あに向かって剣を突きつけた。

　圧倒的に、玲奈達たちに有利な状況。もう負けることはないと、確信したからである。

「大人しく理パーマネントを渡して魔術師ウイザードを辞めることを誓うなら、これ以上どうこうすることは無いわ。でも、もしまだ逆らうというのなら──」

「そうね……確かに……この状況で勝てるわけはないわ」

　だが詩愛は、玲奈の演説を聞いて、焦りも見せずに負けを認めた。

「風かざ見み玲奈」

「なによ」

「……私、あなたのことが嫌いよ。あなたは私にとって、毒だもの」

「毒？」

　玲奈が、怪け訝げんそうに聞き返す。

「そう、毒。心を突き刺す猛毒よ。あなたのような綺き麗れいな存在は、見ているだけで苦しいわ。……反重力飛行レビテーシヨン！」

　詩愛の理パーマネントが光り、飛行の為ための反重力エネルギーを生み出す。

　だが、浮いたのは詩愛ではない──

「なっ……！　小屋が……！」

　隼はや人とが驚く。浮いたのは、詩愛が足場にしていた小屋だった。

　詩愛は靴を通じて強力な反重力エネルギーを小屋に伝え、それを空へと浮かせたのだ。

「隼人君、あれ！」

「ん？　……あっ！」

　小屋が浮き、露出した地面から発動中の魔術式が出現した。

　おそらくアレが、月を消している最後の魔術式だろう。

「……本当は魔王ロキの力も得て、万全の状態にしておきたかったのだけど。無理ならそのまま実行するだけ」

　詩愛は、隼人達に向かって大きく宣言すると、小屋は浮かせたままに魔術式の前に降り立ち、

「──我が世界に蔓延はびこる邪悪なる光。闇よりも深く、深しん淵えんよりもおぞましき毒よ。すべて等しく消失し、安楽の因果を与え給たまえ！」

　魔術の詠えい唱しようを始めた。その様子を見て、玲奈は驚いて声をあげる。

「え!?　あの子、何に対して魔術を唱えてるの!?」

　周囲に魔術式なんて見当たらない。目の前の魔術式は、既に月を隠す魔術を実行中だ。

「っ!?　みんな、足下を見て！」

　琴こと美みが叫んだので、一同は自分の足下を見た。

　すると地面には、地脈のように広がるエーテルの巨大な線が描かれていた。

　初めその線が何なのかわからなかったが、よく見るとそれがルーンであり、巨大な魔術式の一部であることがわかる。

「超巨大な魔術式!?　一体どこまで広がってるんだ!?」

「……街全体よ」

「「「「なっ──!?」」」」

　詩し愛あの答えに、四人は言葉を失う。

「霊れい媒ばいはあなた達たちが潰して来てくれた、半壊の理の欠片ミスリルよ。根本を断たれなければ再利用には十分耐えうるわ」

　巨大な魔術式から莫ばく大だいな量のエーテルが沸き上がり、それらが全て目の前の魔術式に集い始めた。

「未完成だった月隠しの戯ムーンイレイスは今、巨大な魔術式の補助輪を得て大魔術へと昇華するわ。この世界全てから月を消し去り、即座に因果を固定化させる、完成版となるの」

「「「「大魔術っ!?」」」」

「……そう、大魔術よ。街全体を使った巨大な魔術式に、破格の数の理の欠片ミスリル。それに、大量の魔術によるダメージでの──樹術式自体の抵抗力の低下」

「「「「っ!?」」」」

　隼はや人と達はようやく理解する。あの九十九の魔術は、月を消す魔術の囮おとりでは無く──

　大魔術への布石とする為ため、樹術式にダメージを与える魔術であり──尚なおかつ霊媒だったのだ。

「月隠しの戯ムーンイレイス！　魔術よ、この世界から毒を消せ！」

　詩愛が叫ぶと、彼女の理パーマネントが緑色に発光する。そして、巨大な魔術式から月隠しの魔術式へと集ったエーテルが、天に向かって迸ほとばしり光の柱を作った。

　光の柱は、やがて巨大な怪物の影を描き始める。影を描く光は見る見る大きくなり、頭上の小屋を潰し、周囲の林を薙なぎ倒す。

　四肢を持たない、一ひと繋つなぎのうねった体。

　胴と尾の区別が付き辛く、黒い全身にはミミズ状の模様があった。

　頭部には巨大な顎と口があり、そこから長い舌が覗のぞいている。

「これは──竜召喚サモン・ドラゴン!?」

　琴こと美みが目を見開く。

「……竜ドラゴン？」

「ええ、悪バ魔グなんかとは比較にならない程に強力な怪物です。街──いえ、国一つの壊滅なんて造作も無いです」

　琴美の説明で、隼人は、目の前に生み出されている怪物がとんでもないものだとわかる。

「竜ドラゴンには色々種類がありますが……これはヨルムンガルドですね。いくら前準備をしていたとはいえ、こんな上位の竜ドラゴン……」

「って、待って!?　なんで竜ドラゴンが召喚されてるの!?　確か、あの子が使ったのは月を消す魔術の筈はずじゃ！」

「……（こくり）」

　玲れい奈なの疑問に、あかりが頷うなずく。

「そ、そうだ！　藍あい田だ、これは……」

　と、隼はや人とが詩し愛あの方を見ると──

「……なん……で……？」

　詩愛もまた、竜ドラゴンを見上げながら呆ぼう然ぜんとしていた。

「……なんで、こんなものが」

「っ!?　アンタ、自分で召喚しておいて何を──」

「違う、あれは私が使おうとした魔術じゃない！」

　詩愛が、呼び出された竜ドラゴンを見上げながら喚わめく。すると──

『どうした？　私はキミが望む物を与えてあげたつもりだが』

　どこからともなく、周囲に声が響き渡った。

「こ、この声は何!?」

「……仲間の魔術師ウイザード」

「おそらく、言葉を飛ばす理術具アーテイフアクトです」

　玲奈が驚き、あかりと琴こと美みが答えた。

　詩愛が、誰もいない空に向かって激げき昂こうする。

「ふ、ふざけないで！　私が望んだのはこの世界から目障りな月を消す魔術よ！　こんなものの召喚なんかじゃない！」

『はて。私はキミの願いを叶えてあげたつもりだが。月なんかではなく、キミにとって本当の毒を、全てこの世界から消し去る──壊す為ための、魔術をね』

「なっ──!?」

『キミは自分自身についてあまりにも無知だ。何な故ぜキミが、あれだけの数の悪魔召喚サモン・バグと、大魔術である竜召喚サモン・ドラゴンが実行出来たと思う？　それはキミが、それらの魔術と決定的に相性が良かったからだよ。魔術との相性の善よし悪あしが何で決まるかは知ってるよね？』

「……そ、それは……」

　詩愛が言葉に詰まる。

『キミが理パーマネントに選ばれた理由──変えたいという気持ちと、魔術内容との合致だよ。キミが悪魔召喚サモン・バグや竜召喚サモン・ドラゴンと相性が良かった理由は、キミに破壊願望があるからだ』

　詩愛の全身が、ビクリと震える。

『詩愛、安心していい。キミに授けたその魔術は、間違いなくキミの願いそのものだ。それは臆病なキミに代わって、この世界から全ての綺き麗れいなものを消滅させるよ』

「──なっ!?」

　詩愛が、膝を突いてその場に崩れ落ちる。

　空に響く声は、それっきり聞こえなくなった。

「……ひょっとして、彼女も利用されてたってこと？」

「……（こくり）」

　玲れい奈なの言葉に、あかりが相あい槌づちを打った。

「藍あい田だ……」

　隼はや人とは、崩れ落ち、膝を折って震える詩し愛あを見た。

　悔しさなのか、それとも悲しいからか、詩愛はぼろぼろと涙を零こぼしている。

「ひとまず、魔術師ウイザードの事情は置いておくとして、ですね」

　琴こと美みの言葉に、隼人達たちは頭上の竜ドラゴンを見上げた。

　竜ドラゴンは見た目もさることながら、全身から物もの凄すごい量の禍まが々まがしいエーテルを発している。凶悪な気配に、四人はぞわりと身震いを起こした。

（こんなもの、どうにか出来るのか……？）





　　　◆






　山の頂上にある広がり。そこから二つの影が、見下ろすようにして隼人達を眺めていた。

　片方は赤く長い髪を揺らし、もう片方は縦ロールに髪を垂らしている。

　二人とも、黒ずくめのローブを着用していて、いかにも魔術師ウイザードといった風貌だ。

「趣味の悪いお人ですわね」

　片方が縦ロールの髪を揺らしながら、冷たい口調で言った。

「だが、おかげで貴重なデータが取れたよ。複数魔術の同時起動に、〈因果観測機エヴエレツト〉を欺あざむく為ための偽装実験。半壊した理の欠片ミスリルの再利用による魔術式の実行や、通常の何百倍ものサイズの巨大魔術式。そして、それらを駆く使しした大魔術の使用実験。惜しむらくは、詩愛が魔王ロキとの契約にしくじったことだけども、十分すぎる結果だ」

「でも、その功労者である詩愛を、あなた──エイオンは見捨てようとしている」

　縦ロールの女が、厳しい口調でエイオンと呼ばれた女を咎めた。

「心外だな、試しているだけさ。自分の本当の心に向き合い──理想の為なら、周囲を傷付ける勇気があるかどうかを、ね。確かに彼女の才能は本物だ。でも、彼女の臆病さは裏切りを招き、それは創世の執行者ニーズヘツグの癌がんになる」

　創世の執行者ニーズヘツグ。それが、二人が所属する組織だった。

　目的は、因果改変による世界の変革。新世界の創造だ。

「私は詩愛を見定めているだけだよ。創世の執行者ニーズヘツグ、そして世界の為になる人材なのかどうか、ね」

「あなたはいつだって、個人よりも、組織や世界のことを考えますのね」

「──それが救世主というものじゃないかな」

　赤い髪が強い口調で言った。

「キミもそう思ったから、私に付き合ってくれてるんだろ？　柏かしわ木ぎ鷹たか音ね」

　鷹音と呼ばれた縦ロールの少女は、エイオンの言葉に暫く沈黙する。そして、

「……わたくしは自己都合ですわ。ただ、自分に流れる悠久騎士フレースヴエルグの血が嫌いなだけ」

　静かに、そう答えた。

「ふふ、まぁいい。奇くしくも、彼女を使って行おうと思っていた大魔術の実験は、魔王ロキの歓迎パーティーとなった。楽しもうではないか」

「でも、あんなものぶつけたら、魔王ロキは死んでしまうかもしれませんわよ？」

「その程度であれば、我々の計画にも必要ないさ。それに、それは無いと思うよ」

「どうして？」

「私は見てきたからね。魔王ロキの力を」

　エイオンは断言すると、握っていた一冊の本を掲げた。

　魔王ロキについて記された予見書。

〈魔王の詩篇セームンド〉だ。

「偽りの古き秩序は壊れ、世界は正しき姿を取り戻す。──見せてもらおうじゃないか、魔王ロキ。神話の始まりとやらを！」





■第七章　気高き剣







「──やられたっ！」

　リピカは、〈因果観測機エヴエレツト〉が接続するモニタに表示された、尋常でない数値の魔術反応と、異常なエーテル反応を見てそう叫んだ。

　竜召喚サモン・ドラゴン、大魔術だ。流石さすがにこれだけの魔術ともなれば、現場に行かなくてもどんな魔術が観測されたのか、〈因果観測機エヴエレツト〉を通じて把握出来る。

（まさか、全ての魔術が囮おとりじゃったとはな……しかし、竜ドラゴンを呼び出して一体何を……）

　リピカは不思議に思ったが、すぐに自答した。

（実験、か……）

　本格的に世界を改変する為ための、実験。

（こんなことなら琴こと美みが言ったように、悠久騎士フレースヴエルグを招集しておけば良かったのじゃろうか……）

　なにせ、相手は竜ドラゴンだ。先日、ヨーロッパで召喚された時は、悠久騎士フレースヴエルグ五十人がかりで、なんとか討伐に成功したと聞いている。

（……まぁ、後悔したところで仕方あるまい）

　後悔したからといって、何かが変わるわけでもないのだ。

　それにまだ希望はあった。指輪の力である。

（頼むぞ隼はや人と……このままでは勝てん。ヌシの力だけが頼りじゃ）

　リピカは、いまだ敵とも味方とも判断しきれない救世主に、一いち縷るの望みを託した。





　　　◆






「蛇竜ヨルムンガルド。過去、何度も数多あまたの優秀な悠久騎士フレースヴエルグの屍しかばねの山を築きずきあげたという、伝説の竜ドラゴンです」

　琴こと美みが、頭上で轟く大蛇の姿をした竜を見上げながら、隼人に説明する。

「皮膚は鋼のように強きよう靱じんで、全身には高濃度の毒を帯びたエーテルを纏まとっています。毒を周囲に充満させ、這はい進んだ進路を見事に荒こう廃はいさせてしまうことから、大地の毒帯という異名まで付けられていたりもしますね」

「……毒の怪物」

　あかりがボソリと呟つぶやいた。

「つい先日、同レベルの竜ドラゴンとされている緋竜サラマンダーが召喚された際は、悠久騎士フレースヴエルグの支部を含む街一つを焼き尽くしたと聞いています。幸い、周囲の支部から集った悠久騎士フレースヴエルグが討伐に成功したらしいですが……」

　ヨルムンガルドは、ゆうに三十メートルはあると思われる背丈で、地上の悠久騎士フレースヴエルグ達たちを見下ろすと、伸びをするように尾を振るわせた。

　巨大な尻尾が周囲の木々を薙なぎ倒し、森林を荒れ地に変えて行く。

「来るわよっ……！」

　玲れい奈なの声で、一同が理パーマネントを構える。隼人も指輪を手に、竜ドラゴンと対たい峙じした。

「グオオオオオオオオオ」

　ヨルムンガルドの咆ほう哮こうが、風圧のような激しい衝撃を走らせる。

「くっ、声だけでこんなっ……！」

「っ！　毒蛇砲メルトブレスが来ますっ！　みなさん、こっちに集まってくださいっ！　私が防ぎます！」

　ヨルムンガルドが大きく口を開くと、その喉奥に莫ばく大だいなエーテルが生まれる。

　玲奈とあかりが琴美に近付く。だが、隼人は琴美がいる方とは逆に駆け出した。

「……隼人君っ!?」

　詩し愛あが崩れ落ちたままだったのだ。膝を突き、震えている詩愛を隼人は抱えた。

「すまん、ちょっと運ぶぞ」

「……あっ……」

　詩愛をお姫さまのように抱え、すぐに琴美の方へと走る。その瞬間、ヨルムンガルドが溜ため込んだエーテルを吐き出した。

　毒蛇砲メルトブレス。黒い霧のような毒の息を吐く、ヨルムンガルドが得意とする攻撃方法だ。

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　咄とつ嗟さに、琴こと美みがドレスを泡へと変化させ、一同を包んだ。

　泡は毒蛇砲メルトブレスから隼はや人と達たちを庇かばうバリヤーとなり、レインコートのようにして黒い霧を弾はじく。

　黒い霧は、隼人達を避けるようにして周囲に飛び散った。

「ア、アンタねー！　冷や冷やさせないでよっ！　大体そいつ敵でしょ!?」

「悪い。でも放ほうっておけなくてさ」

　隼人は抱えていた詩し愛あを下ろす。

「…………」

　詩愛は、目を瞑つぶって震えていた。目からは涙が零こぼれている。

　──ブシュウウウ。

　飛散した毒蛇砲メルトブレスが、派手な音と白煙を立て、周囲のあらゆるものに穴を空ける。

　地面は、拳大の銃弾の雨にでも降られたような有様で、草木や岩にも巨大なパンチで刳り抜かれたような穴が空いたり、物によっては綺き麗れいに蒸発している。

「……これ、当たったらヤバくないか？」

「物を溶かす、強力な毒の力を持ったエーテルの塊ですね。エーテルを纏まとっている私達であれば、多少は防げると思いますが……」

「どのみち、あんなもの喰くらうとまずいわよ」

「……（こくり）」

　やがて、ヨルムンガルドが再び口を開いた。

　もう一度、毒蛇砲メルトブレスを吐こうとしているのだ。

「なぁ、藍あい田だ。あれって藍田が召喚したんだったら、命令したり出来ないのか？」

「……む、無理よ、完全に使し役えきできる力量を超えてる。コントロールなんて出来ない」

　涙声で詩愛が答える。

「……こちらからも攻撃」

　あかりがすかさず、竜ドラゴンの腹に咆哮する土龍エーテルボムを撃ち込んだ。

　砲弾は見事命中し爆発を起こしたが、ヨルムンガルドは怯ひるまない。

「……そんな」

「だったら！」

　玲れい奈なが剣を構え、空へと飛んだ。

　空を裂くほどの高速移動で、ヨルムンガルドの腹へと迫る。

「近くで見ると本当にでかいわね！」

　猫とねずみのようなサイズ差。

　振りかぶった剣が、竜ドラゴンの腹に強烈な縦一文字を刻んだ──筈はずだった。

「なっ!?」

　蛇のようなヨルムンガルドの皮膚は、見た目とは裏腹に頑丈で、玲奈の剣をカキンと弾いた。続けて二度三度と玲奈は剣を振るったが、マトモに刃を通すことも出来ない。

　ヨルムンガルドは、ただ目障りそうに玲れい奈なを見た。

「水精の息吹アクアアロウ！」

　琴こと美みが玲奈を援護する為ため、踊るようにしてドレスを舞わせた。

　衣から散った水飛沫が、超水圧の矢となって竜ドラゴンに襲いかかる。〈自在の水衣フエイズドレス〉の持つ、遠方の対象物に対する攻撃手段だ。

　しかし、水の矢はパシャリと音を立てて液体に戻り、玲奈の剣同様にまったく通じていない。

「……だったら、手数で押すだけよ！」

　玲奈がそのまま、果か敢かんに何度も斬りかかる。

　どんなに硬い皮膚とはいえ、エーテルで保護されているものである。ダメージが蓄積されればエーテルが剥はがれ、刃が肉に届くだろう。玲奈はそう考えた。

　それに、玲奈は速度に自信があった。要は、相手の攻撃を全部避けて、こちらの攻撃を当て続ければいいと、そう考えたのである。

　だが、そんな玲奈の考えを上回るほどに、ヨルムンガルドは速かった──

「なっ！」

　地面に這はわせた特大の尻尾を振り上げ、全身を回転させて遠心力のついたテイルアタックを繰り出す。

「くあっ！」

　鞭むちのように振るわれた尻尾に、直撃してしまう玲奈。

　叩たたかれた玲奈は、立ち並んだ数本の木々を貫通した後、勢い良く地面へと衝突し、砂埃を上げた。

「玲奈！」

　隼はや人とは思わず声を張り上げた。今の攻撃を喰くらって無事なわけはない。

　さらに、ヨルムンガルドは地面に叩きつけられた玲奈に向かって、再び大きく口を開く。毒蛇砲メルトブレスの準備だ。

「……させない」

　あかりが再び砲撃を放った。琴美も水の矢を放つ。だが、やはりそんなものは通用せず、ヨルムンガルドは怯ひるむこともせずに、地面の玲奈に向かって毒蛇砲メルトブレスを吐いた。

「──っ！」

　玲奈は咄とつ嗟さに立ち上がると、回避を諦め、剣で毒蛇砲メルトブレスを受け止める。

「こ、こんなものっ……！」

　剣から溢あふれたエーテルが、傘のようになって玲奈への直撃を防いだ。

　だが、これまで戦闘が続いているせいで枯こ渇かつしかかっているのだろう。

　玲奈が放出するエーテルはすぐに勢いを弱めて、黒い霧に押され出す。

　あのままじゃ、あっという間に毒蛇砲メルトブレスに呑のみ込まれてしまう。

（……そうだ！）

「騎士召喚サモン・フレースヴエルグ！」

　すかさず隼はや人とは指輪の力を行使し、玲れい奈なを召喚した。

　剣を構えていた筈はずの玲奈が、緑色の光に包まれて姿を消し、隼人の指輪から出現する。その瞬間、毒蛇砲メルトブレスが玲奈のいた場所を呑のみ込み、背後の巨大な樹きを消滅させた。

「な、なんとか助かったみたいだな」

「で、でも……剣が……」

　玲奈が剣を見て、弱った声で呟つぶやく。

「なっ……!?」

　玲奈の剣は、竜ドラゴンの毒を受けて溶けてしまっていた。

　刃はただれ落ち、刀とう身しんの部分は蜂の巣状に穴が開いてしまっている。

　玲奈の手に握られていたのは、〈天翔覇者エリアルブレイド〉の残骸だった。

　その時、一帯を覆っていた〈赤気結界オーロラフイールド〉が、崩れ落ちるように消滅する。

「……っ！　〈赤気結界オーロラフイールド〉！」

　すかさず、あかりが〈赤気結界オーロラフイールド〉を展開した。

（結界が壊れたってことは……もしかして……!?）

「まだよっ……！」

　玲奈は咄とつ嗟さに、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を一度仕し舞まった。纏まとっていた鎧よろいも光の泡になり、通常の制服姿に戻る。そして、玲奈は再び、

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

　剣が元の姿に戻ることを祈りながら、発現させる。

　だが、再び出現した大剣は、見るも無惨に朽ちたままだった。

　しかも、刀身のヒビは次第に広がっていき──

　──ポキッ。

「っ!?　嘘うそ……でしょ!?」

「〈天翔覇者エリアルブレイド〉が、折れた……？」

　刀身の半分が地面に転がる。それを見た四人の顔が、絶望に染まった。

　玲奈は、折れた〈天翔覇者エリアルブレイド〉を見つめたまま、肩をわなわなと震わせる。

「れ、玲奈ちゃん……」

「……そんな」

　琴こと美みとあかりが、悲痛な声をあげる。

（なっ……なっ……!?）

　隼人も、頭が真っ白になった。

　──玲奈の理パーマネントは、壊れてしまった。

　つまり玲奈は、悠久騎士フレースヴエルグではなくなってしまったのだ。

「……無理よ。あんなの、勝てっこないわ……」

　詩し愛あが、弱々しく告げた。

　涙混じりの、消え入るような泣き声だ。

「ごめんなさい……私のせいだわ、私が願ったりしたから……あんなものが外に出たら、私のせいで街が……ごめんなさい」

　そうして詩し愛あは、「ごめんなさい」と謝りながら泣きじゃくり始めた。

　玲れい奈なは、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を見つめたまま放心状態になっていた。

　琴こと美みとあかりの表情も、暗く沈んでいる。

（この状況をなんとかする方法は……！）

　隼はや人とは焦った。すぐにでも何か策を打たないと、このままでは全滅してしまう。

　だが、玲奈の剣は折れてしまったし、あかりと琴美の攻撃も通用しない。

（ひとまず逃げるか？　いやでも、逃げ切れる保証がないし、そんなことしたら街が──）

　早く、この危機を逆転出来る方法を考えて、早くみんなに伝えないと──

（──いや、違う。落ち着け）

　隼人は、すうっと一度深呼吸をして心を取り戻した。

「なんとかする」

　そして、みんなに聞こえるように、そう告げた。折れた剣を見つめていた玲奈が、俯うつむいていた琴美とあかりが、泣いていた詩愛が──隼人の方を見る。

「俺がなんとかする」

「「「「…………」」」」

　隼人の断言に、四人が呆ぼう然ぜんとする。

「でも、そんなことを言っても、現実は難しいです」

　だが、そんな隼人に、琴美が厳しい言葉を投げかける。

「私のエーテルも枯こ渇かつ寸前で、もう長く絶対防御泡ウオーターカプセルを使えそうにありません。そもそも、さっきだってダメージを与えることすら出来なかったわけです。勝算なんてどこにも……」

「……（こくり）」

　あかりも険けわしい表情で相あい槌づちを打つ。

　玲奈は何も言わず、折れた剣を歯痒そうに見つめていた。そして──

「……そうよ。無理だわ、そんなの……どうして言いきれるの……？」

　詩愛も、隼人の言葉を否定する。

　だが、隼人はそんなみんなの反応に対して、自信満々に答えた。

「根拠なんて無い。でも、無理じゃない。そうしてみせる。俺達たちはこの状況をどうにかするしかない。だったらむしろ、諦める理由が無いだろ？」

「無理なものは無理よ！　この世界って、最初から決まっていることだらけだもの。変えたくても変わらないことだらけで……だから、綺き麗れいなものがイヤになる！」

　詩愛が、泣きながら隼人の言葉を否定した。こんな状況を招いたことへの罪悪感か、仲間に裏切られた悔しさか、詩愛が叫ぶ。

「期待すると裏切られる！　胸が痛んで、苦しくなる！　だから、叶わない期待なんて持たない方がマシだわ！　そういう感情を持つのは、毒よ！」

「違うな、藍あい田だ」

　だが、そんな詩し愛あに怯ひるむこともなく、諭すような口調で隼はや人とが言った。

「期待を持とうが持つまいが、失敗すれば痛いんだよ。失敗を覚悟しておけば、多少は痛みも和らぐかもしれない。でも、諦めてしまった後悔はずっとついてまわる」

「そ、それは……」

「撤退と挫折は違う。戦うしか道が無いのに、希望を捨てるなんて、そんなの格かつ好こう悪いだろ？　俺にとっては、諦めることの方が毒だ」

「──っ!?」

　隼人は別に、自暴自棄になったわけじゃない。

　ただ、楽な思考で自衛をしたくなかっただけだ。失敗に予防線を張りたくなかっただけだ。この状況に、抗いたかっただけだ。

　王オーデインとして、みんなに戦う意志を示したかっただけだ。

　隼人は知っていた。夜空に昇る綺き麗れいな月が、人に勇気を与えることを。

　気高くあろうとする心が、本当にその人間を無欠の存在に変えてしまうことを。

　だから隼人は、綺麗なものになる為ための意志を持ち、みんなに勇気を与えなければならない。何な故ぜならば隼人は、王オーデインだからだ。

「……まぁ、そうですね。悩んでてもどうしようもないです」

「……（こくり）」

　すると、隼人と詩愛のやりとりを見ていた琴こと美みとあかりが、表情に戦意を取り戻して理パーマネントを構えた。

「先輩……あかりちゃん……」

「えっと、その、すみません。こんな時に落ちこんじゃったりして。そうですよね、やるしかないですもんね。みんなの力でなんとかしましょう」

「……時間の無駄だった」

　そして、二人がくすりと隼人に向かって微笑ほほえんだ。

「……ええ、なんとかしましょう」

　隼人は二人に笑みを返すと、再び頭上のヨルムンガルドを睥睨した。

　ヨルムンガルドは、次の毒蛇砲メルトブレスに向けてエーテルを溜ため始めている。

「先輩、絶対防御泡ウオーターカプセルってどのくらい使えそうですか？」

「先程の毒蛇砲メルトブレスの威力を考えるに、五秒も保たないと思います。絶対防御泡ウオーターカプセルは、防いでいる威力に応じたエーテルを消費してしまうので……」

「毒蛇砲メルトブレスだと消費が激しいわけですね」

　こくりと、琴美が頷うなずいた。五秒だと次の一撃を防ぎきることは不可能だろう。正直なところ、まともに戦えるような状況ですらないように思える。

（でも、やるしかない）

「わかりました。俺がなんとかします」

「隼はや人と君が？」

「……どうやるの？」

　琴こと美みとあかりが聞いてくる。

「みんな、俺の後ろにいてくださいね」

　そう言って隼人は、みんなの一歩手前に出る。

　両手にエーテルを集めて、掲げるように上げた。

「──ちょ、ちょっと、まさか隼人君。それで毒蛇砲メルトブレスを受け止めようなんて考えてませんよね？」

「そのまさかです」

「……それは無理」

　二人は「ありえない」といった顔で隼人を見たが、本人は真面目だった。

　先程、短時間とはいえ、玲れい奈なは剣にエーテルを集めて毒蛇砲メルトブレスを防いでいた。隼人にだって似たようなことは出来る筈はずだ。

　それに、この中で一番エーテルが残っているのは間違いなく隼人だった。悪魔召喚サモン・バグを潰していた時も、戦闘は殆ほとんど玲奈に任せきりだったし、その後も二度玲奈を召喚したくらいである。

「やってみなくちゃわかんないですよっ！」

　ヨルムンガルドが、一同に向かって毒蛇砲メルトブレスを吐いた。

　エーテルの満ちた毒性の黒い霧が、前に出ていた隼人に直撃する。

　隼人は全力でエーテルを放出して、黒い霧を食い止める。

「うおおおおおおおおお！」

　隼人の両手が、毒蛇砲メルトブレスを防ぐ傘になった。

「絶対防御泡ウオーターカプセルは無理ですが、こっちなら！」

「……隼人、手伝う！」

　琴美の水精の息吹アクアアロウと、あかりの咆哮する土龍エーテルボムが、毒蛇砲メルトブレスにぶつかり勢いを相殺する。だが、二人の力が加わったところで毒蛇砲メルトブレスを生身で食い止めるには無謀すぎた。

　隼人の両腕が軋きしみ、纏まとったエーテルが決壊しそうになる。

（やばい、このままじゃ……！）

　しかし、隼人は諦めず、こんな状況でもまだ希望を抱き続ける。なんとかなると自分すらも偽り、強がり続ける。

　そういう思いこそが、何かを変える力になると、信じているからだ。

（……そうだろ？　玲奈）

　隼人は、折れた剣を見つめ口を閉ざしてしまった玲奈を一瞥すると、残っているエーテルを奮い起こした。





　　　◆






　聖書の一節、知恵の樹きの話は理不尽だ。

　近くに美お味いしそうな果実があれば、欲しくなってしまうのが人間というものだろう。

　だからそんなもの、見せないで欲しい。詩し愛あはいつも、そう思っていた。

　──藍あい田だ詩愛。

　両親は不仲。父は殆ほとんど家に帰って来ず、母も育児に関心無し。勉強は苦手。運動も苦手。

　そんな詩愛にとって、綺き麗れいなものは毒だった。見ていると、自分も綺麗なものになれるんじゃないかと、期待してしまうから。そして、嫉しつ妬としてしまうからだ。

　──だから、消えて欲しいと思った。この世界から、綺麗なものが、全て。

　詩愛は先日、両親が喧けん嘩かをしているのにうんざりして家出したところ、偶然理パーマネントを拾って魔術師ウイザードに勧誘された。

　──キミに、いい魔術があるよ。

　月隠しの戯ムーンイレイス。実験に協力することを条件に、詩愛は月を消す魔術と、部屋を与えられた。

　でも、詩愛はまだ、心のどこかで思っていた。自分にもいつか、綺麗なものが手に入るのじゃないかと。綺麗なものに、なれるのじゃないかと。

　だから詩愛は、隼はや人とに運命を感じて──

　そして再び、裏切られた。

　──やっぱり世界は、私を愛してくれない。

　だから詩愛は、この世界から綺麗なものを消すことを決意した。

　──でも、消せなかった。

「うおおおおおおおおお！」

　目の前で隼人が、詩愛の呼び出した毒に立ち向かっていた。

　勝算なんて無いのに、希望を捨てずに抗っている。

（バカじゃないの……）

　詩愛は昔から、そういうノリが苦手だ。

　頑張ればなんとかなるなんて言説ほど、無責任なものは無い。

（なんともならないのよ、いつだって）

　綺麗なものは初めから綺麗。汚い自分は初めから汚い。

　──でも。

（そんな気持ちに流されるのって……）

　その時、詩愛は悟った。魔術師ウイザードに勧誘されて、月を消す魔術を教えて貰もらった後も、ずっと胸の奥で引っかかっていた気持ちの正体。

　綺麗なものを消したところで、自分が綺麗になれるわけじゃない。

　そんな当然の事実に対する──





　　　◆






「っ、隼はや人と君、もう……！」

「……あかりも、そろそろ……」

　後ろから隼人を援護していた琴こと美みとあかりが、エーテルが残り少ないことを訴える。

（まだだ……まだっ……！）

　隼人は踏ん張るが、琴美とあかりの援護があってなんとか持ち堪えている状態だ。

　隼人のエーテルだって、強力な毒蛇砲メルトブレスを無理矢理防いでいるせいで、あっという間に枯こ渇かつ寸前になってしまっていた。

　もはや絶体絶命に見えた──その時、だった。

　隼人の後ろから、黒い球状のエーテルが飛んできて、毒蛇砲メルトブレスにぶつかる。重力の万力グラビテイボールだ。

「藍あい田だ……!?」

　詩し愛あが立ち上がり、毒蛇砲メルトブレスに足を向けて、重力の万力グラビテイボールを連射している。

「……どうして、私を助けてくれたの？」

「え？」

「さっき。泣き崩れてた時。あなたが助けてくれた理由。私は敵の筈はずよ。しかも、この騒動の原因。なのに、どうして見捨てなかったの？」

　詩愛は不思議に思っていた。「放ほうっておけない」、隼人はそう言っていた。

　すると隼人は、詩愛のその質問に──

「……さっきも言ったろ？　後悔はしたくないんだ、格かつ好こう悪いから。だって、何かに負けたみたいで悔しくないか？」

「──っ！」

　隼人の言葉を聞いて、詩愛は重力の万力グラビテイボールの出力を上げた。

　マシンガンのように撃ち込まれるエーテルの球体が、とうとうエーテルが尽きてしまった琴美とあかりの分まで、黒い霧を押し返す。

「私も……手伝うわ」

　詩愛の目は、泣きじゃくっていたせいで赤く腫れていた。

「悔しいから。もうこれ以上、自分を嫌いになりたくないから。だから」

　詩愛の声からは、以前の弱々しい雰囲気が消えていた。芯のある声だ。

「藍田……うおおおおおおおおお！」

　詩愛の力も借り、隼人はついに毒蛇砲メルトブレスの一撃を凌ぎきる。

（よしっ……！）

　エーテルを吐き出しきったヨルムンガルドは、悔しそうに「ぐおおっ」と小さく呻いた後、再び口元にエーテルを溜ため始めた。

　だが、所詮はまだ攻撃を耐えただけである。これから反撃に出なければ、ヨルムンガルドを倒すことは出来ないし、再び毒蛇砲メルトブレスが来る。

　しかも隼はや人とは、今の防御行動で殆ほとんどエーテルを使い果たしてしまっていた。

　間違いなく、二度目は保たないだろう。

　そして、攻撃しようにもあかりや琴こと美みのエーテルは尽きた。

　手を貸してくれた詩し愛あだって、魔術と戦闘を連続している。おそらく、隼人と同じような状況だろう。もはや絶体絶命の状況だ。

（でも、まだ何かある。何か──）

　しかし、隼人は諦めない。この状況を逆転する方法は、絶対に──

「は、隼人っ！　私もまだ諦めてないわよっ！」

　急に玲れい奈なが呼んだ。隼人が振り向くと、折れた剣を持ち、顔を上げた玲奈の姿があった。

「こ、この状況をなんとか出来るかもしれない方法、思いついたわっ！」

　しかも、何な故ぜか玲奈は、顔を真っ赤にしている。

「──っ！　本当か!?　一体どうやって──」

「こうやるのよっ！」

　玲奈はそう言うと、隼人に駆け寄って顔を近付けた。そして──

　──唇を、重ねた。

（なっ──!?）

　隼人は唇から、柔らかく温かい、蕩けるような感触を感じた。

　あまりの気持ち良さに、胸が激しく鼓動を鳴らし、息苦しくなる。















　その刹せつ那な、二人から凄まじい量のエーテルが迸ほとばしり、隼はや人との指輪が力強く輝き始めた。

「れ、玲れい奈なちゃんと隼人君から、凄すごいエーテルが……！」

「……もしかして」

「魔王ロキの力……！」

　琴こと美みとあかりと詩し愛あが、隼人と玲奈を見て声をあげる。

（……契約!?）

『因果を深めた其その後に、拝はい心しんを誓う唇を重ねん。さすれば、奏魂の盟ソウルリンクを刻むであろう』

　奏魂の盟ソウルリンク。王オーデインと悠久騎士フレースヴエルグ、そして指輪の力を解放出来る、契約だ。

　玲奈は慌てて唇を離した。

「ア、アンタになら、キス、あげてもいいと思えたから。信じられるって思えたから！　成功するんじゃないかって、思えたから！」

　隼人は、以前とは比較にならないほどのエーテルが自身に漲みなぎっているのを感じる。

　そして──

「玲奈、お前。剣が！」

「え？」

　玲奈の剣にエーテルの光が灯り、折れた部分の刀とう身しんを象かたどった。光はやがて白銀へと変わり、すっかり元の姿に復元された、〈天翔覇者エリアルブレイド〉が姿を現す。刀身には傷一つ無い。

「多分、奏魂の盟ソウルリンクによって強くなった玲奈ちゃんのエーテルが、理パーマネントを復元したんだと思います」

「……玲奈の理パーマネントはまだ死んでなかった」

　琴美とあかりが、奏魂の盟ソウルリンクの力を見て、興奮気味に喋しやべった。

「……これが、指輪の力……」

　詩愛もまた、驚きよう愕がくしている。

「この力があれば……！」

　玲奈は、大剣状態の〈天翔覇者エリアルブレイド〉から鎧よろいを分離パージさせ、それを纏まとう。

　そして、玲奈は背中に光の翼を描くと、

「じゃあ、ちょっと倒してくるわね！」

「ああ。頼んだ！」

「任せて！」

　当然のように勝利を確信し、剣を構えて、ヨルムンガルドに向かって飛翔した。




「玲奈ってさ、ああ見えても凄い努力家なんだぜ？　要領悪いんだよ、あいつ」

　隼人は、空中でヨルムンガルドと戦う玲奈を見上げながら、傍らの詩愛に言った。

「学校だとクールに装ってるけどさ。すぐ怒るし、見み栄えっ張ぱりで、すぐテンパる」

「……ピンと来ない話ね……」

　玲奈はヨルムンガルドの周囲を旋回しながら、契約前の何倍もの鋭い飛行で隙を突き、刺すようにして斬り込む。

　先程までと違って、きっちりとダメージを与えられているのもわかった。

「学校でさ、『無欠の優等生』に一番憧れてるのは本人だよ。他の誰でもなく、な」

「…………」

　だがそれでも、玲れい奈なの攻撃は決定打に欠けた。長期戦となってしまえば、先に玲奈のエーテルが空になってしまう可能性だって十分にある。

「あいつも月が嫌いらしいよ」

「……え？」

「だから、越えたいんだそうだ。あの月をな」

　隼はや人とは、空を舞う玲奈に向かって指輪を構える。

　新しく解放された、指輪の力を使う為ためだ。

「指輪に集いし因果の力よ。我が騎士を制約から解き放ち、運命を超越する誉れ高き剣を与えん！」

　指輪の樹きのレリーフが、成長の意味を持つベルカナのルーンに変化する。指輪が力を使うため、神々しく輝き始めた。

「騎士覚醒アウエイク！」

　騎士覚醒アウエイク。王オーデインが自身のエーテルを託すことにより、悠久騎士フレースヴエルグに眠る潜在能力を引き出す指輪の力だ。

　理パーマネントに秘められし神しん髄ずい。玲奈達たちが普段使いこなせていない至高の領域──悠久神化エターナルエヴオルブへと、力を昇華させる。

「玲奈、受けとれえええええええええええ！」

　隼人の指輪から飛び出したエーテルの塊が、ビームのように玲奈に向かって伸びる。

「これは……！」

　玲奈は、隼人が放ったエーテルを受け、体内に力が溢あふれるのを感じた。翼だけでなく、玲奈の全身からエーテルの粒子が零こぼれ始め、彼女を薄緑に発光させている。

「す、凄すごい、身体の奥から力が漲みなぎって来るのがわかる。でも、これなら──」

　玲奈は剣をしっかりと握り直すと、ヨルムンガルドの周囲を高速で旋回し始めた。

　玲奈が飛び回った後には、質量を帯びたエーテルによる残像が描かれる。

「──いけるわ！」

　その残像に翻ほん弄ろうされ、ヨルムンガルドは何度も頭を突き動かし、尻尾を振り回した。だが、ヨルムンガルドの頭や尻尾は、ただ虚しく空を切るだけだ。

　やがて玲奈は、ヨルムンガルドの隙を突き、高く空へと舞い上がる。そして、足下の竜ドラゴンを見下ろした。

「……私はね、自分の要領が悪いことに、時々感謝することがあるわ」

　玲奈が空中で鎧よろいを分離パージし、剣に集合させる。

　鎧のパーツを集めた剣は大剣へと形状を変えて、刀とう身しんにエーテルを漲らせた。

　玲れい奈なの持つ全エーテルが大剣へと集い、満ち溢あふれたエーテルが、ヨルムンガルドをも切断出来る、超巨大な光の刀とう身しんをつくりあげる。

「──高く飛んだ時に、気持ちがいいからよ！」

　鎧よろいの推すい力りよくを失った玲奈は、その光の剣を、落下しながら勢い良く振りかぶって──

「覇者の牙レーヴアテイン！」

　玲奈の極大の光の剣が、真まっ直すぐにヨルムンガルドへと振り下ろされる。

　ヨルムンガルドが玲奈の位置に気付き、毒蛇砲メルトブレスを吐きだした。

　だが、光の刃は竜ドラゴンのブレスごと、頭部から巨体を縦に両断して──

　怯む間も無く、叫ぶことも叶わず、真っ二つになった毒の権化が、夥おびただしい光へと変わった。

　溢れ出すエーテルの泡が、月無き闇夜に緑色の月華を灯す。

　玲奈の気高き剣は、蛇竜ヨルムンガルドを無に帰した。












■エピローグ







　翌日。隼はや人と、玲れい奈な、琴こと美み、あかりの四人が、寮の食堂で夕食を囲んでいた。

　テーブルに並んでいるのは、チーズオムレツにナスとアボカドのサラダ、ポタージュスープにフランスパンという、洋風なメニューだ。当然、琴美の作ったものである。

「いいわよね、このトローンとする感じ。チーズの蕩け具合というものを熟知しているわ」

　玲奈は、チーズオムレツをナイフで切ると、トロンと蕩け落ちるチーズの様子をニヤけながら見守った。そして口に運んでは、一々「ん[image: ][image: ]っ！」と嬉うれしそうに唸うなる。

「……スープも美味」

　あかりは、ポタージュスープを嬉しそうにすすっていた。スプーンでスープを口に含む度に、至福の表情を浮かべる。

「うふふ、いつもみんなが喜んでくれるから作り甲が斐いがあります。残さずいっぱい食べてくださいね」

　琴美は、みんなが食事をする様子を眺めて、嬉しそうに微笑ほほえむ。

　みんなで適当に雑談をしたり、料理の感想を言ったりしながら食事を囲む。寮の、いつもの食事風景だった。

（慣れてきたなぁ、寮生活にも）

　気付けば、隼人がここに住み始めてもう一週間近くだ。隼人が住み始めた時に抱いていた不安や違和感は、完全に消えている。

「そう言えば──」

　隼人が、いつものように話題を切り出した。

「結局、藍あい田だの処遇ってどうなったんですか？」

　詩し愛あは事件の後、特殊な理術具アーテイフアクトによって理パーマネントを回収され、理事長室に連れて行かれた。

　だが、その後どうなったか隼人は知らない。学校にも来ていなかった。

「理事長なら知っているんじゃない？」

　隼人は、食事の時いつもリピカが座っている席を見る。空席だ。

「事件の後処理が忙しいから遅れるって書き置きがあったけど、なかなか来ないわね」

　リピカは、普段通り朝も食堂に下りて来なかったので、隼人は今日まだ一度も彼女の姿を見かけていないことになる。つまり、詩愛について何も聞けていないのだ。

「結構大規模な事件でしたから、大変なんでしょう。私達たちも昨晩は大変でしたしね……ふあぁ」

　琴美が目を擦こすりながら、眠そうに欠伸をする。

　昨晩はあの後、竜召喚サモン・ドラゴンを使用するのに使われた理の欠片ミスリルを破壊し、今度こそ回収する為ために、再び二手に分かれて街中を駆け回っていた。

　結局、一同がベッドに入ったのは明け方頃である。

「まぁ、どうでもいいじゃない。あんな奴やつのこと」

「……（こくり）」

　玲れい奈なが冷たくそう言い放つと、あかりがそれに頷うなずいた。

「二人とも冷たいなぁ」

「当たり前じゃない。誰のせいであんなことになったと思ってるのよ」

「いやまぁ、そうなんだけどさ。それにしても手厳しいような、と」

「……魔術師ウイザード、嫌いだから」

　するとあかりが、冷たい声色で隼はや人とに返した。

「そうなの？」

「……（こくり）」

（まぁ、悠久騎士フレースヴエルグやっている以上、好きなんてことはないだろうけど……）

「玲奈ちゃんは多分、隼人君が詩し愛あちゃんと仲良くしてたから、ヤキモチ焼いてるだけよね」

「ふぇ!?」

　琴こと美みが茶々を入れると、玲奈が思わず席を立って驚いた。

「ち、違うわよ！　なんで私がそんなことで怒らなきゃいけないの！」

「だって、玲奈ちゃんはほら……もう……」

　琴美が恥ずかしそうに、隼人の方を見た。

「……あ、あれはただの契約ですから！　先輩、頼むからあんまりからかわないでください！」

　困ったように隼人が琴美に言った。

　──あれから、隼人も玲奈も、お互い契約のキスの話は避けるようにしていた。それどころか、隼人は、あまり思い出さないようにしていたくらいである。

　変に玲奈のことを意識して気まずくなるのは嫌だし、そんな空気は玲奈も迷惑だろうと、隼人は考えていた。

「そ、そうよ、ただの契約よ！　だからアンタも、変な勘違いしないでよね！　ふんっ！」

　玲奈は不機嫌になると、着席して隼人から視線を逸そらす。

「……ほら先輩、怒らせてしまったじゃないですか」

「は、隼人君、もしかして、なんで玲奈ちゃんが怒ったか気付いてないんですか？」

　キョトンとした顔で、琴美が隼人に聞いた。

「え？　なんでって……先輩がからかって気まずい空気になったから……」

「……鈍感」

　あかりが突っ込む。

（え？　今のは先輩が悪いんじゃ……）

　四人でそんなことを話していると、食堂と廊下を繋つなぐドアが開く。

「みんな揃そろっておるな」

　スーツ姿のリピカが食堂に入って来て、四人を見回した。

　そして、廊下の方を向くと、

「実は、ヌシらに報しらせがある……入って来い」

　と、呼びかけた。

　すると食堂に、見覚えのあるボブカットの少女が入って来る。

「げっ!?」

「……っ!?」

　玲れい奈なとあかりが、入ってきた少女──詩し愛あを見て、顔を引きつらせた。

「……お、おじゃましてるわ」

　詩愛は緊張した様子で、ペコリとみんなに向かってお辞儀をする。

　すると玲奈が、あからさまに不機嫌そうな顔をして言った。

「り、理事長、どうしてこいつをここに!?」

「入寮生じゃよ。悠久騎士フレースヴエルグの新メンバーじゃ」

「「「「えぇっ!?」」」」

　一同は一斉に驚いた。

「な、なっ……!?　何考えてるんです理事長！　こいつ、魔術師ウイザードですよ!?　創世の執行者ニーズヘツグの手先ですよ!?」

「魔術を使わないのじゃったら、悠久騎士フレースヴエルグも魔術師ウイザードも変わらぬじゃろう。それに創世の執行者ニーズヘツグとは、もう連絡を取っておらぬと言っておる」

「言っておるって……嘘うそだったらどうするんです！」

　興奮する玲奈をリピカが宥める。

「落ち着け玲奈。悠久騎士フレースヴエルグが深刻な人材難なのは知っておるじゃろう？」

「そ、それは知ってますけど！　だからって元魔術師ウイザードなんか……」

「……あかりも納得出来ない」

「……許して貰もらおうなんて虫のいい話をするつもりはないわ。ただ、私も力になりたいだけ……」

　詩愛は、玲奈とあかりの非難に申し訳なさそうに俯うつむくと、肩を震わせる。

「……手伝わせて欲しい、お願い……」

　そしてボソリと、小さな声で言った。

　詩愛のそんな様子を見て、玲奈とあかりはバツが悪そうな顔をする。

「学校敷地内の結界には、まだ詩愛を味方として識別させてはおらぬ。ワシも多少は疑っておるよ」

　そう言うとリピカは、隼はや人とと琴こと美みを見た。

　どうやら二人の反応を窺っているようだ。

「いいんじゃないですか？　私は反対することはないですよ？　詩愛ちゃんいい子そうだし。……ねぇ、隼人君？」

「え？　俺は元から、藍あい田だのことを悪い人間だと思ってませんし……」

　というより隼はや人とは、詩し愛あが色々とやり直すのに良い機会だと思えたので、むしろ賛成だった。こうならなくても、隼人から勧誘していたような気さえする。

　隼人と琴こと美みの返事を聞いて、リピカが満足そうに頷うなずいた。

「決まりじゃな。この時点で、多数決を取って三対二じゃ」

「えっ!?　ちょ、ちょっと理事長！　勝手に決めないでください！」

「なんじゃ玲れい奈な。まだ文句があるのか？」

　玲奈はそう言われると、ちらりと悔しそうに詩愛を見て、

「……わ、わかったわよ。これで反対してたら、私が悪い人みたいじゃない」

　諦めるように言った。

「…………」

　あかりもまだ、不満そうに唇を尖とがらせている。

　普段感情をあまり表にしないあかりにしては珍しいことだった。

「というわけで、隼人。詩愛と契約じゃ」

「え？　あぁ。はい」

　隼人は契約のことを思い出し、立ち上がる。

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉」

　そして、指輪を呼び出した。

「じゃあ藍あい田だ、この指輪にキスを──」

　そう言って、隼人が詩愛に向かって指輪を嵌はめた手を差し出そうとした瞬間、

　それより先に詩愛が、隼人の顔に自分の顔を近付け──

　──ちゅっ。

（えっ……!?）

　隼人の意識に、マシュマロのような唇の感触と、詩愛の体温が広がる。

　詩愛は、〈律因の環ニーベルゲン〉ではなく、隼人の唇にキスをした。

「んぬあああああああああああああ!?」

　玲奈が、怒気を孕んだ大声をあげる。

　すると、隼人と詩愛の全身から、膨大なエーテルが溢あふれ始めた。

（って、これは……まさか……!?）

　隼人は、体内にエーテルが漲みなぎっていくのを感じた。昨日、玲奈と結んだ奏魂の盟ソウルリンクだ。

「ほう……これは、いきなり」

「え、ええっと、いきなり、そんな……」

「…………」

　リピカが感かん嘆たんし、琴美が恥ずかしそうに慌てて、あかりは無表情にそれを見つめた。

　そして──

「アンタはなんでそっちにキスしてんの!?」















　玲れい奈なが再び席を立った。勢い良く立ったせいで、食卓がガシャンと揺れる。

「……？　契約って、キスをするわけではないの？」

　不思議そうに詩し愛あが言った。どうやら詩愛は、双心の盟フアーストリンクの方法について知らなかったようである。

「キ、キスでいいんだけど、先に普通は指輪にやるっていうか、普通は唇は無理っていうか……な、なな、なんで隼はや人とは契約できてるのよ！」

「いや……なんでって、俺に言われても……」

（む、むしろ俺が聞きたいくらいだ！）

　詩愛の顔を見る。詩愛は隼人と視線が合うと、恥ずかしそうに目を伏せた。隼人も恥ずかしくなって、視線を上げる。

　すると、玲奈はそれを見て、瞳を潤ませ、

「そ、そう。ただの契約だもんね。だ、誰とでも出来ちゃうわよね。わ、わかってたけど、わかってたけど、ちょ、ちょっと、ま、舞い上がってた私がバカみたいじゃない……！」

　自分の席を離れ、隼人の席までやって来て、

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉」

〈天翔覇者エリアルブレイド〉を振り上げた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。今、俺は玲奈に何もしてないだろ？　なのに、なんで──」

「わ、わからないのが罪なのよ！」

　玲れい奈なが泣き叫んだ。玲奈が振り上げた剣が、またもやぷるぷると震える。

「……これから騒がしくなりそうじゃのう」

「えっと……理事長、なんだか楽しそうですね」

「……鈍感」

　そんな二人の様子を、リピカは楽しそうに眺め、琴こと美みは苦笑いを浮かべ、あかりは呆あきれる。

「いや、ちょ、ちょっと待て、落ち着け。ほ、ほら、藍あい田だもいて危ないし──って、いない!?」

　隼はや人とのすぐ傍にいた筈はずの詩し愛あが、いつの間にか距離を取っていた。

「……そ、その、お邪魔しちゃ悪そうだから……」

　照れながら、詩愛が答える。

「えええ、ちょっと!?　今そういう雰囲気に見えるの!?　危機だろ!?　れ、玲奈も、もうちょっと落ち着いて！」

「初めてのキスは特別なのよおおおおおおおおおお！」

　──隼人の王オーデインとしての受難は、まだ始まったばかりである。








〈ＦＩＮ〉







あとがき




　えっと、七なな烏う未みです。ほとんどの方ははじめまして。

　普段はゲームのお仕事をしています。今年の二月に別の出版社様で一冊、それ以前にもノベライズで一冊。小説を出すのはこれで三冊目ということになります。

　まぁ、まだ全然慣れてないのでド新人です。いい加減慣れろよという感じでもありますし、担当さんはそう思ってそうですが（笑）




　この度は、『フレースヴェルグ・イクシード　月誓の気高き剣』をお買い上げ頂き、ありがとうございます。

　ジャンルでいうと現代ファンタジー、とかになるのでしょうか。

　企画書は最初、「女の子が大きい武器を持って戦う話が書きたい」とか、そんなものだったような記憶があります。それから右往左往、紆う余よ曲きよく折せつとありまして、今回のものに落ち着いた形です。

　元々、ボクはずーっと戦う女の子を題材にした話を書きたいと思っていたのですが、ゲームではなかなかジャンル的に機会が無く、書けないままになっていた感じです。

　いや、正確には書いたことが無いわけではないのですが、やっぱり『戦う』ってことに焦点が当たってるかそうでないかの違いはあるな、と。

　剣を振るう、魔法を使ってドンパチする。アクションや外見的な意味での格かつ好こう良さもそうなのですが、人が戦うにはやはりなにかしらの理由があるわけで……そういった意思の内容って、キャラクターを決める重要なファクターになると思っています。で、そういったものを剥むき出しにした女の子って格好良いし、可愛かわいいなぁと思ってしまうわけです。

　うーん……なんでしょうね。恋する乙女は戦うし、だから美しい──的な。すみません、自分でも何を言ってるのかよくわかってません。

　戦う女の子云うん々ぬんを抜きにしても、樹木崇拝の伝承や、因果律に魔術。善悪の天てん秤びんや、おっぱいやお尻しりや太ふと股もも。北欧神話に、思春期的な何か。剣とキスを添えて。

　本当に、ボクの好きなものをパンクしそうなほどぎゅうぎゅうに詰め込んで書いています。なので──というのも変ですが、読んで頂いた方に少しでも『好き』になっていただけますと、嬉うれしいです。

　──ええっと、要約すると、応援よろしくお願いします、って感じですね！




　謝辞に移ります。担当の池いけ本もとさん。毎度、荒あらい原稿を渡して困らせてると思います。「『フレースヴェルグ・イクシード』、略してＦＥですよ！　有名な戦略シミュレーションゲームみたいです！」って仰おつしやってましたが、ＨＥですよね。すみません、ボクもあの時は気付いてませんでした。むしろカバーが上がって来たのを確認して、ようやく一人で突っ込んでました。

　イラスト担当のむつみさん。以前もお伝えしましたが、ずっとファンでした。今回イラストを描いて頂けるということになりまして、本当に本当に嬉しいです。どのキャラも可愛いですね……！　今回見せ場が殆ほとんどありませんでしたが、あかりを早く動かしたいです。

　また、企画進行時、お世話になりました某方。その他、制作に関かかわってくださった皆様。いつもお世話になっている同業者様──そして何より、今こうして目を通して頂いている読者の皆様、本当の本当にありがとうございます。こうやってボクが生きてるのは、皆様のおかげです。

　これからも頑張ります。頑張らせてください。楽しく頑張っていきたいです。




　それでは、また。少しでも皆様の心に留まるような、素敵なお話が書けたらいいなと思いながら──。これからもよろしくお願いします。七なな烏う未みでした。
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